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    プロローグ　フォーム・オブ・ドゥーム


    



    



    　衝しよう撃げき音おんが響いて、彼はハッと顔を上げた。


    　空耳ではない証しよう拠こに、コンソールの脇わきに置いたカップのコーヒーがさざ波だっている。


    　やや間をあけて、もう一度。


    　扉とびらをこじ開けようとしているのだろう。施設の機密性にふさわしいセキュリティが施ほどこされたこの場所へ押し入るには、結局は正面からぶち破るのが一番手っ取り早い。


    　襲しゆう撃げき者しやを迎え撃つはずの保安要員は誰もおらず、この施設にいるのは彼一人──時間がない、急がなければ。


    　暗いコントロール・ルームで彼はあちこちに体をぶつけて何度か転びそうになったが、なんとか必要な手順を済ませていった。もはや逃げることなど考えていない。敵がここへ突入してきて自分を撃ち殺すか虜とりことする前に、使命を果たさなくてはならなかった。


    　屋上の聴音機に接続されたモジュールも、エーテル波を放つレーダー盤も今は完全に沈黙している。コンソールから生えたハンドルを摑つかんでぐいぐい回すと、コンソール中央のシャッターが開いて、中から金庫のようなケースがせり出してくる。


    　息が荒い。ダイヤルを回す指が震えて、なかなか思いどおりに動いてくれない。数年かけて手に入れたパスコードと、最高権限のセキュリティ・キー。ここで失敗すれば、今までの苦労と時間が無駄になってしまう。


    　施設が中の空気ごと大きく揺れた。鼓こ膜まくを打ち据すえるような爆音で彼は、敵が爆薬を使って門を突破したことを知った。行動が速い──訓練された部隊だ。すぐに足音が迫ってくる。


    　連中が階段を駆かけ上がって廊下を渡りきる前にすべてを終わらせられることに賭かけて、彼はダイヤルを回し、セキュリティ・キーを差し込んだ。


    「動くな！」


    　コントロール・ルームの扉が蹴けり開かれて、軍服の集団がなだれ込んでくる。


    　彼は驚いて腰を抜かしたふりをしてみせ、コンソール脇のコーヒーポットとカップを手で払いのけた。琥こ珀はく色の液体の中に沈められていた屍し銀ぎん製のボトルが開き、中から高濃度のミアズマを吐き出す。コーヒーポットとカップは床ゆかに落ちるや否や牙きば持つクリーチャーと化して、突入してきた兵士たちに襲おそいかかる。


    　銃火ガンフアイアが暗い室内で閃ひらめいて、彼は頭をかがめて姿勢を低くしながら差し込んだキーを回した。そのとき、足をでかいハンマーでぶっ叩たたかれたような衝撃を受けた。


    　床に倒れ込んで顔面を強打して、メガネが吹き飛ぶ。自分が撃たれたことを理解したが、取るに足りないことだと判断した。無線装置は倒れた自分の目の前にあって、手を伸ばすだけでスイッチを入れることができる。


    　男たちによって取り押さえられ、頭を踏みつけにされながら手て錠じようをかけられたとき、彼は使命を果たした喜びから笑い声をこらえきれずにいた。


    「楽しいか、クソ野や郎ろう」突入部隊の指揮者らしき男が見下ろして言う。「所長の死体を確認したぞ。ほかの所員や警備員の死体もだ」


    　彼の頭は男の膝ひざと床ゆかに挟まれてひどく痛んだが、彼は笑うのをやめなかった。床に唾つばをまき散らしながら答える。


    「悪いとは思わんね。彼らの信用を得るのに、だいぶ時間をかけさせられたから──ッ」


    　腹を蹴けられて体をくの字に歪ゆがめたが、それでも彼は笑い続けた。床に這はいつくばっている彼には、外からの地響きがじかに伝わってきている。それは、彼の勝利を告げていた。


    「……なんだ？」


    　男たちが動揺を示す。指揮官の男はすぐに窓へと駆かけ寄り、外の闇やみ夜よに目を凝こらす。コンクリートでならされた広場には、大きな穴が開いていた。そこから、何か巨大なものが蠢うごめく振動が響いている。指揮官がつぶやく。


    「発射装置は破壊したはずだ。突入の前に」


    　それを聞いて、床に転がされたままの彼は一際大きな笑い声を上げた。


    「そんなものは必要ないんだよ！　私はサイロを開くだけでよかった！　その後はどうするか？　決めるのは誰でもない。ヤツ自身だ」


    　太く低い鳴き声が、夜の空気を震わせた。ガラスが割れそうなほどに震え、外から濃密な生物の気配が伝わってくる。


    　突然、地上の大穴から翼を持った巨大な影が飛び出した。コウモリのような翼に、大だい蛇じやのような体。


    　影はボウボウと汽き笛てきそっくりの鳴き声を短く繰り返して、飛び方を習いたての幼鳥よろしくヨタヨタと頼りなげに何度か羽ばたいた後、急に翼の使い方を思い出したかのように大きく羽ばたいて夜空へと舞い上がっていった。


    　指揮官の男は、徐々に小さくなっていく影を目で追いながら、コンソールの無線を開いた。


    



    
      ◆

    


    



    『……ゴージャー・クラスのクリーチャーです。およそ、北西の方角へ飛び去りました』


    　エーテル無線によって伝えられた報告により、会議室は一気に慌あわただしくなった。


    「どういうことだ？　失敗したのか？」


    「電光弾フルギユレーターはどうなった！」


    「発射は確認されていません。ですが──」


    「ゴージャークラスのクリーチャーですから、おそらくそれが──」


    「なんてことだ」


    「至急、飛行空母の要請を」


    「ですから突入は時期尚早だと何度も申し上げたのに──」


    　老ろう婆ばが、杖つえで強く床ゆかを打った。


    「少しお黙り」


    　会議室がしんと静まり返る。老婆──イリス・ヘイズは背筋をまっすぐに伸ばし、しわだらけの両手を杖の上で上品に重ねている。見た目はかなりの高齢のようだが、その身にまとう凜りんとした空気は、男たちの口を閉じさせるのに充分な力を持っていた。


    　会議室が静かになった後も、老婆はしばらく沈黙し──やがて口を開いた。


    「北西というのが気になるね。用意周到な彼らのことだ、偶然じゃあないだろうね」


    「なるほど、マダム・ヘイズの言うとおりかもしれん」と、軍服を着こなせていない軍人が汗をふきつつ応じた。「北西にはフィラデルフィアがある。ミアズマが漂ただようあの土地は合衆国にとってとても重要な場所だ。ほかにもベツレヘム、ハリスバーグ、それに……」


    　老婆はうなずいて、それらの先にある都市の名をつぶやいた。


    「《蒸気天国スチームヘヴン》──ビザーバーグ」

  


  
    一章　ブリング・オウルズ・トゥ・ヘヴン


    



    



    　姿見に全身を映してみる。


    　青い直髪。シャツとベスト──軍服のようにきっちりした、タイトな格好。ただし、下はスカート──メディアの前に出るときの、いつもの服装だ。雑誌記者という生き物は、こっちが特に理由もなく決めたファッションにも「熱愛中」だの「心境の変化」だのいちいち理由を求めてくるので煩わずらわしく、アンジェリーナは今日きようのような場でのファッションを常に統一していた。


    「わたしはアンジェリーナ・レンフィールド」鏡の中の自分に言い聞かせる。「ウンディーネ・エンプレスは別人。わたしはアンジェリーナ──よし」


    　鏡の中の自分にうなずいたアンジェリーナはスカートを翻ひるがえして、昇降機へ向かった。


    



    　レプチューン社の本社ビルであるレネゲイドタワー──その一階のホールで女性記者は待っていた。何度も懐中時計で時間を確認している。


    「──……あっ、ミス・レンフィールド！」


    　昇降機から降りてきたアンジェリーナを見て、そちらに駆かけ寄る。約束の時間ちょうど、一秒のズレもなしだ。


    「お待ちしてました！　今回は、同行取材を許可していただいてどうもありがとうございます」


    「結構。今日きようはよろしくおねがいします」ニコリと笑ってアンジェリーナが言う。「申し訳ないけれど、取材は歩きながら、それに車の中で」


    「え、ええ、もちろん！」


    　スタスタ歩き出すアンジェリーナに、記者は慌あわててついていく。トライデントの広報を名乗るだけあってマスコミ慣れしているというか、年下とは思えない相手だと記者は思う。


    　タワーの前で待機していた機械馬車の客車にアンジェリーナが乗り込み、記者も続く。馬車っていうよりホテルなんじゃないの、と言いたくなるような豪華な内装。革張りの座席は座ると気持ちよく沈み込み、邪魔にならない位置に呼び鈴りんがぶら下がっている。座席に備えられたキャビネットの中身は、シャンパンだかコニャックだか想像もつかない。


    　いつの間にか後についてきていた黒服たちが外から客車の扉とびらを閉めて、後部にあるスペースに乗り込んだ。仕切りがあってよく見えないが、外から見た分にはあまり広いとは思えない空間だから、あの大柄な黒服たちはさぞ窮きゆう屈くつな思いをしていることだろう。


    　記者はアンジェリーナと向かい合って座り、ペンと手帳を取り出した。仕事の時間だ。


    「ではまず、最初の質問ですが──」


    　車内でのインタビューは順調に進んだ。二年目を迎えたトライデントの活動について。ビザーバーグの治安について。レプチューン社のバックアップ方針について。トライデントの広報活動について。アンジェリーナが最近注目しているファッションブランドについて──この質問にだけ顔をしかめたのを記者は不思議に思ったが、特に気にはしなかった。


    　用意していた質問をつつがなく終えた頃、馬車が停止した。ダウンタウンの商業区、黒服が客車の扉を開いてアンジェリーナは颯さつ爽そうと降りる。


    「アンジェリーナ、確認させてください」記者がメモ帳を手に、追いながら話す。「これから向かう先は、食料品店の『スケープ・ドーナツ』ですね」


    「ええ、そうよ」


    「先月の騒動でサラマンダーが全焼させた店」


    「……そうよ」


    「街を守るはずのトライデントが街を破壊していると、読者からは疑問の声が届いています」


    「確かに憂ゆう慮りよすべきことね。わたしも三人にはよく言い聞かせているのだけれど、現場には現場の都合があるから──」


    　三人、という言葉をアンジェリーナは強調した。自分がトライデントのメンバーの一人、ウンディーネではないと言いたいのだろうが、記者がこの取材で掘り下げたい点はそこではない。


    「トライデントの活動による被害には、レプチューン社から補ほ償しようが充あてられるとのことですが」


    「そのとおり」


    　よくぞ聞いてくれたとばかりに、アンジェリーナが振り返る。ちょうど、二人は問題の店舗の前まで来ていた──『スケープ・ドーナツ』。


    　綺き麗れいに白ペンキが塗られた玄関の前で、店主らしきエプロン姿の男が待っている。アンジェリーナを見ると、笑え顔がおで片手を上げた。


    「やあ、アンジー！」


    「ハイ、マーク」


    　二人はいかにも親しげに話しかけて挨あい拶さつを交わす。アンジェリーナは記者のほうを振り返り、


    「彼の店は先日、不幸な事故によって全焼してしまいました。その件に関してトライデントが関係していることは事実です。しかし、我々は店のオーナーである彼、マーク・タッパー氏と話し合い、お互いに納得することの出来る金額により和解することができました。それだけではありません。ね、マーク？」


    「ああ、こいつをもらった」


    　オーナーのマーク・タッパーは天井に設置された投影機を指さす。どうやら信号灯シグナルライトのようで、表面には三叉槍トライデントのシンボルが浮かんでいた。


    「トライデントによる被害を補ほ償しようした店舗にはもれなく、このクラフトを無料で提供・設置させて頂いています。非常時にはこれをレネゲイドタワーに向けて照射することで、トライデントの出動を要請することが可能ですし、防犯効果も期待できるでしょう」


    「こいつのおかげで、この辺りはすっかり安全になったよ。強盗なんかは、このライトを見かけただけで尻尾しつぽを巻いてＵターンしてくのさ」


    　オーナーの説明にアンジェリーナもうなずく。彼女が取材を受けた理由はこれだろうと察しつつ、記者は手帳にまとめた。広報らしい、トライデントのイメージアップだ。


    「なるほど。トライデントの出した被害を補償するだけでなく、治安にも貢こう献けんしている、と」


    「ええ。彼女たちが市民に迷惑をかけることは決して褒ほめられたことではないけれど、トライデントの任務の性格上、事故は起こりうるわ。それを償つぐなう方法も、街のためになるかたちをとりたいと我々は考えている。もちろん、トライデントもね」


    　さらにいくつかの質問を重ねて記者は、アンジェリーナとオーナーに取材協力の礼を言った。アンジェリーナは涼すずやかな笑みを浮かべて答える。


    「ご苦労様。いい記事にしてくれると信じています」


    「ええ、もちろん。期待して──」


    　ギャリギャリギャリ、と大きな何かが路上を引っかきながら滑すべる音が背後から聞こえてきた。身をすくませて振り返る──向こうの道路で、八つ脚の大型クラフトが路上を横滑りしていた。車高はかなり高く、三、四階建てのビルほどもある。


    「な、何!?」


    「多脚式歩行戦車キヤンサーポツド！」アンジェリーナがつぶやいた。「こんな街中で、なんて非常識な……！」


    　多脚式歩行戦車は体勢を立て直すと、八本の脚を細かく動かしてこちらに向かってくる。消火栓が蹴け飛ばされて水が噴き出し、ポストを踏みつぶして紙片が舞った。アンジェリーナがドーナツ屋のオーナーに言う。


    「シグナルを！」


    「あ、ああ。でもあんたが行ったほうがいいんじゃないか、ウンデ──」


    「わたしはただの広報ですから！」


    　二人が後ろで言い合っている間に、記者は多脚式歩行戦車キヤンサーポツドの腹にくっついている誰かの存在に気がついた。それはワイヤーのようなもので戦車にぶら下がっているらしく、車体の下でぶらぶらと揺れている。


    「あの、あれは──」


    　記者がアンジェリーナに言いかけたとき、人影が振り子のように揺れて多脚式歩行戦車の脚の付け根に触れた。そこに光が閃ひらめいたかと思うと、脚の一本が突然脱力し、だらりと垂れ下がる。戦車はバランスを欠いてつんのめり、車体が巨大なハンマーのように振り下ろされて地面を打ち付ける。があんという音を立てて、路面が放射状にひび割れた。


    　記者たちからそう離れていない場所に、目め眩まいを起こした蜘く蛛ものように戦車が倒れている。待機していたレプチューン社の黒服たちが、アンジェリーナのもとへ駆かけつけた。


    「わたしは大丈夫。市民の避難誘導を頼みます」


    　黒服が訓練どおりに動き出す。野や次じ馬うまたちを下がらせ、近くの店舗の従業員と客に声をかけて外に連れ出していく。ドーナツ屋のオーナーも、何度も不安げに自分の店を振り返りながら離れていった。


    「さあ、あなたも──」


    　アンジェリーナが記者に退去を促うながそうとしたとき、戦車の陰から装甲上に、ひょいっと男が飛び乗った。顔の左半分をゴーグルで覆おおい隠し、右眼は鉄色をした若い男──アンジェリーナの勧告をよそに、記者が男を指さして言う。


    「あれは、ニコラス・ザ・ジャグラーですよね、スチームシーカーの！」


    　記者が発したその名前を聞いて、アンジェリーナが不快げに眉まゆを寄せる。ニコラスもこちらに気がついた。


    「へえ、今日きようはオフかい、ウンディーネ？」


    「ウンディーネではなくトライデント広報のアンジェリーナ・レンフィールド。そして今は仕事中よ、ニコラス・ザ・ジャグラー。せっかくの休日にあなたの顔を見たら、きっとひどい気分になっていたでしょうね」


    「あれあれ？　お前の後ろのドーナツ屋。何か見覚えがあるな……確か最近ひどい目にあって新聞記事になってたと思うんだが、誰に何をされたんだったか……」


    　とぼけ顔のニコラスを、アンジェリーナは冷え切った目で見上げる。


    「本当に不ふ愉ゆ快かいな男だわ、半人前ハーフ・ア・マン」


    「お前もなかなかのもんだよ、冷血女コールド・ブラツド」


    　二人のにらみ合いに、まだそこに残っていた雑誌記者がおろおろし始めたとき、どすん、という音が響いた。音の源は、ニコラスが踏みつけにしている多脚式歩行戦車キヤンサーポツド。内側から、大きな力で叩たたいたような音だ。


    「やべ」


    　ニコラスは銃じゆうによく似たクラフトを左手で取り出し、頭上のガス灯に向けて発射した。ロープが結わえられた碇いかり型の錘おもりが飛び出して、ガス灯に絡みつく。クラフトのウインチがロープを巻き取って、ニコラスの体を上へと運んでいった。


    　ニコラスの足が戦車の装甲から離れた瞬間、戦車のハッチが弾け飛び、くるくると回転して道路に落ちる。戦車からのそりと、奇妙な見た目の生き物が這はいだした。


    　一見したところの印象は、異様に毛深い男。しかしよく見れば茶色い体毛は半はん裸ら体たいのほぼすべてを覆おおっており、口からのぞく牙きばは鋭するどく尖とがっている。両肩には、イヌ科の動物によく似た生物の頭部が生えていた。装飾ではない証しよう拠こにきょろきょろと周囲を見回し、黒い鼻をひくひくさせている。見た目からするに犬種は右肩がシェパードで、左肩がグレートデンに見える。


    「あの姿は……？」


    「キ、キメラタトゥーですね」アンジェリーナの背後に隠れながら、記者が説明。「体にクリーチャーを植え付ける人体改造術です。ＮＹニユーヨークでは流は行やってるそうで」


    　犬を両肩に生やした男は、毛深い顔に埋うもれた瞳ひとみで頭上のニコラスを仰ぐ。


    「降りてこい、スチームシーカー！　仕事を邪魔しやがって！　八つ裂きにしてやる！」


    「余計な手間を増やすなよ、犬男ウエアドツグ。あんたの相棒の、ラッキー・ザ・スパイダーご自慢の多脚式歩行戦車キヤンサーポツドはオシャカだ。盗んだ宝石を持って逃げる手段はもうない。もうじき警察も追いつくさ」


    「黙れ！　逃げるのはお前の骨を嚙かみ砕いてからだ！　観念して降りてこい、警察の犬め！」


    「お前に言われると腹の立つ言い回しだな」


    　ニコラスはガス灯の上によじ登ってロープをほどき、左手を振って武器を取り替えた。小型拳けん銃じゆうを路上の男に向けて引き金を引く。


    　銃撃に、獣けものじみた速度で男が反応した。見た目どおり野や獣じゆうのようなうなり声をあげ、戦車から飛び降り、銃弾をかわす。ジグザグに走ることでニコラスに動きの予測をつけさせず、さらに路上に転がっていたハッチの装甲扉とびらを拾い上げて盾たてにした。飛んでくる銃弾を数発はじいてから、盾をブーメランのように投げつける。


    「うおっ!?」


    　飛んでくる装甲扉は、ギロチンのような切れ味でガス灯を切断した。足場を失ったニコラスが、あわてて飛び降りる。その着地点めがけて、三つの口が牙をむいて襲おそいかかった。


    　ニコラスの危機を目まの当たりにしても、アンジェリーナは動くつもりはなかった。あのいけ好かない男を助けるのは気が進まないということもあったし、今ここで能力を使えばウンディーネの正体がアンジェリーナ・レンフィールドだと記者にバレてしまうからだ（本気でそう思っている）。


    　それに何より、ニコラスには強力な仲間がいることを知っていた。


    「……！」


    　地響きを立てて突進してきた鎧よろいの巨人が、体当たりで犬男を弾き飛ばして相棒をかばう。ヘルメットには不気味な黄色い光を放つ独眼があり、それが犬男を見下ろしている。


    「《真鍮男ブラスマン》ザジ！　やっぱり来たのね！」記者が黄色い声をあげる。「わたし、彼のファンなんです！　あんなたくましいのに寡か黙もくなところとか素敵だと思いません？」


    　彼女がこの現場に残り続けていたのは、ジャーナリストとしての使命ではなくファン根性だったのではないかとアンジェリーナは疑った。ザジとニコラス、スチームシーカーのコンビ《バスカーズ》。ヒーローチーム、トライデントとはよく現場でぶつかることが多く──ときには物理的にぶつかることもある。


    　堂々と、真鍮男が正面から大おお股またに歩いて犬男に迫っていく。その装甲の厚さの前には、犬の牙きばも爪つめも役に立たないだろう。犬男は二つの犬頭とともに牙を剝むきだして、威い嚇かくするようにうなりながら後退していく。


    　そのとき、彼らの頭上の空に一条の赤い彗すい星せいが走った。ニコラスとザジ、それに犬男も同時に空を見上げる。


    　赤い炎が彼らの間に隕おちてきて、熱波を振りまく。炎の中から現れたのは、小柄な人影──オレンジバーミリオンの髪をなびかせて、炎をまとった少女が名乗りを上げた。


    「サラマンダー、参上！」


    　頭にはヘルメット。胴には防弾ベスト。手には武骨なガントレット。ブーツとバックパックには飛ひ翔しよう用の噴射機構。ザジの体を盾たてに熱波を防いだニコラスは、とても迷惑そうな顔。


    「……また面倒くさいのが来やがった」


    「む？　むむむ？」


    　サラマンダーは左右にいるバスカーズと犬男を交互に見交わした。二つの勢力に挟まれたこの状況について少し考える表情をしてから、結論が出た様子で両拳こぶしをぶつけ合わせる。


    　ファイティングポーズを構えて、両者に宣言。


    「よし、全員まとめてかかってこい！」


    「おい、ウンディーネ！　この馬ば鹿かなんとかしろ！」


    　だからウンディーネじゃないと……と、アンジェリーナがニコラスに訂正する間もなかった。


    　いきなり、犬男がサラマンダーに襲おそいかかった。彼の毛皮は高い耐火性を持っているらしく、炎を浴びても剛ごう毛もうは縮ちぢれることなく彼を守っている。


    　次に、ザジが犬男めがけて突とつ貫かんした。《真鍮男》の由来であるスチームアーマーは、捕まえさえすれば犬男をたやすくひねり潰つぶすだろう。


    　最後に、ザジに向かってサラマンダーが突っかかった。彼女の拳こぶしに秘められた爆発力は、ときにスチームアーマーの防御性能を凌りよう駕がする。


    　三つ巴どもえの乱闘から、命からがらニコラスが逃げ出してくる。一直線にアンジェリーナの元へ向かい、怒鳴った。


    「どうしてくれんだ、あれ！」


    「あなたたちが退ひきなさい！　ああなったあの子はもう止まらないから！」


    「ふざけんな！　こっちが唾つばつけてた獲え物ものだぞ！」


    「欲の皮つっぱらせてる場合!?」


    「こっちは商売なんだよ！　道楽でヒーローやってる金持ちとは違ってな！　金持ちは金持ちらしく、別荘で馬ば鹿かなボンボン集めてドラッグ・パーティでもやってりゃいいものを──」


    「もう一度言ってみなさい、この──」


    　ドーナツ屋『スケープ・ドーナツ』の扉とびらが開き、ベルがガラガラと鳴った。中から、サラマンダーとよく似た装備の銀髪の少女が出てくる。銀髪には一条すじの緑色の髪が混じり、背中のバックパックには機械仕掛けの翼。手には紙袋があり、そこからドーナツを取り出してくわえようとして──自分を見つめているニコラスとアンジェリーナの存在に気づく。


    「……あー、取り込み中だった？」


    「……シルフ」アンジェリーナがこめかみを神経質に震わせて、少女に尋ねる。「あなた、召集を受けたはずよね？　そして現場に到着して、いったい何をしているのかしら？」


    「一応、残ってる人間がいないか確認」


    「そのドーナツは？」


    「誰かがテイクアウトで買ったのを置いて逃げてったみたいでさ。このまま捨てられるんなら、もったいないし」


    「ねえシルフ、教えてくれないかしら。誰がドーナツを救出しろって言ったの？　ねえ、誰がそんなことを？　教えて？　教えなさいよ、ねえ？」


    「ちょっ、怖い、怖いってやめ、冷たっ！　冷たいってウンディーネ！」


    「ウンディーネじゃなくアンジェリーナよ！」


    　シルフの両腕を摑つかんで問いつめていたアンジェリーナだったが、そこへサラマンダー、ザジ、犬男の三人がひと塊かたまりとなって突っ込んできたときには、さすがに退かずにはいられなかった。ニコラスもとっくに逃げ出していて、シルフはまだこの修しゆ羅ら場ばにとどまっていた記者を抱えて翼をはためかせ、飛び上がる──ドーナツの袋はちゃっかり口にくわえていた。


    　転がり込んできた三人は火の粉を散らして殴り合う。サラマンダーが放った火球を犬男が毛皮で弾いた。火球は角度を変えてリニューアルしたばかりのドーナツ屋の窓ガラスを突き破り、店内へ飛び込んでいった。


    「あ」と、シルフとシルフに抱えられた記者が漏もらす。アンジェリーナは口をあんぐりと開けて、ニコラスもその後ろで「あーあ」といった顔をしている。ドーナツを揚げる油のせいか、飛び込んだ火種はあっという間に燃え広がり、瞬またたく間に店は炎に包まれていった。


    「ぜ、全力で消火！」


    　アンジェリーナが叫ぶ。黒服たちが右往左往する中で、ニコラスは異変に気がついた。


    　自分が破壊した多脚式歩行戦車キヤンサーポツド、ラッキー・ザ・スパイダーに動きがある。いつの間にか八本の脚がすべて外されて、戦車はただの装甲車に姿を変えている。


    「……まずい」


    　装甲車が動き出す。底面のタイヤを回転させて蒸気を吐き出し、予想以上の速度でこちらに突っ込んでくる。同時に、乱闘から離れて犬男が車道へ飛び出してきた。犬男は自分が破壊したハッチから装甲車に乗り込み、逃走に加わる。


    「ザジ！」とニコラスが相棒を呼ぶが、そのときザジは、サラマンダーの体を持ち上げて道路に叩たたきつけているところだった。取っ組み合いに夢中でニコラスの指示に返事もしない。どうやら、乱闘中に何発かいいのをもらって頭にきたらしい。


    　強烈な叩きつけバスターを食らってもサラマンダーはすぐに復帰して殴りかかり、それをザジが殴り返す。装甲車を止めるだけのパワーを持つ人間が、どちらも使いものにならない。


    　ニコラスがシルフのほうをちらりと見ると、自分に求められていることを察したのか、顔の前で手を振って「無理」というジェスチャーをした。言葉にしなかったのは、口がドーナツでふさがっていたからだ。


    　──このままじゃ逃げられる。


    　焦あせったニコラスが装甲車の行く手を見る……その先に、大柄な人影があった。


    「……スチームアーマーだと？」


    　その人物はザジと同じように、全身を機械の鎧よろいで覆おおっている。しかもその背せ丈たけは、ザジよりも大きい。梟ふくろうの顔を思わせるヘルメットはクチバシのように先端が尖とがっていて、背中には大きなポッドを背負い、両膝ひざからそれぞれ排はい気き筒とうが生えている。車道の真ん中に立ち、宝石強盗の行く手を遮さえぎるように立ちはだかっていた。


    　装甲車は進路を変えることなく突っ込んでいく──ひき殺すつもりだ、とニコラスが気づいた瞬間、人影が両腕を掲かかげた。大人の男の腰回りほどもある太い腕を振り下ろし、向かってくる装甲車のフロント部分に叩きつける。


    　装甲車の前部が沈み込み、後部が浮く。車はそのまま倒立して大きく跳ね、屋根から道路に落下した。派手なクラッシュに、周囲一帯が静まりかえる。


    　装甲車の縦回転を絶妙なタイミングで避よけて逃のがれていたスチームアーマーは、両膝から蒸気を吐き出し、装甲車に近づいていく──そこへ、ひしゃげたハッチから犬男が飛び出した。


    　犬男はこめかみから血を流しているものの、それ以外に怪け我がはない。背中に宝石の詰まった革袋を背負い、立ちはだかる鎧よろいの妨害者をにらみつけている。警戒している様子で腰を落とし、盗塁を狙ねらう走者のようにいつでも逃げ出せる体勢でいる。


    　両者がにらみ合ったのはほんの数秒のこと。いきなり、犬男が弾けるように左に跳んだ。獣けものの素早さを発揮して、ほとんど四つん這ばいの前傾姿勢で走っていく。


    　犬男の両肩の犬頭が、怯おびえた声で鳴いた。目の前で、スチームアーマーが犬男に平行して走っている。金属の塊かたまりであるスチームアーマーが犬男と同等以上の敏びん捷しようさで、それも犬男に負けず劣おとらずの獣じみた前傾姿勢で追いかけているのだ。ヘルメットにある丸く飛び出した二つの目は猛もう禽きんのそれによく似て、獲え物ものに照準を定めるかのように犬男を見つめている。


    　恐怖に駆かられた犬男が後ろに飛び退のいた。それを読んでいたかのように、スチームアーマーは獲物を追って前に跳躍──ネズミを狩る梟ふくろうさながらの獰どう猛もうさで犬男に飛びかかって両肩を摑つかみ、勢いのまま地面に叩たたきつけた。


    　宝石強盗が完全に制圧されたとき、止まっていた時間が動き出した。遠巻きに騒動を眺めていた野や次じ馬うまたちが歓声を上げ、どっと鎧の人物のもとへと押し寄せる。いつの間にか、アンジェリーナに同行していた記者も手帳を片手に群衆の中に混じっていた。


    　バスカーズとトライデントは、予想外の第三者の登場を意外な思いで見つめていた。


    「……誰、あれ」


    　彼らの疑問に答えられる者はその場にはなく。


    　焼け落ちていくドーナツ屋の屋根からトライデントの信号灯シグナルライトが崩れ落ち、黒こく煙えんの向こうからサイレンの音が響いてきていた。


    



    
      ◆

    


    



    　レネゲイドタワー最上階の一室。そこに集まったのは三人の少女ミスティック──トライデントと、特徴的なアフロヘアの女刑事デイナ・ヘンナガン。ビザーバーグ警察特殊蒸気犯罪課に所属するヘンナガン捜査官がここにいるのは、トライデントと警察の間を取り持つためだ。


    　四人は高級感漂ただよう紫し檀たんの大テーブルを囲んで座り、デイナは微苦笑としかいいようのない表情で三人のミスティックを眺めていた。サラマンダーとシルフ──コスチュームではなく私服姿のアシュリー・バーネットとエレンディラ・サンチェスの二人は居心地悪そうに。ウンディーネことアンジェリーナ・レンフィールドは冷たい無表情で。


    「さて。まずは反省会よ、二人とも。言うまでもなく、昨日きのうのね」


    　アシュリーはいたたまれない様子で、エレンディラは面倒くさそうに顔をそむける。


    「スケープ・ドーナツが再び全焼、再びレプチューン社が補ほ償しよう。ただ、信号灯シグナルライトの設置は断ことわられたわ。『縁起でもない』だそうよ」


    「……ごめんなさい」


    　アシュリーが小さくなって謝り、アンジェリーナはため息をついた。


    「……遺い憾かんではあるけれど、仕方ないわね。昨日きのうはわたしが取材で、あなたのサポートができなかったこともあるから、わたしにも責任はある」


    「確かにそーゆートコあるよね」


    　エレンディラが他ひ人と事ごとのように言ったせいで、アンジェリーナの周囲が一気に冷え込む。せっかくの高級机が霜しもに覆おおわれて痛んでしまう前に、デイナが割って入って話題を変えた。


    「えーっと、反省会は以上かな！　それじゃ、明日あしたの警護のことで話したいんだけど──」


    「ちょっと待って。まだこいつのことを話してない！」


    　アシュリーが机にバンと手を突いた。手の下にはビザーバーグ・ガゼットの新聞記事──【宝石強盗を劇的解決！　謎なぞのスチームアーマーの正体は!?】


    「犬の奴やつを捕まえた鎧よろいの奴。あいつが良い奴か悪い奴なのか、調べないといけないと思う」


    「事故の処理をしている間に見失ってしまったのよね。警察が来る前に名乗らず立ち去ってしまったみたいだし、正体は不明のまま……今は調査部が調べているところだから、わかれば教えてあげるわ、アシュリー。それでいいかしら？」


    　今度のクリスマスに買ってあげるから、と玩おも具ちやのお預けを食らった子供のような顔で、アシュリーは渋々うなずいた。アンジェリーナは会議を進行させる。


    「ではデイナ。明日のことを話したいならどうぞ。確か、新市庁舎の落成式警護の件よね？」


    「いや、実は……その鎧の奴ってのが、明日の落成式に出席するらしいって話なんだけど」


    　デイナの言葉に三人は驚いてみせた。中でもアシュリーが身を乗り出して「ホントにっ!?」と食いついてくる。ザジもそうだが、ああいう殴り甲斐のある敵には興味津々らしい。


    「明日の落成式じゃあ市長のスピーチが予定されてるんだけど……あの鎧って、市長がどこかの工房に言って作らせたものらしいんだよ。それで、明日の落成式のスピーチでついでにお披ひ露ろ目めって話」


    　市長、と聞いてアンジェリーナの表情が曇くもる。


    「……なぜ、市長がスチームアーマーを？」


    「さあ？　それも明日の式典でわかるんじゃない？　とにかく、明日は頼むよ？　警察ウチとの合同だから、遅刻も欠席も勘かん弁べんね。……エリー、聞いてる？」


    　はいはい、とエレンディラが適当な返事。チームいちの欠席遅刻の常習犯だから、まったく信頼がない。


    　まだ思案顔をしていたアンジェリーナがおもむろに異論を挟む。


    「警察からも人手を出すのにトライデント全員なんて……すこし大げさでは？」


    「かもしれないけど、アルラウネの件もあるからさ」


    　デイナが言っているのは、トライデントによって捕えられた怪人アルラウネの脱走騒ぎのことだ。独どく房ぼうから逃げ出したミスティック、アルラウネの行方ゆくえは今でも摑つかめていない。


    「脱走騒ぎのときに、看守の中から怪け我が人と死人まで出てる。そんな危険人物が野放しになっている以上、警備はイヤでも厳重になるよ」


    　なにげなく言ったデイナの言葉に、エレンディラが反応した。


    「……ねえ、デイナ。アルラウネの脱だつ獄ごくには、ブロンジィが関わってたんだよね？」


    「目撃者の話によると、そうみたい」


    「拘こう置ち所しよの警備も看守も、ブロンジィ一人にやられたの？」


    「いや。ブロンジィは仲間を大勢連れてきてた。ギャングのお友達を一ダースほどね。目撃者の証言じゃギャングは全員がシルクハットをかぶった男女で、顔に変わったメイクをしてたってこと。確か似顔絵が……あったあった」


    　デイナが紙ファイルから資料を取り出して示す。その顔に描えがかれた模様は、あきらかに東洋のものだ。ひと目見てアンジェリーナが言う。


    「孫悟空スン・ウーコンのメイクですね。京劇チヤイニーズオペラの」


    「京劇はよく知らないけど、そうみたいね。こいつらの素性はドラゴ・ストリートのギャング《カッシルダ》のメンバーらしい。ちょっと前から姿を消してたんで、何か企たくらんでるんじゃないかとマークだけはされてた連中」


    　デイナの説明に、エレンディラは唇くちびるを尖とがらせた。なんだか納得がいかない様子で、


    「余よ所そのギャングを引き入れてたってのが引っかかるんだよなー。チャイニーズ・ギャングはとっくに解散してるっつったって、ほかのギャング勢力に浸透するだけの時間があったとは思えないし……」


    「エリー」


    　アンジェリーナが、真ま面じ目めな顔でエレンディラを見つめた。


    「な、なに？」


    「アルラウネの件は、彼女を捕らえたトライデントとしても解決すべき課題よ。意見があるなら遠慮なく言ってみて」


    　デイナもまた、手帳を取り出して言う。


    「捜査はまったく進展してないからね。どんな情報でも警ウ察チは歓迎だよ」


    「……そんな確信があるわけじゃないんだけどさ」


    　前置きをしつつも、エレンディラはためらいがちに述べる。


    「アルラウネを逃がした事件にブロンジィが関わってるのは間違いない。でもあいつは脱走の首しゆ謀ぼう者しやじゃないと思う。ギャングのこともそうだし、看守から死人が出てるのもあいつらしくない。無駄な殺しを嫌う奴やつだし。自己中ワンマン野や郎ろうのあいつがリーダーだったら、部下の勝手を許したりしない」


    　はっきりと言い切れるのは、彼女も元ギャングだからだ。当時から、チャイニーズ・ギャングのブロンジィのことはよく知っていたという。縄なわ張ばりを競せり合う敵同士として。


    「つまり、首しゆ謀ぼう者しやはブロンジィのほかにいた、と」


    「エリーが言うんなら間違いないと思う。わたしたちの中で、一番ギャングに詳しいし」


    　アシュリーが言った。ブリーフィングでは特に考えなしのアシュリーだが、考えてないなりに言うべきことはわきまえていた。エレンディラは、隣でうんうんとうなずいている。


    「それに一番オッパイが大きくて可愛いしね」


    　戯ざれ言ごとは無視してアンジェリーナは首をひねった。


    「でもブロンジィじゃないなら、アルラウネを逃がそうとしたのはいったい──」


    「こいつじゃないの？」と、アシュリーが広げたファイルから別の似顔絵を拾い上げる。


    　パイプが絡からまり合ったような奇妙な形状のヘルメットと、そこから覗のぞく二つの目。シルフは怪け訝げんな顔でそれを見た。


    「誰よこれ」


    「そいつも襲しゆう撃げき犯はんの一人だね」


    　デイナが手帳を繰り、答えた。


    「怪人、正体不明アンノウン。ボスも、こんな奴やつは見たことがないって言ってたな。怪人ってのは知名度と厄やつ介かいさがたいてい比例するから、こいつよりもブロンジィのほうが捜査じゃ注目されてたんだけど……」


    「案外、大物ルーキーだったりして」


    　ニヤニヤとエレンディラが言った。警察の捜査が難航したり当てが外れたりしているのを見るのは、元ギャングの彼女にとって愉快なことらしい。


    「こいつがブロンジィとほかのギャングを仲介したのかもね。それか、ヘルメットの下は実は大物ギャングとかだったり。個人的にはジェラール・フィリップ似のハンサムだといーな」


    「ハンサムかどうかはともかく、ギャングとの仲立ちはありそうな話です」


    　ウンディーネが仲間の意見を後押しした。彼女とほか一名の同意は、トライデントにおいてチーム全体の見解になる。


    「自己主張の強いブロンジィがリーダーの地位を譲ゆずるというのは、今までの彼なら考えられないことですが……わたしたちに敗れたことで考えを改めたのかもしれません」


    「なるほどね。あんたたちの意見は捜査班に伝えとくよ」


    　デイナはメモをとって手帳をしまい込み、三人の少女を見回した。


    「で、話を明日あしたの警護の件に戻したいんだけど──」


    　アンジェリーナが挙手。デイナに目線で促うながされて、尋ねる。


    「わたしたちを警護に推おしたのはあなたですか、デイナ？　それとも市長？」


    「市長。わたしにそこまでの権限はないって」


    「……そうですか」


    　なぜか残念そうにアンジェリーがつぶやいた。アシュリーが不思議そうに尋ねる。


    「どしたの？」


    「なんでもないわ。とりあえず、あのスチームアーマーが誰の差し金かわかっただけでも、よしとしましょう」


    　そう言ってアンジェリーナは、冷たい笑みを浮かべる。


    「どこかの誰かさんは、今頃必死で調べまわっていることでしょうし」


    



    
      ◆

    


    



    　スチームシーカーといえば保ほ釈しやく保証業者に雇われる賞金稼ぎバウンテイハンターやボディガードで身を立てているような、腕っ節ぷしと武器の使い回しに自信のある武闘派ばかりが話題に上がりがちだが、実際のところスチームシーカーには様々な種類がある。


    　昨日きのうニコラスが追ったラッキー・ザ・スパイダーのような、自作の蒸気車両を使った運び屋ポーター。


    　自作の洗浄機械や屍し銀ぎんコーティング技術を用いる掃除代行業者クリーナー。


    　愛好家のためクリーチャーの捕ほ獲かくと販売、それに駆く除じよも引き受けているクリーチャー・ハンター。


    　ほかにも工房街の路上に看板をぶら下げて立ち、独創的な商売とサービスを実じつ践せんすることでニッチな需要に応こたえ、利益を得ようとしている者もいる。


    　うっかりなくしてしまった鍵かぎを特殊な磁力線発生装置で探してくれる業者や（砂さ鉄てつまみれであまり近づきたくない風ふう貌ぼう）、ペットの体毛を全自動で短くしてくれるクラフトのトリミングサービスなど（金属部の赤あか錆さびが不気味）。


    　ビザーバーグの工房街サングドンを歩くニコラスが捜しているのはそのいずれでもなくて、一いち瞥べつすらなく彼らの前を素通りしていく。


    　大通りを外れて小さな路地へ。そこからさらに小さく、陰気な路地裏へ。野の良らクリーチャーとホームレスしかいないこの場所で、ニコラスは目当ての人物を見つけ出した。


    「エイヴァリー。景気はどうだ」


    　奥まった路地裏の突き当たり。工房街のどん底のような場所で、ゴミとスクラップの玉座に腰かけた中年のホームレスがいる。エイヴァリーと呼ばれた彼は、落ちくぼんだ目をうっすら見開いた。彫りの深い顔がドラム缶のたき火で照らし出されている。


    　着古して垢あかまみれ、つぎはぎだらけのみすぼらしいミリタリー風デニムジャケットを羽織り、頭にはあちこちほつれた毛皮のパイロットキャップをかぶっている。キャップの頂きには、オウム型の機械人形がとまっていた。


    　エイヴァリーがボソボソと何かをつぶやく。その言葉は彼のひび割れた唇くちびるから外に出ることはなかったが、彼には声を代弁してくれる通訳がいた。


    「うん？　景気かい？　上々さ、奇術師ジヤグラー」頭の上の機械オウムがキリキリとクチバシを開き、キンキン声で言った。「人の秘密を知りたがるのぞき屋はどこにでも多いからな、うん。仕事には困らん。儲もうかって笑いが止まらんよ」


    　もしも関係のない人間がこの台詞せりふを聞いていたら、みじめなホームレスがホラを吹いていると笑ったことだろう。陰気な路地裏がエイヴァリーにとってのオフィスであり、汚きたならしい服装が彼の正装であると知らない人間なら。あるいは、エイヴァリーがマイアミにプール付きの別荘を持っていると知らないなら。


    「頼みがある」


    「お前ものぞき屋だな、うん。知りたいのはなんだ？」


    「昨日きのう、ダウンタウンで起きた宝石強盗事件。あの犯人を捕まえた人間の身元が知りたい」


    「うん？　あのスチームアーマーの中身か？　うんうん、そういう話はみんな知りたがる。あんたの相棒の正体とか」


    　ニコラスが黙ったままエイヴァリーを見つめると、ホームレスは困ったように目をしばたたかせた。唇くちびるをすぼませて、甲かん高だかい口笛を一つ鳴らす。それから、またボソボソつぶやいて、オウムが代弁を始めた。


    「そういう依頼がときどき来るってだけだ、うん。約束どおり、あんたたちのまわりに《鳥》は近づけさせないようにしている。お前さんには借りがあるし、うん」


    「それより、昨日のお節介な鎧よろいのことだ。急ぎじゃないが、できるだけ早く調べてくれ」


    「うん、成果はすでに出た」


    　そう言うエイヴァリーが差し出した指に、路地裏の狭い空から舞い降りた小鳥がとまる。小鳥は頭上のオウムと同じ、真しん鍮ちゆうと屍し銀ぎんで作られたゼンマイ仕掛けの人形だった。キリキリと歯は車ぐるまが鳴って、胸から細いテープが吐き出される。エイヴァリーはテープの表面のパンチ穴を見てぶつぶつとつぶやく。オウムが代弁した。


    「……うん、お前の知り合いの工房だ。そこに行け」


    　小鳥がテープをくわえて飛び、ニコラスの元に持ってくる。ニコラスが代わりに用意していたドル札を金属製のクチバシにくわえさせると、小鳥は飛び立って主あるじのもとに報ほう酬しゆうを持ち帰る。ニコラスはそれを確認もせず背を向けて、その場を後にした。


    　鳥籠エイヴアリーというのが本名なのか通り名なのかは知らないが、そう呼ばれるあの中年男の正体はホームレスではなく情報屋。クラフト人形を使って仲間と交信し、集めた情報を売るスチームシーカーの一種だ。


    　人に知られたくない秘密を抱えるバスカーズにとっては天敵とも言える仕事人だが、二人が活動を始めたばかりの頃、偶然エイヴァリーの命を救ってやったことがあり、以来彼はバスカーズに対して不ふ可か侵しんを守りつつ、情報屋として協力してくれている。


    　エイヴァリーから与えられたテープを手に、ニコラスはそこから読み取った住所へ向かった。工房街にいくらでもある工房のひとつ。ニコラスも何度か足を運んだことのある場所。


    　扉とびらを開けて工房に一歩足を踏み入れた途端、工房特有の金属と油のにおいが鼻をつく。それに、ベーコンの脂やケチャップのにおいも。作業機械に混じって囓かじりかけのトーストが置かれた皿やジャム瓶びんなどもあり、生活空間と作業場がごちゃ混ぜになっている。


    「ニコラス！」


    　来客の到来に最初に気がついたのは、一人で作業中のヒラリーだった。赤と紫の髪を持つミスティックで、英国から来たご令嬢。何を血迷ったのか英国には帰らず、今はこの街で見習い技師をして働いている。今も手や頰ほおに油汚れをつけていた。


    「どうしたの？　何かご用？　クラフトのメンテナンスかしら？　それともわたしに会いに来たの？　わたしに会えてうれしい？　ねえうれしい？」


    「あれ、ニコラス？　久しぶり」


    　壁で仕切られた奥から、モーガンが出てくる。この工房の技師で、ニコラスとは馴な染じみのぼんやりした顔の青年。奥で作業をしていたわけではないようで、その手は少しも汚れていない。


    「ああ、実はちょっと尋ねたいことがあって」


    　言いながら、ニコラスは奥の部屋を気にする。エイヴァリーがここに行けと言ったからには、この場所に情報の手がかりがあるはずなのだ。どうせならこの工房の職人全員から一度に話を聞きたいところだが、まだ二人足りない。


    「親方は？　それにあいつもいないな。クソガキの──」


    　奥の部屋から小さな影が飛び出して、助走をつけて飛びかかってきた。腹に頭をぶつけられてニコラスの息が止まる。彼が九歳という年齢にふさわしい体格でなければ、ニコラスは後ろに転んで床ゆかの工具箱に頭をぶつけてくたばっていたかもしれない。


    「久しぶりじゃん、ニコラス！　俺おれが作ったクラフトどうだった！　最強だろ!?　あれで何人の怪人フリークスを殺したか教えろよ！」


    「……まずお前をぶち殺したいよ、ダニー」


    　軽く咳せき込みつつニコラスが言う。ダニエルはヒラリーと同じこの工房の見習いで、一いち人にん前まえの職人であるモーガンの後輩、弟分にあたる。年上や先輩に対する敬意が薄いという愚ぐ痴ちを、モーガンはよくニコラスにこぼしていた。


    「おい、ダニエル。ニコラスはうちのお得意客だぞ。体当たりはやめろ」


    　モーガンがたしなめるが、ダニエルはちっともこたえていない様子で、


    「ニコラスがトロいのが悪いんじゃんか。スチームシーカーならそれくらい避よけろよ」


    「お前はスチームシーカーに幻想を抱いだきすぎだ。実際なったらがっかりするぞ」


    　ニコラスの忠告に、ダニエルはいーっと歯を剝むいてみせる。


    「俺はなるもんね！　ニコラスより強くて、ニコラスより稼かせぐスチームシーカーに！」


    　やれやれ、とニコラスとモーガンは肩をすくめ、ヒラリーは「そんなのなれっこないわ」と憤ふん慨がいしている。ダニエルがスチームシーカーに憧あこがれているのは周知のことで、今さらとやかく言うことではない。ニコラスは自分がここへ来た目的を全まつとうすることにした。


    「なあ、モーガン。ところで──」


    「そうだニコラス、聞いて！」ダニエルが子供の甲かん高だかい声で割り込んだ。「俺おれの父さんが──」


    「悪いけど後にしてくれ。モーガン、親方はどこにいる？」


    「俺の父さんと話してるよ！」


    　ダニエルがまた割り込む。ニコラスが確認の意味を込めてモーガンを見ると、「そうなんだ」とうなずいた。ヒラリーが横から説明する。


    「ダニエルのお父様、フィラデルフィアで技師をやってたんだけど、こっちに移ってきたんですって。それでダニエルを預かってる親方に、お礼を言いにきたのよ」


    　その間に、ダニエルはロッカーからスクラップファイルを取り出していた。ニコラスは、それを前にも見せられたことがある。バスカーズやトライデントの活躍を報じる新聞記事を切り抜いて集めているのだ。ヒーローに憧あこがれる少年は、最新のページの記事を見せつけた。


    【宝石強盗の犯人を逮捕！　謎なぞのスチームアーマー!?】──そんな見出しの記事。


    「ほら、すごいだろ!?　これ俺の父さんなんだ！」


    「……今、ここに来てるのか？」


    　ニコラスは鉄色の瞳ひとみをすうっと細めて、記事から工房の奥へと視線を移す。あの鎧よろいの中身が知りたかったのは確かだが、知人の父親だったとは想定外だったし、まさか本人がこの場にいるなんて考えてもみなかった。もしそうだと知っていたなら外で待ち伏せして尾行していたのにエイヴァリーめ、とニコラスは内心毒づく。


    「出直したほうがいいかな」


    「いいえ、もうすぐ終わると思うわ、ここにいなさいよ。もっとお話ししましょう？」


    　帰ろうとするニコラスを、ヒラリーが引き留める。ダニエルも「俺、怪人フリークスを殺した話が聞きたい！」などと言ってしがみついてくるし、保護者のモーガンは止めもしないで見守るだけ。


    　もうすぐ終わる、とヒラリーが言ったのは事実だった。工房奥の事務所を仕切る扉とびらが開き、親方との話し声が聞こえてくる。どうやら客人はこれから帰るところらしい。ニコラスは邪魔なヒラリーとダニエルを押しやり、これから出てくる相手を待ち構えた。


    　昨日きのう出くわした、梟ふくろうを思わせるスチームアーマーの着用者──人間離れした腕力と機動力による戦闘力もさることながら、犬男を追い詰める手て際ぎわには冷酷な野生動物を思わせるものがあった。あの獰どう猛もうな判断力を思い出すと、ニコラスの体に緊張が走る。そんな相手から情報を引き出すのに重要なこと──まずは、主導権を握ることだ。


    　扉の隙すき間まから革靴のつま先がのぞいた瞬間、ニコラスは先手を打って行動に出た。つかつかと詰めより、相手がこちらの姿を確認する前に声をかける。できるだけ、威い圧あつ的てきに。


    「初めまして。バスカーズのニコラス・ハルトゼーカーだ。あんたは昨日、俺たちの獲え物ものを横から……かっさらって……」


    　対面した相手はパチパチと目をしばたたかせた。メガネの向こうには、大型の草食動物のような穏やかで優しそうな瞳ひとみがあり、それは驚きで大きく見開かれている。


    　相手を驚かせようというニコラスの先制攻撃は、計画どおり成功した。自分も同じくらい驚くことになるのは計画にはなかったが。


    　メガネ、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい、特徴のない地味な格好、そして、ダニエルそっくりの癖くせ毛げ。ごく普通の──どちらかと言うと、普通よりも少し劣おとるくらい威い厳げんのない姿。下へ手たをすればダニエルのほうが強そうに見えるくらいで、武闘派の大男か一癖ある裏うら稼か業ぎよう風の男を想像していたニコラスは振り上げた拳こぶしの下おろしどころを失い、言葉も失った。


    　一応、男の後ろものぞき込んでみるが、ほかに誰か出てくる様子はない。つまり、彼がダニエルの父親で、鎧よろいの装着者。男は、おずおずとニコラスの名乗りに答える。


    「……私は……エイブラム・エレホールドです」


    「……ども」


    　気まずい雰囲気の中、お互い会え釈しやくを交わす。ニコラスがこの空気をどうにかする方法を考えていると、エイブラムは会釈に重ねてさらに頭を下げてきた。


    「どうもすみません」


    「はい？」


    「昨日きのう、私が何かご迷惑をおかけしたようで」


    「は？　い、いやそれは──」


    「私などは街のことをよく知らない新しん参ざん者ものですので」


    「いや、だから」


    　警戒していた相手が思わぬ面倒くささを発揮してニコラスがたじたじになったとき、横からダニエルが甲かん高だかい声で割って入る。


    「もう、父さん！　父さんが謝ることないじゃん！　ニコラスはスチームシーカーだから、父さんが宝石強盗を捕まえたことに嫉しつ妬としてるだけだよ！」


    　癎かんに障さわる言い方だが、あながち間違いではない。


    「しかし、ダニエル。私は新参者だし……」


    「新参とか関係ないだろ！　ここはアメリカなんだから、実力がある方が偉いに決まってる！」


    「実力と言っても……あれは私の実力ではなく鎧の力だからなぁ」


    　エイブラムの謙けん遜そんにダニエルがじれったさで地じ団だん駄だを踏み、ヒラリーはおろおろとしている。モーガンは面白そうに見物を決め込んでいて、ニコラスは渾こん身しんの空振りから回復しつつあった。


    「……あー、ミスター・エレホールド。昨日の宝石強盗を捕まえたところからして、あなたもスチームシーカーということで間違いないのかな？」


    「スチームシーカー？　私はそのつもりはなかったんだが……そうなるのか？」


    「なるよっ！」とダニエルが嚙かみつくように言うが、ニコラスはそれを無視。


    「あれだけのスチームアーマーを維持するには相当の財力と技術力が必要だと見たけれど、工房はこっちに移したのかい？」


    　エイブラムは、この質問を聞くと草食動物の瞳ひとみを申し訳なさそうに伏せた。この何気ない仕草は彼のしょぼくれた外見と相まって、むしろこちらが申し訳なくなる効果を発揮している。


    「あの鎧よろいと工房については、私は答えることはできないんだ。そういう契約があるもので……期待に沿えず、申し訳ない」


    「何言ってんだよ、父さん！」またしても必要のない謝罪を繰り出した父親に、ダニエルが再び怒り出す。「父さんは宝石強盗を捕まえただろ！　それも、新聞の一面に載るくらい簡単に、格好良く！　なのに、そんなペコペコすんなよ！　堂々と胸を張ってスチームシーカーを名乗って、質問も断ことわればいいじゃんか！」


    「そうは言ってもダニエル……私は、スチームアーマーを着けて悪人退治なんてガラじゃあないじゃないか。そうだろう？」


    　この答えは、ダニエルを決定的に怒らせたらしい。怒りで顔を赤くしたダニエルは、ぷいっと横を向いて喋しやべらなくなる。エイブラムは困った様子で癖くせ毛げの頭を搔かき息子を見つめていたが、やがてあきらめたようにニコラスのほうを振り返った。


    「……じゃあ、私はこれで。どうもお邪魔しました」

  


  [image: ]


  
    　エイブラムは工房を立ち去ったが、その前にニコラスだけでなく、ヒラリーやモーガンにも丁てい寧ねいな辞去の挨あい拶さつを述べていった。


    　しょぼくれた中年の後ろ姿を見送るニコラスは当惑していた。ひいき目に見ても、エイブラムは荒あら事ごとを得意とするタイプではない。あの梟ふくろうの鎧よろいを装着していた人間と彼が同一人物とは、ニコラスにはとても思えなかった。


    　ニコラスが疑問を覚える一方、ダニエルは父親の頼りなさにまだ怒っている。


    「誰にだってあんな調子なんだから、嫌になるよ」


    「でも、あなたと一緒に暮らすためにフィラデルフィアを離れてきたんでしょう？　いいお父様じゃない」


    　ヒラリーが慰なぐさめるが、ダニエルはむくれたまま。ニコラスは気になって尋ねた。


    「お前の親父さん、今まではなんでお前とは離れて暮らしてたんだ？　母親は？」


    「母親の病気の治療のためだよ」


    　ダニエルではなくモーガンが答える。ヒラリーがきつい目でにらむが、彼は気づかず続けた。


    「フィラデルフィアはクリーチャー公害が多くて子供を育てるには向かない場所だけど、高濃度ミアズマ帯で効果を発揮するオルゴン療法の施設がある。その治療費で借金がかさんで、あの親父さんはフィラデルフィアから離れられなくなったんだ。その母親もちょっと前に──」


    　デリカシーのないことを言いかけたモーガンの脛すねを、ヒラリーが蹴ける。モーガンの説明した内容はニコラスも気になっていたことではあったが、それは今日きようここに来た理由ではない。


    　何気ない風を装よそおって、ニコラスは尋ねる。


    「ダニエルは聞いてないのか、父親がどういう仕事をしてるのか」


    「知らないよ。でも、悪人を捕まえたってことはスチームシーカーでしょ？」


    「スチームシーカーにもいろいろある。悪人を追いかけないスチームシーカーもいるし、悪人を捕まえたからってスチームシーカーとは限らない。トライデントみたいに」


    「なら、わかるもんか」


    　ヘソを曲げさせてしまったらしい。これ以上は情報を引き出せなさそうだ。


    　エイブラム・エレホールドがやっていることは基本的にバスカーズやトライデントと同じ。彼が活動をこれからも続けていくつもりなら、また現場で鉢はち合わせすることもあるだろう。そのとき対応を間違えないように情報を集めておきたかったのだが──こうなったら多少高くつくが、エイヴァリーに詳細な調査を依頼すべきかもしれない。


    　そのとき、開け放されたままのダニエルのロッカーにきらりと光るものがあることに気がついた。くすんだ銀色をした、ペンダントのようなもの。


    　ふと振り返ったダニエルが、ニコラスの視線の先に自分のロッカーがあることに気づき、「あ」とつぶやいて扉とびらを閉めた。耳が赤い。


    「今の、ダニエルからお父様へのプレゼントなのよ」


    　ヒラリーがニコラスに耳打ちする。内緒話のつもりらしいが、この距離ならダニエルにも聞こえているだろう。


    「屍し銀ぎんでできたペンダントなの。ミアズマの多いフィラデルフィアで働くお父様のために作ったんだけど、ビザーバーグにいらっしゃることになったから、渡しそびれてるんですって」


    「余計なこと言うなよ」


    　ダニエルは顔を赤くして言う。モーガンはニヤニヤ笑い、


    「渡せばいいじゃない。父親にとって息子からの贈り物に実用性は二の次でしょ。ハートだよ、ハート」


    「うるさい！　ほっとけよモーガン！」


    　それを隣で聞いていたニコラスは──突然、目め眩まいのような感覚に襲おそわれた。作業台に手をつく。目眩は奇妙な虚きよ無む感を伴ともなっていて、まるで胸の内側がごっそり抜け落ちてしまったような感覚だった。思わずニコラスは服の上から胸に手をやり──血の気が引いた。


    「どうしたの、ニコラス。顔色が悪いわよ？」


    　ヒラリーが尋ねてくる。ニコラスはなんとか冷静さを取り繕つくろった。


    「そうか？　最近、仕事が忙いそがしくて眠れてないせいかも」


    　何とかそう言って、ニコラスは工房の出口へと向かう。振り返りもせずに言った。


    「また来るよ。親方によろしく」


    　返事もあいさつも待たずにニコラスは通りに出た。目眩はもうおさまっている。工房と工房の間の狭い路地に入り込み、どこにもエイヴァリーの《鳥》がいないことを確認してから、シャツの間に手を入れて胸に触れた。ひんやりとした金属の感触──機械の半身は変わらずそこにある。いつもどおり、チクタクという歯は車ぐるまの刻みが感じられた。


    「……気のせい、か」


    　ニコラスはつぶやいたが、それが気休めでしかないことはわかっている。工房で目眩を覚えて胸に手を当てたたあの瞬間──ニコラスの機械の心臓は、確かに停止していた。


    



    
      ◆

    


    



    　暗くら闇やみの中にいた。


    　眠りの中にあるような感覚。実際、自分は眠っていたのだろう。


    　何も見えない。何も覚えていない。音が聞こえる。機械がうなる音。歯車がチクタク刻む音。


    「……シグナルは安定しています」


    　声が報告した。


    「成功だ」


    　しわがれた声がつぶやいた。さらにつぶやく。


    「彼の体は良くなった。さらに良くモアベター」


    「さらに良くモアベター」


    　いくつもの声が唱和した。だから、自分の周りには何人もの人間がいるらしいとわかった。


    「最初は心臓と左腕。次は消化器と下半身。いずれ、脳のう髄ずいも置き換える。さらに良くモアベター」


    「さらに良くモアベター」


    　しわがれた声に、いくつもの声が続く。その中から、反論の声があがる。


    「しかし疑問です。彼にそんな価値がありますか。エスケープメントを与えるほどの価値が」


    　偉大なるものへの反論に、ほかの声たちがざわつく。しわがれた声が答える。


    「ある。これは遺い伝でん学がく上、生物が持つ避さけがたい衝しよう動どうなのだ」


    　しわがれた声が近づいてくる。声の主ぬしが、自分のすぐ目の前にいるのがわかる。


    　薄目を開けてみる。男の顔が見えた。男の右目は真しん鍮ちゆうの仮面で覆おおわれており、右肩からいくつもの機械腕が伸びている。その腕の先端には工具と、血をしたたらせるメスや鋸のこぎりがある。


    　男がしわがれた声でつぶやく。


    「さらに良くモアベター、いずれは完全パーフエクトに。この心臓ハートは、そしてエスケープメントは──私からの贈り物だ、息子よ」


    



    
      ◆

    


    



    　ニコラスは絶叫とともに目を覚ました。起き上がり、まわりを見回す。


    　そこがビザーバーグの工房街にある自宅のリビングだと気がついて、ニコラスはようやく落ち着いた。──ビザーバーグだ。ここは、あのキャンプ・チェスターフィールドじゃない。


    　どうやら夕食後にソファでうとうとしてしまったらしい。すぐ隣には、ザジの心配そうな顔があった。


    　無言で、ザジがニコラスの額ひたいをハンカチでぬぐう。変に気恥ずかしくなり、「自分でやるから」とハンカチを奪った。首筋をふいただけでハンカチがぐっしょりと重くなって、そのとき初めて自分が眠りながら大汗をかいていたことに気がついた。


    　なんとなく不安になって、ニコラスは胸に手を当てた。チクタクチクタク。歯は車ぐるまが嚙かみ合う振動が感じられる。作り物の心臓が動いていることを確認できて、ニコラスはホッとした。


    　首をかしげて、ザジが顔をのぞき込んでくる。


    「ニコ、何が、あったの？」


    「……昼間、ちょっと貧血を起こしかけた。それだけだ。たいしたことはない」


    　──たいしたことはない、と願いにも似た気持ちでつぶやいていた。昼間襲おそってきた目め眩まいは、おそらく機械心臓の異常だ。オラクルのオーバーテクノロジーで作られた金属製の心臓にはわからないことのほうが多く、異常が起きたとしてもニコラスにはどうしようもない。ただ、少しでも長く動いてくれることを祈るくらいだ。


    「ニコ、このまま、死ぬかと思った」


    「死なねえよ」


    　……どれだけうなされてたんだろう、と自分でも不安になりながら、テーブルの水差しからコップに水を注そそぎ、一息に飲み干す。そして、さっき見た夢のことを考えた。夢というにはあまりに生々しい感触。プロフェッサー・ザカリウスと呼ばれていた怪人フリークス。そして、彼が言っていた「息子」という言葉。……ニコラスの胸に疑念が浮かぶ。


    　本当に、あれはただの夢なのか？　それとも──。


    　ニコラスが物思いにふけっている間も、ザジはまだ不安そうな顔をしていた。比較的楽天的な性格の彼女がこんな顔をするのは珍しく、その原因であるニコラスは気まずさを覚える。


    　そのとき、居間のスタンド上の通信機がベルを鳴らした。当然、通信には無口なザジではなくニコラスが出ることになっていて、ニコラスはザジから逃のがれるように受話器をとった。


    「もしもしハロー……警部？　珍しいな、こんな時間に」


    　レイ・ヘンダーソン警部──短気と肥満によって高血圧を約束されたベテラン刑事。


    『頼んでいいか？　明日あしたの話なんだが』


    「用件次第だな。それに報ほう酬しゆうもだ。しばらくは休暇のつもりでね。旅行の予定をキャンセルしなきゃならないし……」


    　そんな予定はないが、ふっかけるつもりで言った。ザジがお気に入りの絵はがきを見せてくる。そこに書かれているアルファベットに目を走らせて、


    「えーと、そう。パリだ。パリに行く予定で……なんて読むんだ？　コーズ……いや、カールズ・ラ・レイン？」


    『女王通りクール・ラ・レーヌのことか？　フランス語は苦手らしいな。そんなことより明日のことだ。市庁舎が移転することは知ってるな？』


    「そういえば工事やってたっけ。それが何か？　ペンキ塗りを手伝わされるのはごめんだぜ」


    『もう工事は終わっとる。明日が落成式だ。市長がスピーチをすることになってるんだが、その警護の件で少しな……』


    「ああ、それなら問題ない。バスカーズにお任せを」


    　なら頼む、とは警部は言わなかった。無言だ。難しい顔で口を曲げる警部の顔が想像できる。


    「……まだ話してないことがあるなら、早めに聞いておきたいんだけど」


    『警護にはお前たちのほかに、トライデントが……待て待て、切るな。おかしいのはそこなんだ』


    　ニコラスは渋々、無線機のスイッチに伸ばした手を引っ込めた。警部は声のトーンを落として話を続ける。


    『いいか、トライデントを警護につけるのは以前からの市長の要請だった。それがだ、市長は今日きようになっていきなり、お前たちも呼べと言い出した。ただの式典の警護にだぞ？』


    「市長に脅きよう迫はく状じようでも届いたのか？」


    『そんな話は聞いてない。個人的な感想で言えば、マイケル・ローフォード市長は脅迫されてもおかしくない人間だがな』


    　ニコラスは壁に背を預けて考える。ザジは聞き耳を立てるのにも飽あきてソファに寝転び、絵はがきのコレクションに見入っていた。


    「……何か裏がある、と？」


    『わかっていることを話しておくなら、例のスチームアーマーだ。覚えてるだろう、あのラッキー・ザ・スパイダーの戦車を一発でノしちまったあいつだ。あいつも出席するらしい。市長の計はからいでな』


    「……バックには市長がいたのか」


    　ニコラスは昼間に会った男の顔を思い浮かべていた。ダニエルの父親、あまり強そうには見えない技師のエイブラム・エレホールド。


    『ひょっとすると現場にいたお前たちに、スチームアーマーの性能を記者たちの前で評価させようって魂こん胆たんかもな。どっちにしろ、あの市長の機嫌をとるのはあまり気が進まん』


    「さっきから市長にはずいぶん辛から口くちだな」


    『当たり前だ！　あいつが気まぐれに首を突っ込んできたおかげで失敗した捜査が今までにどれだけあると思う？　市民の注目を浴びている事件があれば、必ず奴やつが絡からんでくる。引っかき回すだけ引っかき回して、あとは知らんぷりだ。奴は権力を握った目立ちたがり屋の悪党だ。わかるか？　あの野や郎ろうは街の寄生虫だ！』


    　よほど普段からの鬱うつ憤ぷんがたまっているようで、警部は市長の悪口となると止まらなかった。


    『俺おれが担当した誘ゆう拐かい事件のときなんざ最悪だった。マスコミに箝かん口こう令れいを敷いたってのに、あのバカ市長がラジオで犯人に呼びかけやがったせいで台なしになったんだ。警察には一切の相談なしに、自分が目立つパフォーマンスをやりたいがためだけにな！　おかげでこちらの計画はご破は算さん、なのにマスコミから捜査の停滞を指摘されると、警察の怠たい慢まんと腐ふ敗はいは深刻だとか抜かす。あのキザなだけが取り柄えの能なし市長が！　下水道のクリーチャーを引っ張り出して市長をやらせたほうがまだマシだ！』


    　警部は自分のキャリアの忌いまわしい汚お点てんをまくし立てて、フゥフゥと息を荒らげている。


    『……とにかく、そういうわけだ。やりたくないならそれでも構わん』


    「いや、やるさ。俺たちとしても、警部殿には出世してもらいたい」


    『そうか……なら、頼む』


    　ここでニコラスは口角をいやらしく持ち上げて、交渉用の顔になる。


    「で、報ほう酬しゆうの相談なんだが、少し高くつくぜ。何せ、本当だったら俺たちは明日あしたにはパリにいるはずなんだからな。ワインとディナーの予定もキャンセルは──」


    『ほう、ターブルドートを満喫するつもりだったか？　豪勢なオートキュイジーヌかな？　それともビストロでア・ラ・カルト？　アペリティフで酔っ払うなよ』


    「アペ……え、何？」


    『フロマージュはブリー・ド・モーと赤ワインのマリアージュをお楽しみください。お客様、ディジェスティフはいかがなさいます？』


    「…………」


    『くだらん駆かけ引きはいいから明日あした、来い。いけ好かない依頼なのは確かだ。報ほう酬しゆうはできるだけ掛け合ってやる。それに、フランス流のマナーの家庭教師をしてやってもいいぞ。レストランで恥をかかんようにな』


    　ガッハハハハと、あまりパリっぽくない豪快な笑い方とともに通信は途切れた。


    　ニコラスは受話器を気味悪げに見つめる。


    「……似合わない人間に教養は持たせるべきじゃないよな」


    　ソファでは、ザジがニコラスに代わって寝息を立てていた。その寝顔が安らかなことに、ニコラスはホッとする。彼女が悪夢に悩まされるようなことは、あまりないようだ。

  


  
    二章　スラッグフェスト・イン・フロント・オブ・ホール


    



    



    「大統領とロシア皇帝閣かつ下かがウィーンで会談ですって。キューバの政権転てん覆ぷく以来、ずっと物ぶつ騒そうですものね。ああ、平和って尊とうとくも困難なものよねぇ」


    　車道に面したカフェで、ブロンジィの対面の女は新聞を広げてそんな世間話を始めた。豊かな胸を挑ちよう発はつ的てきに突きだし、濃のう緑りよく色しよくの髪を大げさにかき上げる。スカートにもかかわらず足を際きわどいくらいに大きく上げて組み、腿ももをすりあわせる。


    　それらの仕草は妙に妖よう艶えんで、ブロンジィを苛いら立だたせた。店の男たちの視線が集まっていることを知りつつ、わざとやっているらしい。そういう女だということに、彼もようやく気づき始めていた。外から丸見えのこの席を選んだのも、気に入らないことの一つだ。


    「俺おれもお前もお尋ね者。つつましくしてろ、アルラウネ」


    「だから仮面はしてないし、緑のドレスも着てないわよぅ？　それに、こうして新聞で顔を隠してる。完かん璧ぺきでしょう？」


    　数日前に拘こう置ち所しよから脱走して以来、ずっとこんな調子だ。楽天的というか何というか──彼女を脱だつ獄ごくさせたブロンジィのほうが焦あせりを覚えるくらいだった。


    「だいたい、それを言うなら貴男あなたもそうじゃなくて？　そのメイク、目立つわよ？」


    「俺おれはいい。化粧を落として人混みに紛まぎれる。それで逃げられる。お前はそうはいかない」


    「警察なんて何の問題もないわ。肥こやしにしてやるだけよ」


    「トライデントなら？」


    　新聞がぐしゃっと握りつぶされた。口角と目め尻じりがつり上がり、すさまじい笑え顔がおになる。


    「喜んでお相手するわ……ええ、喜んでね」


    　どうやら、この女にトライデントの話題はタブーらしい。なんにせよ、彼女たちへの敵意はあるに越したことはない。これから、自分たちがやろうとしていることを考えるなら。


    「……ゴルディアスから予定の物が届いた」


    　テーブルの上に、鉄線が絡からまり合ったようなデザインのクラフトを一つ置く。大きさはコーヒーカップの中にすっぽり収まる程度。


    　それを見て、アルラウネの表情が緩む。新聞を放り出し、指先でクラフトを弾いてみる。


    「そう。これを街にばらまけばいいのね」


    「ばらまくのは違う。できるだけ高いところを選んで固定する。固定場所の地図もある」


    「わたしたちがやる仕事かしら。指名手配犯が街中をうろうろするなんて。目立たないほうがいいんでしょう？」


    「今日きようと明日あした、警察はピリピリする。でも俺たちを追ったりはしない。そんな余裕はない。ゴルディアスが言ってた。間違いない」


    　眉まゆを上げて、アルラウネは声に出さずに口を動かした──素敵オウサム。


    「これはゴルディアスの計画のために必要なこと。すでに動き出している」


    　赤い唇くちびるから真っ白な歯をこぼれさせて、アルラウネが微笑ほほえむ。


    「いいわ。地味な仕事は大嫌いだけど……従ってあげる。貴男あなたたちには借りがあるし」


    　アルラウネはぐうっと背をのけぞらせ、勢いをつけて立ち上がる。男たちの注目を煽あおるように、スカートをはためかせて。


    「始めましょうか。わたしたちの密ひそやかな侵しん略りやく行為を」


    



    
      ◆

    


    



    　落成式は、完成したばかりの新市庁舎の広場で行おこなわれた。


    　早くもマスコミの取材陣が押しかけて群れを為なしているだけでなく、普通の一般市民もいる。先日、電撃的なデビューを果たしたスチームシーカーのお披ひ露ろ目めがあるという情報はすでに広まっているようで、それを期待してやってきた人間が多いようだ。


    　ヘンダーソン警部は警備の状況について制服警官に指示を出していたが、こちらにやってくる二人組の姿を認めると部下を追い払い、バスカーズの二人に太った腹を向けた。


    「来たな。昨日きのうも言ったが、お前らをここに呼んだのは市長だ。言いなりになれ、とは言わんが不ふ愉ゆ快かいな目に遭あうことは覚悟しておいた方がいいかもしれん」


    「俺おれたちの仕事はこの場の警備なんだろ？　不審者がいたら捕まえておたくらに突き出す。暴れる怪人フリークスがいたらぶちのめす。それだけだよ」


    　ニコラスの隣の真鍮男ブラスマンザジが拳こぶしを握ってみせる。そのとき「ニコラス！　ザジ！」と、駆かけ寄ってきた子供を見て警部が眉まゆをひそめた。


    「誰だ？」


    「知り合いの、工房の見習いだ」


    　ダニエルはまずザジに飛びかかり、差し出された金属の腕に抱きついた。猿のように腕からぶら下がりながら、


    「なんで二人ともここに!?　仕事!?　また怪人と戦うんだろ！」


    「今日きようの俺たちは単なる警備員だよ。お前こそどうした。こんな式典、子供には退屈だろ」


    「父さんの仕事を見に来たんだ」


    　ダニエルはザジの腕から飛び降りて、納得のいかない様子で口を尖とがらせた。


    「俺、父さんの仕事を見に来たんだけど、追い出されちゃった。市長が駄目だってさ。ふざけんなって感じだよな」


    　それを聞いて、警部は訳わけ知り顔でうなずく。


    「そりゃあな。工房の見習いが仕事を見たいなんて言ったら、企業スパイを疑うに決まってる」


    　ダニエルはつまらなそうな目で、記者や市民の群衆整理クラウド・コントロールに当たっている男たちを見た。金色のトゥース柄がらという、派手なスーツと帽子で統一された格好の男たち。ここにやってきたときから目を引く存在で、ニコラスも気になっていた。


    「あれは市長の部下か？」


    「ああ。ボディガードを兼ねた個人的なスタッフだそうだ。はっきり言っていい噂うわさは聞かない。市長のスキャンダルを握ったジャーナリストが奴やつらに痛めつけられたとかな」


    「私兵ってわけだ。そこに今日からスチームアーマーが仲間入り」


    「ゾッとするな」


    　ダニエルは不思議そうにニコラスと警部を見交わし、


    「……？　さっきから何の話してんの？」


    「今日もこの街は平和って話さ」


    　さすがにダニエルには聞かせられない話だ。父親の雇い主がろくでなしだなんて。


    　そのとき、広場のあちこちにたむろしていた記者たちが、一斉に動き出している。全員が一か所に向かい、記者からも歓声が上がった。


    「トライデント！　ウンディーネ！　何か一言！」


    



    
      ◆

    


    



    　記者と野や次じ馬うまに囲まれながら地上で待っていたサラマンダーとウンディーネのもとに、シルフが舞い降りた。緑色の風をなびかせて機械翼をたたみ、


    「遅れてごめーん」


    「結構。来ないかと思っていたから」


    「……あたしの信用ってそのレベルなの？」


    　市長のボディガードらしき派手な金色スーツを着た男たちが、群がる野次馬と記者を追い払っている。それを指揮していた二人の女性──デイナと市長の秘書が、三人の元にやってきた。秘書は記者に押しまくられてズレたメガネを押し上げて言う。


    「ようこそいらっしゃいました。わたしは市長の秘書のキム・ドリューです。どうぞこちらへ」


    　秘書の案内でトライデントとデイナが歩いていく。途中、シルフが「あ」とつぶやいた。


    「バスカーズだ。ほらあそこ」


    　シルフが群がる記者たちの向こうを指さすが、ウンディーネは見向きもしない。


    「言われなくてもわかってる。目を合わせたくないの」


    「頼むから、記者がいる前で喧けん嘩かすんのは勘かん弁べんしてよ」と、付き添って歩くデイナが心配そうに言った。ウンディーネは素そっ気けなく、


    「わたしとしてはサラマンダーのほうが心配です」


    「ええっ！　なんでわたし!?　わたしニコラスと喧嘩したりしないって！」


    「ザジもいるからよ」


    「あいつは悪い奴やつだから！」


    「頼むからホントやめて」と、デイナがうなだれる。


    　四人を案内する市長の秘書は、ゴールドスーツのボディガードたちに遮さえぎられる記者の群れに目もくれずに、四人を広場の中央へと案内していった。


    「トライデントの皆様はここでお待ちください」


    「ここで？」シルフが怪け訝げんな顔で尋ねる。市庁舎前の演壇を指さした。「市長が喋しやべるのはあそこっしょ？　ここから市長を守れってこと？」


    「市長の指示ですので」


    　シルフは不審げだが、サラマンダーはあっけらかんとしていた。


    「市長だけじゃなくて記者の人も守ってくれってことだよ、きっと」


    　サラマンダーが実にマスコミ向けの発言をして、彼女が今日きようはずっとその調子でいてくれることをデイナは心から願う。秘書が立ち去ると、シルフがふわと欠伸あくびを漏もらした。


    「ったく、こんな式典にあたしらを呼ぶ必要なんてあんのかね。警察だけじゃなくて、バスカーズまでいて、おまけに今日紹介するのはスチームアーマーの新人スチームシーカー──もうあたしら必要ないじゃん」


    「権けん威い付けのためかもね」とデイナが言う。「あの市長はそういうの好きだし」


    「それっていいこと？　悪いこと？」と、サラマンダーが無む邪じや気きに尋ねた。


    　ウンディーネは真っ青さおなストレートの髪をかき上げて、


    「ビザーバーグの治安をアピールするという意味でなら評価できるかもしれないわ。ただ、そのための人員をこの一か所に集めているのは感心しないけれど」


    　サラマンダーは眉み間けんに皺しわを寄せて聞いていた。ウンディーネの言ったことを、彼女なりに懸けん命めいに考えているらしい。


    「……それで、市長はいい人なの？　悪い人なの？」


    「どちらでもないわ」


    「じゃあ何なのさ」


    「政治家よ」


    　そのやり取りを隣で聞いていたデイナがたしなめるように言う。


    「市長をあまり挑ちよう発はつしないでよ。敵じゃあないんだから。味方する必要もないけど」


    「味方するつもりもないし、向こうもわたしたちを味方にしたりしないわよ」


    　はっきりした口ぶりに、サラマンダーが不思議そうにリーダーを見た。


    「どうしてさ？」


    「前に一度、わたしが彼の講演に招待されたときに、彼と議論になったからよ。わたしのことを大企業の申し子みたいに言うから、聴衆の前で徹底的に叩たたきのめしてやったわ」


    「だってさ、デイナ」シルフが言う。「ウチらのリーダーはもう市長に喧けん嘩か売ってたみたいよ」


    「……まあ、起きたことは仕方ないから」


    　まるで、自分自身を慰なぐさめるような口く調ちようでデイナが言う。


    　そのとき、向こうから市長の秘書に案内されて二人組がこちらにやってくる。バスカーズ──ザジはむっつりと黙り込んで。ニコラスは三眼レンズのゴーグルで覆おおわれていない左半顔にいつもの皮肉っぽい笑え顔がおを浮かべて。ウンディーネは露骨に嫌そうな顔でそれを迎えた。


    「これはこれは。どこかで見た顔だな。確か、昨日きのうの新聞だっけ。ドーナツ屋の火事のニュースだったと思うんだけど」


    「あなたは新聞の記事よりも募集広告を見るべきではなくて？　【滑稽ハーフウイツトな奇術師ジヤグラー募集】って募集があるかもしれないわ」


    　笑顔のニコラスが体の陰に隠している左手から、カチリと音が鳴った──まるで撃げき鉄てつを上げたような。ウンディーネの体から、冷気が発せられる──まるで殺気のような。


    　殺さつ伐ばつとした空気の中、秘書の女が告げた。


    「もうじき市長がおいでになられます。全員、こちらでの待機をお願いいたします……あの、聞いてます？」


    　ニコラスとウンディーネは早くも皮肉と当てこすりによるつばぜり合い中。サラマンダーは褐かつ色しよくの瞳ひとみに戦意をたぎらせて、ザジの黄色い独眼とにらみ合っているので忙しい。


    「あ、はい。大丈夫でーす」「もう行ってください。無駄なんで」


    　シルフとデイナの二人が、仲間たちに代わって秘書に言った。


    



    
      ◆

    


    



    　ビザーバーグ市長のマイケル・ローフォードは、広場の壇上に時間どおり現れた。


    　表情豊かな顔立ちはハンサムと言ってよく、五十前にしてはかなり若々しく三十代と言っても通用しそうだ。丁てい寧ねいに撫なでつけた髪はブロンド。意外と上うわ背ぜいがあって、肩幅も人並み以上。有権者から票を集めるのに役立ちそうな特徴だけを、選んで組み上げたような外見だった。


    　演壇の上でスピーチを始めた市長は型から打ちだしたような笑え顔がおを浮かべ、リーダーシップとはすなわちこれだと言わんばかりに仕立てのいいスーツをみせびらかしている。うるさいほど派手な金色混じりのスーツは悪趣味だが安っぽくはない。部下たちの服装はボスのセンスだったらしい。足下ではフランス物らしい革靴がテラテラと光っている。


    「──……とまあ、挨あい拶さつはこのくらいにしておいて。今日きようは皆さんに『街』というものについてお話がしたい。多少長くなりますがどうぞご静聴を。その価値があると約束しましょう」


    　最初は市長よりもトライデントを取材したがっていた記者たちだが、市長のスピーチが思わせぶりな内容になったのを聞くと、そちらにかじりつくようになった。やはり噂うわさどおり、これが単なる新庁舎の落成を祝うだけではないらしいと感じ取ったのだ。


    　そんな記者たちのずっと後ろに、警備の名目で集められたスチームシーカーとヒーローが並んで立っている。その中でも特徴的な二人──スチームアーマーを着込んだ六フィートを超える巨人のザジと、オレンジバーミリオンの髪色を持つミスティックの少女、サラマンダー。広場の警備に協力している二人は、市長の熱のこもった演説を少しも聴いてはいなかった。


    「…………………。」


    「……むぅ」


    　ザジはヘルメットの一つ目を黄色く輝かがやかせ、ぬぼーっと立ち尽くしている。動かずにいると、まるで彫ちよう像ぞうのようだ。


    　サラマンダーは隣のザジをちらちら見ては、籠手ガントレツトをつけた手を何度も開閉している。ザジに対して疑念と妙な対抗心を抱いだいているサラマンダーは、この《真鍮男ブラスマン》が不審な動きを見せればすぐに攻撃を仕掛けようと備えていた。


    　ニコラスとウンディーネは、今のところ口論はしていない。二人の間にはザジ、サラマンダー、デイナ、シルフがいて、これは物理的な距離で二人が口論になるのを防ごうというデイナのアイデアだ。この作戦がいつまで有効かは神のみぞ知るというところだが、今のところ二人の興味は市長の演説に向いていた。


    「……ですから、私は街を生き物であると考えています。そう、まさしく生き物だ。道路という管で、人や資材を吸い上げて成長、肥大する生物。生物だから、排はい泄せつもする。街の排泄物は廃棄物、排水、排蒸気、競争に敗れた負け犬、そして怪人フリークス。この街には清掃人が必要なのです。そういった排泄物を片付ける存在がね。トライデントだけでは手が足りない。それに、スチームシーカーでも」


    「言うね」「言うわね」


    　列の両端で二人は同じことをつぶやき、そして黙った。市長の演説は、いよいよ本題に入ろうとしている。


    「生物には、自然界に存在する様々な有害物質と戦う免めん疫えきが備わっている……それは皆さんご承知のとおりでしょう。免疫には多種多様な形があり、この街にもその多様性が必要だ。トライデント、スチームシーカーに続く第三の免疫システムが──。紹介しましょう。新たな街のクライムファイター、新型スチームアーマーの《ミネルバ》！」


    　会見席そばのテントから鈍どん重じゆうな足音とともに現れたスチームアーマーを見て、「おぉー」と、サラマンダーが無む邪じや気きな声を上げた。シルフは興味がないようで、自分の銀髪を指先で弄もてあそんでいる。バスカーズの二人は沈黙を守り、ウンディーネは小さくつぶやく。


    「……犯罪捜査請負人クライムフアイターですって？」


    　スチームアーマー、ミネルバはやはりかなりの巨体で、ザジよりも上うわ背ぜいがある。手足の太さもザジ以上で、そこから発揮される怪力は容易に想像できた。ヘルメットは梟ふくろうをイメージしたデザインのようだが、背中には翼ではなく筒つつ状じようのポッドを背負っている。


    　記者たちは池に落ちてきた餌えさに群がる魚のようにどっと押し寄せて、市長に対し矢や継つぎ早に質問を繰り出している。


    「デイリー・アイズです。先日の宝石強盗事件を解決したのは、やはりあのミネルバですか？」


    「もちろんだ。まだミネルバは試運転の途中だったのだが、市民の危機には駆かけつけなければなるまいと私の判断で向かわせた」


    「ビザーバーグ・タイムズです！　あの鎧よろいの中にいるのはどなたですか？」


    「それは言えないね。ヒーローは正体を明かさないものだろう？」


    「ヴェイパー・トリビューンです！　ほかに、ヒーローをデビューさせる予定の有う無むについて！」


    「ミネルバの活動が軌き道どうに乗ればそれもありえる。まずは、私の用意したスタッフが全力でミネルバのサポートを行おこなうことになるだろう。彼らがミネルバのように犯罪と直接的に戦うかどうかもこれから次第」


    「ウィーゼル・ウィークリーです。市長の最近の個人的な女性関係について──」


    「私のプライベートについてはノーコメントだ」


    　記者たちが質問を途切れさせることはなかったが、市長はそれ以上答えず、さっと両手を上げた。その体勢のまま、政治家らしい余裕と自信に満ちた笑え顔がおを記者にたっぷりサービス──今から話すから少し黙れというサインだ。


    「私の用意したこのミネルバは、市民の平和を守る武力です。街唯ゆい一いつの、市から承認を受けた公認のヒーローなのです！　どうか、ノーベルを思い出していただきたい。アルフレッド・ノーベルはその遺産でノーベル委員会を設立しました。また、巨額の遺産を相続したフランソワ・サラザンはHAMMERSハンマーズを残した。持てるものには義務がある。それは後のちの社会を支える宝を残すことです。決して、おかしな仮装をして戦うことではない！」


    「聞いたか」とニコラスがウンディーネを見ずに言う。「金持ちがヒーローをやるのは道徳的に重大な間違いだとさ」


    「興味深い意見だわ。前の飛行船事件のとき、市長の責務を放り出して大学のタンク・シェルターに逃げ込んでいた人が言ってると思うとなおさら」


    「え、マジで？」とシルフが驚く。「それってサイテーじゃん」


    「ええ、マジでサイテーね」


    　ミネルバが壇上に飛び上がる。相当な重さを感じさせる音を立てて、市長の横に新型スチームアーマーが立つ。長身の市長が子供のように見えた。


    　市長はミネルバの肩に手を伸ばして親密さを強調し、特ダネとゴシップに飢うえた記者たちに向かって語る。


    「ええ、ええ、皆さんがこのミネルバのことを知りたがっていることはよくわかります。このスチームアーマーとしての性能、安全性、維持費、製造元、装着者のプロフィール、どういった金属アレルギーを引き起こすか……ご安心を。安全性に関しては何の問題もないことを保証します。それに何より重要なのは、このミネルバがビザーバーグ市民を守るのにどれだけの力を有しているか、ではないでしょうか」


    　市長が壇上から手のひらを向ける──記者たちの向こう、トライデントとバスカーズに対して。


    「ミネルバの力を試すのに、うってつけの試験官があそこに。トライデント、それにビザーバーグ警察に協力しているスチームシーカーのお二人です。これから、ミネルバの性能テストをご覧に入れましょう！」


    「……へ？」


    　サラマンダーが間まの抜けた声を出す。ウンディーネは表情を険けわしくし、ニコラスは舌打ち。


    　ミネルバが壇上から飛び降りた。地響きに広場が揺れて、記者たちがさっと道をあける。ミネルバは大きな足音とともに歩き出し、市長は自信たっぷりにこちらを見下ろしていた。自分の提案に相手が従うことを少しも疑っていない顔だ。


    「対戦相手はサラマンダー！　それにミネルバと同じくスチームアーマーの《真鍮男ブラスマン》ザジ！　ビザーバーグ最強のこの二人を相手に、その性能を証明してみせます！」


    「わ、わたし!?」


    　展開についていけずにボケッとしていたサラマンダーが素すっ頓とん狂きような声を出す。隣のシルフは話を聞いていなかったらしく、「え？　何？　何かあった？」とキョロキョロ。ザジは無言のまま、ヘルメットの独眼でこちらに向かってくるスチームアーマーを見つめている。


    「ちょっ……冗談でしょ、こんなの聞いてない」一番慌あわてていたのは、トライデントのお目付役のデイナだった。「絶対手を出さないでよ。市長に言ってくる。何かの手違いで──」


    　ウンディーネは冷静さを崩さず、デイナを引き留めた。


    「──無駄ですよ、デイナ。こんな茶番をやらされると聞いていたら、トライデントはここには来ていませんでした。それは向こうもわかっている。最初からわたしたちをあのミネルバとやらのダシに使うつもりだったんです。バスカーズ、あなたたちもそうではなくて？」


    「……何かあるだろうとは思っていた。こんな馬ば鹿かげた企画だとは思ってなかったけど」


    　ミネルバが立ち止まる。ニコラスたちから少しの距離を置いて、準備が整うのを待っているらしい。ニコラスはザジに尋ねた。


    「ご指名はお前だ。いけるか？」


    「……。……？」


    「市長に恨うらみはないし、あの中に入っている人間を痛めつけるのは気が進まないんだが……どちらでも構わない。市長の顔を立てるも潰つぶすもお前にまかせる。好きにやれ」


    「……。」


    　ヘルメットの中で了解をつぶやき、ザジが一歩前に出る。


    　一方、ウンディーネはサラマンダーの肩に手を置いて、指示を耳打ちしている。


    「いつもデイナとやっているスパーリングだと思いなさい。場所が場所だから火か力りよくはおさえて。わかるわね？」


    「オールオッケー！」


    　ミネルバが登場してからずっとソワソワしていたサラマンダーは、待ってましたとばかりに飛び出した。


    　サラマンダーとザジは並んで立ち、ミネルバと向かい合う。二人に相あい対たいしてミネルバは特に構えもせず、少しだけ腰を落として重心を下げた。


    　腰に手を当てたサラマンダーは、そんなミネルバをキラキラした瞳ひとみで見み据すえている。新しい玩おも具ちやを目の前にした子供そのもので、準備運動代わりに腕をブンブン回して隣のザジに言う。


    「いい？　まず、わたしが先にやるから──って、ああっ!?」


    　言い終わるのを待たずに、ザジがミネルバに向かって動き出した。「待てこの！」とサラマンダーも後を追う。バックパックとブーツからのジェット噴射によってすぐにザジに追いつき、二人はほぼ同時にミネルバに襲おそいかかる。


    「!?」


    　二人の後から動いたにもかかわらず、ミネルバの対応はザジとサラマンダーの先を行った。


    　ザジの目の前に飛び込み、勢いのまま両手を胸部装甲に叩たたきつける。思わず足を止めたザジの膝ひざと肩を、ミネルバが駆かけ上がり飛び越える。どちらも六フィートを超える巨体で、魔術的とさえ言える軽かる業わざだった。


    　ザジの頭を飛び越えながら、ミネルバは相手の後頭部を蹴けりつけてから着地。予想外の動きに反応できず倒れるザジを背にして、ミネルバは梟ふくろうに似た顔を今度はサラマンダーに向けた。


    「──くっ！」


    　とっさに、サラマンダーが背をそらしてのけぞる。その首元を、ミネルバの指がかすめた。まるで爪つめでも立てるかのように引っかいたのだ。


    「…………ガ……ガ……」


    　無線機の調子でも悪いのか、ミネルバのヘルメットからノイズが流れる。まるで獣けもののうなり声のようなノイズに合わせ、サラマンダーに向けて次々に手を突き出していく。拳こぶしでもなく手しゆ刀とうでもなく、伸ばした指を振り回すだけ。しかし装甲で覆おおわれた指先が高速でぶつかれば生身のほうはただでは済まない。


    　サラマンダーはステップを踏んでひたすら回避に徹する。相手に攻撃を許しながら、その動きを冷静に観察して反撃の機会をうかがっていた。ミネルバはそんな駆け引きなどはお構いなしに、メチャクチャに腕を振り回してサラマンダーを追い詰めようとしている。


    「まるで子供の喧けん嘩かね」


    　ウンディーネが呆あきれた様子でつぶやく。ニコラスはしきりにゴーグルのレンズを入れ替えて、ミネルバを観察、感想を漏もらした。


    「動きがデタラメで次の手が読めない。わざとやってるなら大したもんだけど──」


    　ガツン、とミネルバのヘルメットが揺れた。鋭するどいパンチを浴びて、ミネルバのラッシュが止まる。さらに二発目の拳が叩たたき込まれた。サラマンダーのセンスが、敵のリズムを支配したのだ。


    「──あの馬ば鹿かを攪かく乱らんするにはその程度じゃ足りないな」


    　反撃のショックから立ち直ったミネルバが、再び手を伸ばす。サラマンダーはダッキングでかわし、最小限のステップとともに懐ふところに潜り込んだ。シッ、と唇くちびるから息を漏らし、炎で加速された拳がミネルバの腹を打ち抜く。振り払われたミネルバの腕を、さらに身を沈めることで回避。ついでにヘルメットへ一撃くれてやり、足を使って距離をとる。


    「フットワークが雑！　モーションも素しろ人うと！　そんなんでわたしに挑もうなんて百年早い！」


    　びしっとミネルバを指さし、サラマンダーが早くも勝利宣言。体中から矢印状のシールを出現させて、炎をまとう。


    「これで終わりだ！　脳内麻薬エンドルフイン──」


    　ミネルバの肩を、後ろから金属の手が摑つかんで引き寄せた。梟デザインのヘルメットがザジの一つ目ヘルメットと対面──交通事故そのものの衝しよう撃げき音おんが響き、真鍮男ブラスマンの拳が梟の怪物を叩き伏せた。


    　コケにされた復ふく讐しゆうを果たしたとでも言いたげに、ザジは倒れた敵を見下ろし仁に王おう立だち。


    「ええっ！　わたしの分は!?」と喚わめくサラマンダーは、せっかく出した炎を持て余していた。


    　豪快なＫＯシーンに、観戦していた記者たちから歓声が上がる。シルフも口笛を吹いて囃はやし立て、ウンディーネからにらまれた。


    　主にザジに対して向けられている歓声に、サラマンダーはふてくされた顔で腕を何度も振って炎を消し──目を点にしてつぶやいた。


    「──……噓うそ」


    　歓声が一瞬でざわつきに変わる。倒れ方と音からして立ち上がれないと思われていたミネルバが、何事もなかったかのように起き上がったのだ。


    　ザジが警戒して距離を取る。サラマンダーもまたザジに並び、ファイティングポーズ。


    　ミネルバは立ち上がりはしたものの、その場から動かない。さっきのＫＯパンチで脳のう震しん盪とうを起こしたのかと、その場にいた誰もが思った。


    　バシュッ、と蒸気の抜ける音がして、ミネルバの両肩から一本ずつ円柱状のパーツが飛び出す。何らかの機構らしいが、その正体は見当もつかない。


    　ニコラスは露出した機構内部を望遠レンズで覗のぞき見る──確信は持てないが、何かのセンサーのようだ、と見てとった。どういうわけか、チラチラと虹にじ色いろの粒りゆう子しのようなものが周囲で瞬またたいているのが確認できる。


    「あれは、まさか……レーダー？　排気にエーテルの粒子を混ぜて──」


    　ニコラスのつぶやきは、相棒には届かなかった。突っ立ったままのミネルバに、いい加減に焦じれたザジが一歩前に進む。それに応じるようにして、ミネルバも一歩前進。戦意ありと見なし、ザジが拳こぶしを振りかぶって一気に距離を詰める──ミネルバが動いた。


    　大きな体を丸めて足を踏み出し、流れるような動きでザジの懐ふところに潜り込む。ザジが反撃するには、あまりに近すぎる距離。超接近距離から伸び上がってザジの脇わき腹ばらをぶん殴り、すくい上げるような形でザジを殴り倒した。


    　一瞬の出来事だったが、横で見ていたサラマンダーはミネルバが何をしたのか正確に理解した──ダッキングだ。たった今、サラマンダーがやったことを完かん璧ぺきに真ま似ねてみせたのだ。


    　倒れたザジの体を、ミネルバがサラマンダーに向かってサッカーボールのように蹴けり飛ばす。サラマンダーは飛び退のいて避よけるが、ザジの体に巻き込まれまいとしたせいで動きは単調になる。ミネルバは、その行動を完璧に読んでいた。


    「う、わわっ！」


    　ミネルバが足を踏み出してサラマンダーのフットワークを封じ、拳を突き出す──見た目にそぐわぬ素早さのボディフックを、サラマンダーは皮一枚でかわす。ザジを中に浮かせるほどのパンチが空くうを切って物ぶつ騒そうな音を立てた。


    　ウンディーネがつぶやく。


    「……驚いたわね。あの子とあの次元でやり合えるなんて」


    「肩から生えたクラフトのおかげだ」とニコラスが言った。「あれで、敵の動きを読んでいる。どうやってそれを着用者に伝えているのかは不明だけどな」


    　さっきまでの雑な動きが噓うそのように、今のミネルバはサラマンダーと同じボクシングスタイルで戦いを繰り広げていた。サラマンダーが攻撃に転じると、丁てい寧ねいな防御を見せて拳こぶしを一つ一つさばいていく。その精度は、拳の交換に合わせてだんだん熟達していくようにさえ見える。


    　退しりぞくサラマンダーを追うミネルバ──その背後から、復活したザジが襲おそいかかった。


    「……！」


    　不意打ちだったにもかかわらず、ミネルバは振り返りざまザジの拳を受け止めた。止めるなりその勢いをいなして足を引っかけ、つんのめらせる。独眼のヘルメットが激しく地面にぶつかったのを見て、ウンディーネが「あらまあ」といつもの調子で言った。


    「やられ放題ね。苦戦してるみたいだけど、相棒の手助けをしなくていいのかしら？　あなたもあそこに加わってきたら？」


    「苦戦はお前のとこの馬ば鹿かもそうだろ」


    「サラマンダーなら手助けはいらないよ」シルフが代わって言う。「あいつのセンスは本物。ボクシングの技術とか小手先のクラフトとかでどうにかできるもんかっての。つーか奇術師ジヤグラー、この近くでコーラ売ってる店知らない？　ひとっ飛びして……冗談、冗談だってウンディーネ」


    　サラマンダーは、いつの間にかパンチを繰り出すのをやめていた。肉食獣のように瞳ひとみを大きく見開き、削さく岩がん機きのようなミネルバの拳をひたすら避よけ続けている。危ないパンチは固めた拳でいなしてさばき、踊るようにステップを踏む。やがてサラマンダーは、ニッと得意げな笑みを浮かべた。


    「よっし！」顔面直撃コースの拳を、当たる直前でスウェー。「覚えた！」


    　ミネルバの次のパンチを、サラマンダーが狙ねらって叩たたいた。拳がぶつかり合って弾け、ミネルバのガードががら空あきになる。すかさず、ロケット砲のようなストレートを叩き込んだ。


    　普通なら絶対に反応できないタイミングだったにもかかわらず、ミネルバは跳ねるような動きで腕を戻し、サラマンダーの拳を手のひらで受け止めた。そこから力勝負に持ち込むため、彼女の拳を握り込む。


    　だが、それはサラマンダーにとっても望むところ。


    「脳内麻薬エンドルフイン、全開インジエクト！」


    　サラマンダーの全身から炎が迸ほとばしり、拳がミネルバの巨体を押し込んでいく。ミネルバも膝ひざの排はい気き筒とうから蒸気を吐き出して押し返す。力任せの攻防は一進一退の様相となる。


    　しかし、勝負を決めるのは当事者の二人ではなかった。殴り合いでは後れをとり、ボクシングの試合ゲームに参加するのを避けていたザジが、ここで突進を仕掛けたのだ。荒々しく地面を踏み荒らし、ミネルバに突っ込んでいく。


    　ミネルバは片手でサラマンダーを押さえ込みつつ、もう一方の手でザジの体当たりを止めた。二方向からの大きな力を受けて、ミネルバの関節があちこち軋きしみを上げる。


    「……ガッ、ガッ」


    　ヘルメットからノイズを流しながら、ミネルバが退しりぞいた。拮きつ抗こうしていた力のバランスが崩れ、拳こぶしと体当たりでミネルバが弾はじき飛ばされ地面を転がる。勢いそのままに起き上がったとき、ミネルバは左手を背中にまわし、背面のポッドに手を突っ込んでいた。


    　嫌な予感に、観戦していたニコラスも息を呑のむ。


    「……おいおい、そいつは」


    　ミネルバが左手を正面に向けたとき、そこにはポッドから抜き取った兵器が装着されている。大砲と呼ぶほかない大きさのクラフト──マイペースなシルフでさえ、思わず叫ぶ。


    「蒸気燃焼砲スチームカノン!?」


    　砲ほう口こうの内部が赤く輝かがやき、エンジンさながらのうなりを上げた。ミネルバが、カウントダウンのようにノイズを流す。


    「ガガッ…………ガッ！」


    　重蒸気ヘビイスチームを熱波に変えて解き放つ兵器が、サラマンダーとザジの二人に向けて発射される。


    「サラマ──」


    　サラマンダーの口上が途切れ、二人の姿が爆ばく炎えんに包まれる。


    　地面から立ち上のぼる炎と煙。模も擬ぎ戦せんにあるまじき事態に記者たちも静まり返り、壇上の市長も言葉をなくしていた。


    「……相性が悪かったわね」


    　ウンディーネがつぶやく。ニコラスも「まったく」とだけ言った。


    　渦巻く炎はごうごうと燃え続け──その紅ぐ蓮れんの向こうで、チラチラと輝くオレンジ色の光がある。それは矢印の形をとり、まるで生き物のように炎の中を泳いでかき回している。


    「炎でサラマンダーをどうにかしようだなんて」──ウンディーネが冷然と言った。


    　ニコラスもあざ笑うように言う──「あの程度の火か力りよくじゃ、ザジの装甲は抜けっこない」


    　突然、炎がカーテンのように巻き上げられていく。炎が引き取られた後には、全身から煙を上げるザジが立っていた。肩の装甲の一部が外れて蒸気を発し、放熱。ザジは煙と蒸気をたなびかせて猛然と走り出す。


    「──……!?」


    　ミネルバが蒸気燃焼砲スチームカノンを構えるが、ザジは手を伸ばして燃焼砲を抱え込み、両手でホールド。ミネルバを完全に押さえ込む。


    　そして、ザジの背後からは──。


    「──サラマンダー・バックファイア！」


    　ブーツから炎を噴き出し、サラマンダーがザジを飛び越えて突とつ貫かん──その手には、先の砲撃から奪い取った炎の塊かたまりがある。それを、ミネルバに向かって叩たたきつけた。


    「────ガッ!?」


    　爆ばく炎えん、そして、炎そのものを推進力とするサラマンダーの打ち下ろし──まっすぐ脳天に食らい、ミネルバのヘルメットが少しへこみ、巨体も地面にめり込んだ。


    「………………………………」


    　ミネルバのノイズがやんだ。ゆっくりと巨体が傾き、ザジとサラマンダーに許しを乞こうように横倒しになる。


    　遠巻きに観戦していた記者たちがそれぞれ歓声を上げて拍手喝かつ采さい──これで紙面は決まったようなものだ。【市長、役立たずのガラクタに散財！】といったところだろう。


    　もちろんこの結果を見た市長が愉快な気持ちでいるはずがなく、彼は勝ち誇って記者にアピールするサラマンダーとザジをたっぷりにらみつけている。視線で人が殺せるか、試しているかのような力の入りようだった。


    「まあ、当然の結果かしら」


    　ウンディーネが冷静に言い、シルフはケラケラ笑って指笛を吹いて囃はやし立てる。


    　ニコラスはホッとした思いを半分の笑え顔がおで隠し、何気なく記者たちのほうに目をやる──ある一点で目をとめた。


    　そこにいたのは、見慣れた癖くせ毛げの少年。鎧よろいを着たまま倒れ伏す父親を、泣きそうな顔でじっと見つめている。
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    　アルラウネは落らく胆たんの吐と息いきを漏もらした。せっかく衆しゆう目もくの前でトライデントが恥をかくのを見られるかと思ったのに、このザマとは。まわりの記者たちは市長がコケにされたことで大喜びのようだが、まったく気にくわない。


    　いっそ、この記者の変装を捨てて名乗り出て、トライデントに勝負を挑いどんでやろうか──。


    「おや、悪い目だ。よくないことを考えてるな」


    　そばにいた記者が言った。そいつはアルラウネがかぶっている帽子のつばをつまんで押し下げて、彼女のアイビーグリーンの髪を隠そうとしてくる。知らない人間に帽子をいじられるのはかなり不快な経験で、もしもそいつが目元涼すずやかなアジア系の美男子でなかったら、この場でぶち殺しているところだ。


    「ゴルディアスの指示を忘れたか？　決して目立つなと言われた。おとなしくしてろ」


    「…………」


    「なんだ？　文句あるか？」


    「……貴男あなた、どちら様？」


    「ブロンジィだっ！」そう叫んでから、男は人目を気にしたように声をひそめる。「俺おれたちがここにいることが知られるのはよくない。計画に差し支える」


    　言われてみれば、帽子に隠された男の髪は赤しやく銅どう色に輝かがやいている。アルラウネがまじまじと男の容よう姿しを眺めてみる──ギャングの元・頭目にはとても見えない。線が細いのと顔立ちが綺き麗れいすぎるせいだ。彼の素顔に対するアルラウネの率直な感想は「女ぜ衒げんか男だん娼しよう」といったところ。タフな銃じゆう撃げき戦せんよりも、刃物を持った女に追いかけ回されている画えのほうが想像しやすい。いつもの奇抜な化粧は、きっと手下や敵のギャングにナメられないようにという、彼なりの工夫なのだろう。いじらしい努力だ。なんだか泣けてくる。


    「貴男も苦労してるのねぇ……」


    「何の話だ。やめろ。勝手に哀れむな。それより、お前の仕事はどうなった？」


    「まだよ。これから記者たちを連れて市庁舎の中を案内してくれるそうだから、そのときに」


    　アルラウネは手の中にあるオブジェクトを見せる。金属でできたストローのような細いパイプが絡からまり合った、不気味なオブジェクトを。


    「これが最後のひとつ。そうよね？」


    　ブロンジィはうなずいたが、アルラウネとしてはまだ釈然としていない。


    「まだわたしはこれがどういうクラフトなのか教えてもらってないのだけれど……それに、あのミネルバとかいうクラフト、本当に使いものになるの？」


    「ゴルディアスのアイデア。あいつには考えがある。それに任せる」


    「……貴男あなた、そんなに彼を信用していて？」


    「もちろん。俺おれは心酔している」


    　切れ長の瞳ひとみを細めて、笑え顔がおのブロンジィは肯こう定ていした。


    　白しら々じらしい、とアルラウネは吹き出しそうになる。この男はゴルディアスを利用し尽くす気なのだ。チャイニーズ・ギャングの頭目という、かつての地位に返り咲くために。


    　もっとも、それはアルラウネも同じこと。ゴルディアスの計画もブロンジィの面めん従じゆう腹ふく背はいも、すべて利用する。目的は宿敵トライデントへの復ふく讐しゆう。まだ詳細は不明だが、ゴルディアスの企くわだてに関わってさえいれば、彼女たちを打ち破る機会は必ず訪れる。それは疑いようがない。


    　そのときこそ、街を護まもる守護天使が地に墜おちるときだ。


    



    
      ◆

    


    



    「ミネルバの性能を示すことができたとはいえ……まあ完敗だわな」


    　小太りの赤毛の男は、エイブラムに言った。市庁舎の一室、ミネルバの整備のためにあてられた部屋。ボディスーツを着たエイブラムは深いため息をついた。


    　二人の目の前にある作業台には、分解されたミネルバのパーツが並べられている。ダメージは甚じん大だい、特にヘルメットの被害がひどい。エイブラムが赤毛の男に謝罪した。


    「すまない、ＢＢ。私が頼りないばかりにミネルバを──」


    「気にすんなってば、エイブラム」ＢＢと呼ばれた赤毛の男が言う。「お前以上にこのミネルバをよく知り、使える人間はこの世にいないんだ。お前が勝てなかったからって、俺には文句は言えんよ。……それで？　敗因は何だと思う？」


    　ＢＢはミネルバの破は損そんを確かめながら尋ねた。エイブラムは穏やかな瞳をしばたたかせて、


    「彼らはさすがだよ。私たちよりもずっと若いけど、街を守り続けるのにふさわしい実力を持ってる。私とはぜんぜん違う種類の人間だった。かといって、ミネルバの《アバランチ》は彼らを二対一で圧倒できるほど成長してないし……」


    「なるほど、それが課題か」


    　ＢＢはカルテに症状を書き込むかのようにノートにエイブラムの言葉を写し取る。エイブラムはふと思い出したように付け加えた。


    「そういえば、ミネルバがサラマンダーの技術を学んで、コピーしただろう？　ひょっとすると私たちのアプローチが間違ってたんじゃないかな。彼女のような優れた技術を持つ人間と戦い続けていけば、ミネルバははさらに成長していくかもしれない」


    「ふむ、確かにそれは面白い考え方だ。問題はどうやって優秀なスパーリング・パートナーを用意するかだな。ジム破りでもするか？」


    　そのとき作業部屋の扉とびらが開き、肥満体の気むずかしそうな中年男が入ってきた。ひと目で警官とわかるその男の後ろに、顔の左半分を機械ゴーグルで覆おおった男が続く──ニコラス・ハルトゼーカー。


    「作業中に失礼」中年男が言う。「私はレイ・ヘンダーソン。ビザーバーグ警察特殊蒸気犯罪課の捜査官だ。階級は警部」


    　ヘンダーソン警部は手を差し出したが、エイブラムとＢＢは手が油まみれなのを理由に握手を辞退した。エイブラムが二人に自己紹介し、赤毛の技師も続く。


    「はじめまして。俺おれはボブ・バリー。エイブラムの助手だ。ＢＢで通ってる」


    　警部は鷹おう揚ようにうなずき、


    「市長からの指示で、お二人には私の指揮下に入っていただくことになった。立場としては、こちらのニコラス・ハルトゼーカーと同じで、警察の捜査協力を担になうスチームシーカーということになる。犯罪捜査における外部の専門家だ」


    　エイブラムは悲しげに目をしばたたかせた。


    「……降格ですか。最初の話では、市長の下で働くことになってたのに」


    「市長の下で？」ニコラスが目を丸くする。「よくそんな無茶を言ったもんだな。私兵で治安維持だなんて独裁者顔負けだ」


    　エイブラムとＢＢは眉まゆをひそめて顔を見合わせてから、ＢＢが尋ねる。


    「市長からは、市民の理解を得ていると聞いてたんだが」


    「ビザーバーグ市民としては初耳だな」


    「また事後承諾か……」と警部が頭を抱えた。「どうせ、トライデントやＮＹニユーヨークのアイアンマスクの人気を見て、真ま似ねすりゃ支持率が上がるとでも考えたんだろう。だから俺は、ヒーローなんぞをのさばらせておくのに反対なんだ。すぐに馬ば鹿かが真似をする」


    　怒り心頭の警部とは対照的に、エイブラムは困り顔になる。


    「しかし、市長の支援を受けられないのは困ったな……私なんかは、市長に借金を肩代わりしてもらってこの街に来たものだから……」


    「そのまま全部払ってもらえばいい」ニコラスが簡単に言う。「駄目ならここで稼かせげばいいさ。ビザーバーグじゃ、優れた技師は軽く大金を稼げる。これだけのスチームアーマーを使えるなら十分だろ。それに──」


    　言葉の途中で、スタスタと部屋の出入り口に向かう。


    「個人的にはあのまま市長に顎あごで使われるより良かったと思うぜ。プライドは傷ついたかもしれないけど、スチームシーカーは子供にも人気の仕事だ。なあ、ダニエル？」


    　廊下からひょいと少年がのぞき込んでくる──ダニエル・エレホールド。エイブラムの愛息、たった一人の家族。


    「市長の許可はとってある。工房の見習いだろうが身内だろうが好きにしろってさ」


    　ダニエルが父親のもとに駆かけ寄る。エイブラムは息子の頭に優しく手を置いた。


    「すまないな、ダニエル。せめて、鎧よろいを着てる間はお前の期待どおりに格好のいい父親でいたかったんだけど……」


    　そんなこと、とダニエルが言いかけたが、エイブラムはニコラスに向かって頭を下げていた。何事かと目を丸くするニコラスに、


    「性能テストの件は、君と君の相棒サイドキツクには黙って行おこなわれたものだと、さっき市長から聞かされた。それに、トライデントも」


    　まさかそのことで謝られるとは思っていなかったニコラスは面食らう。その程度の詐さ術じゆつで一々謝っていたら、自分などはいったいどれだけ多くの相手に謝らなければならないのか。


    「不意打ち同然の戦いをしておいて勝てないようでは、私が後ろ盾だてになった価値がない、とね……卑ひ怯きような真ま似ねだった、本当に申し訳ない」


    「よしてくれ。あんたも知らなかったんならお互い様だろ」


    「前に一度、市長に提案したことがあるんだ。実際に犯罪者や怪人フリークスと戦っている人間との、性能比較に興味があるので試してみたい、と。それを、市長は今日きようやろうとしたんだと思う……でも、それは相手の同意が得られたらの話だった。被験者の同意なき実験は実験とは呼べない。ただの暴力だから」


    　あまりにも良識的な発言──先ほどまでサラマンダーとザジを相手に大暴れしていた人物とは、とても思えない。とはいえ、ニコラスとしては彼の意見に大いに賛成するところでもある。


    「トライデントはどうだか知らないが、俺おれはあんたたちが街の治安を守ることに異議はない。ただ、俺の前で半分ハーフって言葉を使わないならな。それと、相棒サイドキツクって言い方もよしてくれ。ザジはどっちかというと、俺の相棒パートナーだ」


    「覚えておくよ」


    「用も済んだし、そろそろお暇いとまする。じゃあな、ダニエル」


    「次は父さんが勝つからな！　ザジにもそう言っとけよ！」


    　ダニエルが元気と憎まれ口を取り戻しているのを見て、ニコラスはフッと笑う。本当に生意気なガキだが、そんな子供が落ち込んでいる姿は見るに堪たえなかったから。


    　そのとき、作業室の扉とびらが開いて「あれぇ？」とわざとらしい声がした。新しくやってきた訪問者を見て、ニコラスの右半顔に警戒の色が浮かぶ。


    「お前は──」


    「ああっ、やっぱり！　バスカーズのニコラス・ザ・ジャグラー！」


    　入ってくるなり、大げさな仕草に合わせて騒々しく大声を出す。笑いながら生まれてでもきたように笑顔が板についている、少し軽薄そうな青年。ニコラスは、前にオラクル絡みの仕事で会ったことがある。確か、ジグボーン大学の学生だった。名前は──


    「──オベール・ルブラン」


    「わあ、光栄だな！　覚えててくれたなんて！」


    　オベールは勝手に大声ではしゃいでいる。そういえばこういう奴やつだった。


    「さっきの模も擬ぎ戦せん見ましたよ！　手に汗にぎる戦いでしたね！」


    「戦ったのは俺おれじゃない」


    「だとしても、興奮したでしょ？　相棒サイドキツクが出てたんだから！」


    　手振りを交えつつ同意を求めてくる。その様子が鬱うつ陶とうしかったらしく、警部が質問でそのうるさい仕草をやめさせた。


    「何の用だ？　どうしてジグボーン大学の学生のお前がここにいる」


    「え？　僕に聞いてます？」


    「当然だろうが。ごまかそうってんじゃないだろうな」


    　苛いら々いらした様子の警部に詰め寄られるオベールを見て気の毒に思ったのか、エイブラムが割って入ってきた。


    「彼は我々の協力者なんです。ミネルバの製作にはオラクルの知識が使われてますから」


    　オラクル、と聞いてニコラスの鉄色の瞳ひとみが鋭するどさを帯びた。オーバーテクノロジーを秘めた魔書、秘密結社ディスコルディアが追い続けたもの、バスカーズにとって──特に怪人フリークス《黄の印イエローサイン》の側面を持つザジにとっては、地上から滅めつ却きやくし尽くすべきもの。


    「僕というか、僕の先生がそうなんです」照れながらオベールが言った。「先生がオラクルを解かい析せきして得た知識を提供するのが僕の役目。先生はもうお年ですから、外出がお辛つらいようで」


    　それを聞いてニコラスは、オベールではなくエイブラムとＢＢに尋ねる。


    「ミネルバに使われたオラクルの知識は、どういうものなんだ？　肩のセンサーか？」


    「お、あれに気づいていたのか」ＢＢが感心した様子で言った。「でも違うんだな、あのエーテル・ソナーは俺たちが自力で作った」


    　エイブラムがうなずく。


    「オラクルの知識を使ったのは、スチームアーマーのもっと根こん幹かんの部分なんだ。私たちの発見である《アバランチ》を鎧よろいに定着させるのに、オラクルの知識が必要だった」


    「アバランチ？」


    　警部がオウム返しにつぶやく。どういう意味があって雪崩アバランチという言葉を選んだのかはわからないが、クラフトのパーツやシステムに付ける名前にしては奇妙な響きだ。


    　エイブラムが喋しやべりすぎていると感じたのか、赤毛のＢＢはエイブラムの肩に手を置いて話を切り上げにかかる。


    「とにかく、このオベールは我々の協力者なんだ。市長が仲立ちで、『ビザーバーグの治安維持に努める』という条件で紹介してもらった。ところで──」


    　ＢＢはエイブラムの体にぴったり張り付くボディスーツ（ザジがしているものによく似ている）と、作業室の隅すみに置かれた籠かごの衣服を交互に手で示して見せる。


    「──俺おれの友人はこれから着替えたいんじゃないかと思うんだが、プライバシーを尊重してもらえるとありがたいね。ダニエル、お父さんの着替えを手伝ってやれ。オベール、君は俺と来てくれ。契約について市長と話したいんだ」


    　ニコラスは警部とうなずき合い、作業室を後にする。出ていく直前に一度だけ、ニコラスは振り返った。着替えにかかったエイブラムが、首に提さげたペンダントをボディスーツの中から引っ張り出すのを見た。くすんだ銀色の、おそらく屍し銀ぎん製であろうロケットペンダントを。
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    「どうした、顔色が悪いぞ」


    　壁に寄りかかって浅い息を繰り返し、胸を押さえていたニコラスに、退室してきたばかりの警部が言う。「大丈夫だ」とニコラスは、目め眩まいに耐えて言った。また、胸に穴が開いたような感覚に襲おそわれたのだ。きっかけはやはりエレホールド親子であり、あのペンダント──息子から父親への贈り物を見てからだ。


    　対照的に警部は、どうやら面倒が片付きそうだという安あん堵どから晴れやかな顔をしていた。


    「さっきの取っ組み合いを見る限り、あのスチームアーマーはかなり使えそうだ。何せ、あのサラマンダーとザジの二人を相手にできたんだからな」


    　この頃にはニコラスはだいぶ体調が回復してきていて、壁から離れて平気な風を装よそおう。ニコラスは自分に何度も言い聞かせた──大丈夫、心臓が止まったりはしない。


    「しかし、あのオベールとかいう若造の顔をまた見ることになるとは思わなかったがな。これからはあいつとも付き合わなきゃならんのは、勘かん弁べん願いたいが」


    　オベール──その名を聞いて、ニコラスは思い出した。あの学生の存在は、ニコラスの中で妙に気になるものになっている。


    「……警部。警部はフランスに何か思い入れが？」


    「……なんだ藪やぶから棒に」


    　言いながら、警部はまんざらでもなさそうだ。頰ほおを搔かきながら、


    「昔、フランス人留学生の娘と付き合っていたことがあってな。そのときにいろいろと指導してもらったもんだ。よく言うだろう？　言葉を覚えたければ、その国の恋人をつくれと。俺がお前と同じくらいの年頃の話だが……家内には言うなよ？」


    　警部の惚気のろけには興味を示さず、ニコラスは端的に尋ねる。


    「オベール・ルブランって、フランス系の名前だよな」


    「ああ。それがどうかしたか？」


    「あいつの言葉に、フランス訛なまりがあったか知りたい」


    「ないな。まったくない」


    　妙な質問をしたかと思うと、今度は黙り込む。警部は眉まゆ尻じりを下げて笑った。


    「何を気にすることがある。今どき、アメリカで生まれ育ったフランス系なんて珍しくもないだろう。ドイツ語の苦手なドイツ系や漢字の読めない中華系だっているぞ」


    「……そうだな。気にしすぎかもしれない」


    　認めて、ニコラスは廊下を振り返った。


    　何か恐ろしいものが追いかけてこないか、確かめるかのように。
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    　新庁舎の玄関ホールで、ザジはニコラスが戻るのを待っていた。じっと立ちすくむ姿はまるで彫ちよう像ぞうか何かのよう。しかも今はあちこちに煤すすがこびりつき傷だらけになっているせいで、普段以上の不気味な圧迫感をたたえている。


    「ハイ、ザジ！」


    　緑色の混じった銀髪をなびかせて、シルフがザジの背中をばしんと叩たたいた。手には、買ってきたばかりのコーラの瓶びんがある。


    「今日きようはお疲れさん。さっきはうちのサラマンダーをかばってくれてありがとね」


    　ザジはゆっくり首を回し、黄色い独眼でシルフを見下ろした。


    「……、…………？」


    「んふー。さーね、あんたの中身なんて知らないよ。あたしは、バスカーズの真鍮男ブラスマンに話しかけてるだけだし」


    　言って、シルフはコーラをあおる。ザジは再びヘルメットを正面に向けた。


    「……。…………、……。」


    「へー。そーいえばあんたら、あのデ……警部とつるんでたんだっけ。その方針ってあんたが決めたこと？　それとも彼氏？」


    　ガンッ、とスチームアーマーの中から音がした。外からではわからないがそれはたとえるなら、鎧よろいの中の人間が狼ろう狽ばいのあまり頭を急に動かして、ヘルメットの内側にぶつけてしまったような音だった。


    「……？　……、…………!?」


    「あ、そだっけ。ごめんごめん」シルフは軽く謝り、空からになったコーラの瓶を振る。「でもじゃーさ、あんたらの関係っていったい何なわけ？　単なるビジネスパートナー？」


    　ザジは沈黙した。無視をしているのではなく、考えている。ニコラスと、自分の関係──。


    　考えている間にも、ザジとシルフの目の前を庁舎の関係者や記者が行き来している。シルフに気づいて好奇の目を向ける者もいるが、隣のザジの圧迫感に目をそらす。あるいは、おしゃべりに夢中で見向きもしないものもいる。


    　たとえば、男女二人組の記者。


    「お笑い草だわ。屋上には案内されなかったじゃない。わざわざ変装して記者に紛まぎれ込んだのが馬ば鹿かみたい。結局、外から植え付けることになったし……」


    「この建物の構造はわかった。いずれ役に立つ。兵隊を集めてここに立てこもるときとか」


    「貴男あなた、まさかそれが目当てで……」


    　覚えのある声を聞きつけて、シルフはその二人連れに注目した。帽子を目ま深ぶかにかぶった、いかにも記者らしい二人連れ。カメラをベルトで首に提さげている女のほうは顔が陰になっていて窺うかがえない。男のほうはアジア系で、その顔立ちに見覚えがあるような、ないような……。


    　シルフは無言で、手の中に緑色の結晶を生み出した。エメラルドに似た結晶を握って砕き、破片が舞い散る。破片は微び細さいに砕かれて空気に混じり、空気をかき混ぜて風の流れを作った。


    「……よっと」


    　風を二人組に向かって投げつける。緑色の風は、女の帽子を吹き飛ばした。帽子の下に押さえつけられていたアイビーグリーンの髪があふれ出る。


    　振り返った女と目が合う。マスクもなければ緑色のコスチュームもないが、髪と顔の輪りん郭かくから、シルフは相手の正体に気がついた。


    「アルラウネ!?」


    「シィルフゥ！　ここで会ったが──」


    　女が両手に挟み込んだカメラから、無数のツタが生えた。無機物から植物型のクリーチャーを生み出すアルラウネの能力──植物化していくカメラを抱えて挑いどみかかろうとするアルラウネを、背後から連れの男が止める。


    「バカ待てバカ待て！　ここで争あらそうのまずい！　計画が駄目になる！」


    「でもだけど手を伸ばせばそこにトライデントがッ！　ああもうダメ我慢できないわ！」


    「黙れ！　こっち来る！」


    　ほとんど羽は交がい締じめで引きずるようにして、男がアルラウネを連れて玄関ホールから逃走をはかる。シルフは瓶びんを投げ捨てて、すぐに後を追った。


    「ザジ！　あいつら逃亡犯！　捕まえるの手伝いな！」


    　このわかりやすい注文オーダーに、ザジは張り切って応こたえた。シルフと並んでホールを駆かけ抜け、逃げ出した二人を追う。


    　追われる二人は玄関口から外に出たところで立ち止まり、ブロンジィはアルラウネの手の中で変生されつつあったカメラを奪い取った。


    「よこせ。ここを閉ざす」


    　玄関に向けて投げつけられたカメラは、空中で分解・変生された。レンズやシャッター部品、ネジの一本一本までが植物の種子となり、その種子は床ゆかにぶつかるや発芽、生長──ホールの広い出口を、節ふしのある緑の植物が這はい回り、檻おりのように封じ込めた。


    　ザジは走ってきた勢いのまま、道を塞ふさぐ植物を殴りつける。


    「……!?」


    　さほど頑がん丈じようそうにも見えない植物の格こう子しは、びくともしなかった。ザジはもう一度殴りつけたが、手て応ごたえすらない。まるで地面を殴っているような感触に戸惑い、今度は格子を引きちぎろうと摑つかんで揺さぶってみる。


    「やめときな、ザジ。無駄だから」


    　シルフが言う。彼女の視線の先には、格子の向こうで遠くなっていく二人の姿がある。


    「あの男、ブロンジィだ。あいつの能力が作用してる間は、ここから出られない」


    　言ってから、シルフは廊下を目指して駆かけだした。


    「空からあいつら追ってみる。あんたはついてこなくていーよ！　目立つし！　彼氏によろしく！」


    　ザジはまたヘルメットに頭をぶつけそうになった。シルフは勝手なことを言うだけ言って、走っていってしまう。


    「……。」


    　また、ザジはホールに立ち尽くす。さっきよりも、いくらか威い圧あつ感かんが増したようだった。ホールにやってきた人間はまずザジの存在に驚き、次に玄関ホールが破壊不可能な植物によって完全に封ふう鎖さされていることに驚いた。


    「ザジ、待たせたな……って、なんだあれ」


    　ようやくやってきたニコラスも、やはり植物を見て驚いていた。ザジが見たことを説明すると、表情を険けわしくさせる。


    「脱だつ獄ごくしたアルラウネがブロンジィと一緒に、ここへ……？　いったい、なんでまた」


    「……。」


    「……まあいいか。逃亡犯の逮たい捕ほは警部からの注文になかったし、シルフに任せとけ。別の出口を探そう」


    　ニコラスは相棒を振り返り、思い出したように付け加えた。


    「ああ、そういやあの模も擬ぎ戦せんの結果だけど、警部がえらく喜んでたぞ。報ほう酬しゆうもはずむとさ。お前の手柄だな」


    「……、…………。」


    「ああ、ご褒ほう美びは何がいい？　ほっぺたにキスしてやろうか？」


    　ザジが盛大にずっこけた。頭からホールの床ゆかに突っ込んでいったザジを見下ろし、ニコラスは目を丸くしている。


    「冗談だよ」


    　廊下に向かって歩き出す──少し傷ついた顔で。


    「……そんなに嫌がらなくてもいいだろ」

  


  
    三章　エンジニアド・ライオット


    



    



    　気がつくと暗くら闇やみの中にいた。


    　眠りの中にあるような感覚。実際、自分は眠っていたのだろう。


    　何も見えない。何も覚えていない。音が聞こえる。機械がうなる音。歯は車ぐるまがチクタク刻む音。


    　いつからこうしているのかは覚えていないが、ずいぶん長い間ここにいるような気がする。ここで、この暗闇の中で、チクタクと鳴る歯車の音を聞いていたような気がする。


    　足音。


    　誰かが来た。誰かがいる。すぐそばで、自分を見下ろしている。


    　誰だ？


    「やっぱり、お前にこれはふさわしくない……これだけは。エスケープメントは」


    　誰かが言った。声には聞き覚えがある。でも、誰の声かは思い出せない。


    　カチャカチャと金具が鳴った。工具で機械をいじっているような音。チクタクに混じって聞こえてくる。


    　薄目を開けた。誰かの手が見える。手袋をした手が工具を握り、この身体からだに差し込んでいる。自分の、機械の心臓に。


    　歯車の音が止まる。チクタクという音が聞こえない。手袋をした手が何かをこちらに見せつける。


    　それは歯車。心臓から取り出されたもの。


    「預かっておく」


    　チクタク鳴る音が聞こえない。大切な何かが欠けてしまった気がする。


    　世界が遠い。この体が自分のものではなくなった気がする。


    　意識が虚きよ無むに吸い込まれていく。


    　胸に開いた虚無に、世界が吸い込まれていく。


    



    　チクタク鳴る音が聞こえない。


    　とても静かだ。だから、その足音ははっきりと聞こえた。


    　誰かが近くにいる。そばで、自分を見下ろしている。


    　薄目を開けた。細くて白い指が、機械の心臓に連なるドラムに触れている。


    　カチリと音が聞こえた。


    　チクタクチクタク、歯車が動き始めた。


    　世界が広がる。胸の虚無には光が満ちている。視界が広がる。


    　手の主ぬしが視界に入ってくる。虚無に光を与えてくれた相手がそこにいる。


    



    
      ◆

    


    



    　ニコラスは目を覚ました。


    　見慣れた天井、見慣れたリビング──ここはビザーバーグで、チェスターフィールドじゃない。心臓はちゃんと動き、歯は車ぐるまはチクタクと嚙かみ合っている。夕食後のソファで、まどろんでいた自分に気づく。またしてもじっとりと汗をかいていて、ニコラスは胸の中にうずくような虚きよ無む感かんを覚えていた。まるで、心臓を構成する部品を一つ抜き取られたような。


    「……ああ、そうか」


    　確信は、ゆっくりと訪れた。あの生々しさ──今のは夢じゃない。記憶だ。過去に見た景け色しきが今、長い時間を飛び越えて戻ってきたのだ。


    　贈り物、プロフェッサー・ザカリウス、エスケープメント、抜き取られた歯車──すべて、実際にあったことに違いない。息子って何のことだ？　エスケープメントとは何だ？　抜き取られたのは、いったい──。


    「ニコ？」


    　傍かたわらからいきなり声をかけられて、ニコラスは飛び上がりそうになった。ザジが、ソファの背もたれから身を乗り出し、心配そうな顔でのぞき込んでいる。


    「また、うなされてた」


    　ハンカチで汗をぬぐってくれる──その手を見て、さっきの映像が脳のう裏りで反はん芻すうされる。ニコラスの胸のドラムに触れた指。


    「ザジ、お前──？」


    　首をかしげて、ザジはニコラスの言葉の続きを待っている。──いや、とニコラスは自分の想像を打ち消した。そうと決まったわけじゃないし、検討すべきことは山ほどある。


    「なんでもない。ただ……聞いてほしいことがある」


    



    
      ◆

    


    



    　レネゲイドタワー最上階のオフィスで報告書を読んだアンジェリーナは、机の上に置かれたオブジェクトを見つめた。小さなクラフトが卓上ランプの明かりを受けて影を投げかけている。


    　デスクに埋め込まれたテレグラフを引き出して、レプチューン社飛行機械開発部へ接続。待機させていたシルフ──エレンディラの顔が真空管に映った。彼女が慌あわてて隠したのはワインのボトルのように見えたが、問い詰めるのは後にする。


    「報告は読んだわ。とりあえず、ご苦労様」


    『あれ？　ブロンジィとアルラウネの追つい跡せきに失敗したこと、怒られるかと思ってたんだけど』


    「それはまた今度ね」


    　アンジェリーナはオブジェクトをテレグラフのレンズによく見えるよう、掲かかげてみせた──細い管くだが絡からまり合ったような、奇妙な形のクラフト。


    「このクラフトを市庁舎の屋上に仕掛けたのが、ブロンジィとアルラウネだというのは本当なの？」


    『仕掛けるところを見たわけじゃないってば。あいつら、屋上がどうこう言ってたからさ、気になって調べてみた。そしたら、それが見つかった。手すりに絡みつけてあったの。そんだけ』


    「工事責任者や職員に尋ねてみたけれど、心当たりがないそうよ。やはり、あの二人が仕掛けたとみるべきね」


    『で、検査の結果は？』


    　爆発物──なし。


    　違法薬物──なし。


    　ノーベル委員会指定の危険技術──なし。


    　組そ成せいは主に真しん鍮ちゆうと屍し銀ぎん。


    　小型のエーテル波発信機及び受信機とみられる。


    「しかし、受信機としてはオーディオ装置の類たぐいが存在せず、発信機としては近距離にしかエーテル波を飛ばせない、だそうよ」


    『つまり、小型ラジオのできそこないってこと』


    「あるいは、中継器か」


    『中継器？』


    「このクラフトを調べた総合開発部からの報告にあったの。特定のエーテル波を中継、増ぞう幅ふくするための中継器としての可能性が最も高い、と」


    　はあ？　と、真空管の中のエレンディラが眉まゆ根ねを寄せた。


    『そんなのをできたばっかの市庁舎に仕掛けたって？　理由が見えてこないんだけど』


    「あの場所だけでなく、街のほかの場所に仕掛けて回っている可能性だってあるわ。明日あしたにでも調べるつもりよ」


    『ほかにあったらお笑いだ。あいつら、ラジオの海賊放送でも始めようっての？』


    「あの二人がそんな活動に興味があるとは思えないけれど……」


    　キンッ、と金属音にも似た鋭するどい感覚がウンディーネの体の軸じくを貫つらぬいた。痛みはないが不快なその感覚をたとえるなら、耳元で数十匹の子猫が一斉にガラスに爪つめを立てたような。


    　思わず顔をしかめてしまい、シルフが不思議そうな顔をする。


    『どうし……………ネ、なんか………………い、聞こ…………』


    　音声が乱れ、続いて映像も途絶えた。この異常の原因に、ウンディーネは心当たりがあった。


    　──エーテル波！　ラジオや無線と同じ周波数の波……それもこんな強力なものが、なぜ。


    　ミスティックは、常人にはない独特の感覚を持つ。個人差はあるものの、それは主にエーテルやミアズマなどを察知する感覚だ。そのとき感じたのは、ラジオや無線と同じエーテルの揺れだった。


    　立ち上がり、デスクから離れる──途端に不快感は薄れた。やはり……と、デスクの上のクラフトに目をやる。総合開発部の報告は正しかった。あれは中継器なのだ。どこかから発せられたエーテル波が、あのクラフト内部で増ぞう幅ふくされ、再送信されている。


    　次に起こる事態に備え、ミスティックの第六感を研ぎ澄ませているウンディーネの耳に、何かが聞こえてきた。耳障りなノイズのような、話し声のような。


    「……ラジオ？」


    　オフィスの本棚にはレプチューン社製のラジオがあって、ノイズはそのラッパ状のスピーカーから聞こえる。エレンディラが言っていたことが、アンジェリーナの脳のう裏りに蘇よみがえった──ラジオと、海賊放送。


    　本棚まですっ飛んでラジオを摑つかみ、音量のダイヤルを最大にした。ノイズは次第に、明めい瞭りような言葉となった。機械で手を加えているのか、性別すらわからないほどくぐもった声が話している。


    『……皆さん、ごきげんよう。ニュースの時間です。ぼくの名前はゴルディアス。ビザーバーグの住民の皆さんに、窓を開けてみるよう勧すすめます。今夜のビザーバーグは雲が少なく星空がよく見える』


    　同じ声がデスクのほうからも聞こえてきている。ウンディーネはラジオを摑んだままデスクに向かった。開きっぱなしのテレグラフには、金属パイプを絡からみ合わせて作ったような奇妙なヘルメットをかぶった人物の姿が映っていた。


    　ボウボウと、どこからともなく汽き笛てきのような音が響いている。


    



    
      ◆

    


    



    「記憶が戻ったんだ」


    　ザジの眉まゆが少しだけ持ち上がった──驚いたときの仕草だ。返事を待たずに言う。


    「ほんの一部だけな。この心臓を埋め込まれたときの記憶だったと思う。胸の機械はエスケープメントって呼ばれてた。聞き覚えは？」


    「……わからない」


    　首をひねっている。覚えていようがいまいが、技術者でもない彼女に機械心臓の部品のことなど聞いても無駄だろう。


    「そのエスケープメントから誰かが部品を抜き出すところも見えた。これくらいの、小さな歯は車ぐるまだ」


    　ザジはぽかんとしている。あの夢が本当に記憶のフラッシュバックなのか裏付けが欲しかったのだが、この様子では期待できそうにない。ほかにも、ニコラスは彼女に尋ねたいことがあった。歯は車ぐるまを抜き出されて動きを止めた機械心臓を再起動してくれた手の主ぬしのこと、それに、ザカリウスのこと。


    　蘇よみがえった記憶の中でプロフェッサー・ザカリウスは、ニコラスに「息子」と呼びかけていた。言葉どおり解かい釈しやくするなら、ニコラスの体に機械を植え付けたのは自身の父親で、同時にニコラスはディスコルディア構成員の身内ということになる。


    「……ニコ？」


    　ザジが不思議そうに尋ねる。彼女に言うべきか？　ひょっとすると自分は、彼女から家族と人生を奪った側の人間かもしれない、と。


    　馬ば鹿かな、とニコラスは自分の考えを打ち消した。結論を出すのが早すぎる。蘇った記憶のことを話すのも懺ざん悔げして許しを乞こうのも、自分の過去に確証を得てからでも遅くはない。


    　そう自分に言い聞かせている間も、ニコラスの胸の奥はうずいている。埋めがたい虚きよ無むがゆらめいている感触がある。これは、エスケープメントとやらに歯車が足りていないせいだろうか。それとも足りないのは、もっと別の何かか？


    「……なあ、ザジ。聞きたいんだけど」


    「何？」


    「お前にとって家族は──父親はどういう存在だった？」


    　ニコラスはぎょっとなる。ザジが妙な顔をしたからだ。吐き気でもこらえるかのように眉まゆをしかめて、唇くちびるをぎゅっと結んでいる。その隙すき間まから、わずかに声が漏もれた。


    「ミーシャ……」


    「……ミーシャ？　誰？」


    　どこからか鳴るベルの音に、ニコラスはようやく気がついた。リビングにあるテスラ式通信機のベルではなく、ガレージから。話に入れ込みすぎて気づかなかった。鳴っているのは、ガレージにあるクラフトの《ミーシャ》だ。


    「……うぇ」


    　ザジの眉み間けんの皺しわが深まり、座ったまま前屈かがみになる。家のまわりが急に騒がしくなった。


    　ニコラスはすぐにソファから立ち上がり、ガレージへ向かう。壁一枚を隔へだてた外では、野の良らのクリーチャーが驚いて吠ほえ回っているのが聞こえる。


    　クリーチャーとミスティックはエーテルの動きに敏感だ。軍事通信のような強力かつ大幅なエーテル振しん幅ぷくは彼らの神経を刺激する。ニコラスがガレージに所有している旧式受信機の場合、受信時には共鳴によってエーテルのさざ波を引き起こす、らしい。


    　その感じ方はミスティックによってそれぞれで、うっとりするような多幸感、その場から動けなくなるほどの恐怖、重度の精神疾しつ患かんのような幻げん聴ちよう幻げん覚かく……例を挙あげればキリがない。ザジの場合は船酔いに似て、ただただ気分が悪くなる。


    　ガレージでニコラスは床ゆかのハッチを開けて、ご対面──その図ずう体たいの大きさからザジに小熊ミーシヤと名付けられた機械の受話器を取り、ハンドルを回してローターを転がす。受話器から、しわがれた老ろう婆ばの声が流れ出す。


    『……坊やかい』


    「ああ。久しぶり、マダム」


    　マダム・ヘイズ──ニコラスとザジの後こう見けん人にんを自称するミスティックの老婆。今は街を離れて留守にしていた。


    『通常のテスラ式無線を使うには距離が離れすぎてるんでね。軍の通信機を借りてる。北極実用化協会の砲ほう弾だん衛えい星せいを使った長距離通信だ。ちゃんと聞こえてるね？』


    「もちろん。ジョークの一つでも聞かせようか？」


    『そんな時間はないから、黙ってお聞き。トラブルが深刻になってきてね。あんたたち二人の力を借りなきゃいけないかもしれなくなった』


    　通信機越しでもマダムの声はいつもと変わらず、老人とは思えない凜りんとした覇は気きがあった。彼女はザジのように、この通信で気分が悪くなったりしないのだろうかと疑問に思う。マダムがエーテルの揺れに酔うかどうかは不明だが、彼女の経歴を考えればとっくに克服していてもおかしくない。


    『あたしはまだ、マンハッタン沖の軍艦の中だ。すぐにでもそっちに向かいたかったところだけど、腕わん白ぱくどものお守もりが忙しくてね』


    「さぞ手のかかる子供なんだろうな」


    　ニコラスが知る限り、マダムが腕白という単語を使う相手はたいてい警察や政府のお偉方だ。


    『まず、あたしがこっちに来た意図を説明しておこうか。電光弾フルギユレーター発射施設の監かん査さだ』


    　今度は軽口を言うことができなかった。電光弾──ノーベル委員会Ⅱ種指定の危険技術。大国間のパワーバランスを決定づける戦略兵器。


    『ロシア帝国絡がらみでカリブ海のあたりがきなくさくなってるだろう？　合衆国はとっくに手を打ってあるのさ。詳しい場所は言えないけど、《非常事態に対して断固たる対応が可能な施設》ってのを用意した……言っておくけど、こいつはオフレコだよ』


    　当たり前だ。そんな簡単に国家機密を打ち明けるな、この家が盗聴されていたらどうするんだ……と、言いたいことはいろいろあったが、言っても無駄だろうし先が気になる。


    『その秘密施設で働く職員に、ディスコルディアシンパの疑いがかけられてね。尋じん問もんにあたしも立ち会うことになったんだが……先手を打たれた。あたしらの動きを察知して、電光弾を飛ばしたんだ』


    　ガレージがぐらりと揺れた気がした。頭の中で、第三次世界大戦という文字が躍おどる。


    『とは言っても、実際に電光弾が発射されたわけじゃない。あらかじめ発射装置は破壊しておいたからね』


    　それを聞いて肩の力が抜けた。そして湧わいてくる疑問──なら、「飛ばした」とは？


    『そのディスコルディアシンパの職員は、こういう事態を見越して発射サイロに仕掛けをしてあった。電光弾フルギユレーターそのものを変生して、クリーチャーに変える仕掛けを施ほどこしてあったのさ。あらゆる変生現象クリーチヤライズ対策が、すべて突破されていたよ。あの技術、この間あんたが戦ったソーンボーンのものに似ていたけど……それはまあどうだっていい』


    　そう、どうだっていい。問題は、そのクリーチャーがどうなったかだ。


    『電光弾は弾頭内部でミアズマを加速させ、相そう転てん移いを起こしたミアズマ同士を衝しよう突とつさせることで甚じん大だいな電光爆発を起こす仕組みだ。そいつから変生されたのが、飛行可能なゴージャー・クラスの有翼クリーチャー。変生された時点で弾頭内のミアズマは加速状態にあった。そんな危険なものを抱えたクリーチャーを止める手段なんて、そうあるもんじゃない。飛行空母まで動かしての作戦はすべて失敗。たった今、最終ラインも破られた』


    「いいからさっさと結論を言ってくれ」


    　嫌な予感に気をもんでいたニコラスは苛いら々いらとつぶやく。だが、この話がどこに行き着くかはだいたい予想がついていた。


    『そのクリーチャーはビザーバーグに向かってる。まるで何かに導かれてるみたいに、正確なルートでね。下へ手たをすりゃ、街の一切合がつ切さいが消し飛ぶだろう。報道管制のおかげで電光弾のことを知ってる人間は、今のところ限られてる。警察やトライデントの……──』


    　通信が、ノイズに飲み込まれて消える。さては故障かとニコラスがミーシャの部品に手を伸ばしたそのとき、ごつん、と背後で音がした。振り返ると、廊下にラジオが転がっている。テスラオイルの入った管のあたりに黄色い光がこびりついていて、どうやらザジが能力を使ってよこしたらしい。


    　ラジオからは、聞き慣れない男の声が流れていた。


    『……今夜の天気は晴れ、ときどきゴージャー・クラスのクリーチャー。月夜を背景に飛ぶクリーチャーの姿がよく見えるでしょう』


    



    
      ◆

    


    



    　そのとき、新市庁舎周辺をのぞく街のほぼ全域で、その海賊放送が流れた。ラジオだけでなくテレグラフの放送もジャックの憂うき目に遭あい、真空管には奇妙なヘルメットの人物の姿が映し出されることになる。


    　ビザーバーグに限った地域で行おこなわれたこの違法放送は、多くの市民を引きつけた。


    



    『皆さん、ごきげんよう。ニュースの時間です。ぼくの名前はゴルディアス。ビザーバーグの住民の皆さんに、窓を開けてみるよう勧すすめます。今夜のビザーバーグは雲が少なく星空がよく見えることでしょう。さて、ここからは天気予報です。ビザーバーグの今夜の天気は晴れ、ときどきゴージャー・クラスのクリーチャー。窓を開けてみましたか？　空を見上げてみれば、全長およそ三百五十フィートのクリーチャーの姿が肉眼で確認できることと思います。あれだけ大きければ、街のどこからでも探すのにさほど苦労はしないでしょう。ここまで羽音が聞こえてくるくらいですからね……おっと、ここでニュースが入ってきました。あのクリーチャーの出身地が判明した模様。政府の秘密施設の発射サイロで生まれたとのこと……電光弾フルギユレーターから変生されたクリーチャーのようです。電光弾！　敵国の首都とそこに住む人間を残らず粉々にするための兵器ですね。おや、さらに続報が……電光爆発を引き起こす弾頭部はまだクリーチャーの頭部に残ったまま、だそうです。つまり、まだ爆弾としての機能は有しているということになりますね。これはゆゆしき事態です。ビザーバーグが消し飛ぶかも。うっかり聞き逃のがした人のためにもう一度言いましょう。あのクリーチャーは、電光弾です。しかし飛ひ翔しようのための燃料を大量に積んだ電光弾から変生されたのなら、あれだけのサイズになるのも納得……え、もう時間？　ああそう……今日きようのニュースは以上です。では皆さん、よい夜を』


    



    　人々はこの放送に耳を傾け──あるいは単に空を見上げて、あるいは月光が陰るほどの巨大な影を目まの当たりにして、あるいはボウボウという汽き笛てきのような鳴き声を聞いて──街に訪れた脅きよう威いを知った。放送を聞き逃してクリーチャーの正体を知り損そこねた者も、突然荷造りを始めた隣人にその理由を尋ねて電光弾のことを知り、青ざめる。


    　このときビザーバーグにいたあらゆる種類の人間たち──ヒーロー、スチームシーカー、警察官、アパートの部屋で父の帰りを待つ少年、工房でスチームアーマーのテストを行おこなっていた技術者──。


    　彼らを、長い夜が待っていた。


    



    
      ◆

    


    



    　赤毛のＢＢは大慌あわてで用意したいくつものカバンに、書類をぎゅうぎゅう詰め込んでいく。ミネルバの設計資料とか工房の賃貸契約書とか、重要な書類なのだがいちいち構っている暇ひまはない。


    「まだなのか、ＢＢ」


    　エイブラムが泣きそうな声を出した。ＢＢはカバンを押さえつけながら、


    「今やってる！」


    「早くしてくれ。急いでダニエルのもとに行かないと……」


    　すでに用意を終えたエイブラムは、窓辺に立って不安げに空を見上げていた。


    「しかしエイブラム。本当に、ミネルバを置いていってもいいのかね」


    「命には代えられないじゃないか」


    「やれやれ。苦労して作ったってのに、早くも電光弾フルギユレーターのチリか」


    　テスラ式通信機のベルが鳴った。「出たほうがいい。もしかするとダニー坊やかも」とＢＢは言って、ようやくカバンを一つやっつけた。エイブラムが受話器を取って応対している間に、もう一つ片付ける。小太りなＢＢは、この時点ですでに息が荒い。


    　──街に来ていきなりこの騒動とは、縁えんがなかったとしか思えないな。


    　愛着どころか、来たばかりで地理もろくにわからないこの街と心中するつもりはさらさらなくて、二人はとっとと逃げ出すことに決めた。仮にそうでなくても、ミネルバで電光弾をどうにかできるとは思えなかった。大抵の攻撃には耐えられるミネルバでも、戦略兵器はさすがにどうしようもない。


    　ようやくカバンをすべて片付けたとき、ちょうどエイブラムも戻ってきた。ＢＢはカバンをすべて玄関まで蹴けり転がしていく。


    「行こう、エイブラム。一つ持ってくれ」


    　エイブラムは返事もせず、黙ったまま作業場に向かう。そこには、修理を終えたばかりのミネルバが寝かされていた。


    「エイブラム？　どうした？　モタモタしてると街に取り残されるぞ」


    「……ＢＢは行ってくれ。ダニエルをこの街から連れ出してくれ」


    「何だと？」


    　あろうことか、エイブラムは工具箱を取り出してミネルバに取りかかり始めた。背中の背面ポッドを外そうとしているらしい。ＢＢは大声で喚わめきながらエイブラムのもとに走った。


    「馬ば鹿かかお前！　今にも街が消しよう滅めつしそうだっていうのに、何を仕事なんかしてるんだ！」


    「あのクリーチャーを解体する方法がある」


    「ないよ！　あったとしても、ミネルバには無理だ！」


    「あるんだ」


    　エイブラムはＢＢの目をじっと見つめて言った。


    「フィラデルフィアから、ミアズマ採集用のエーテル収束機を持ってきているだろう。あれを、背中の武装ポッドと換かん装そうする。うまく使えば、あのクリーチャーが宿す電光弾の弾頭を吸い出せるかもしれない」


    　ＢＢは啞あ然ぜんとした。エイブラムが言ったことは、理論上は可能かもしれない。でも実際にはそれは『高温に耐えるバケツとロープさえあれば火山の溶岩をすべてくみ上げて噴火を鎮しずめることができる』と言っているようなものだ。エーテル収束機を電光弾の解体に使うだなんて、そもそも想定すらしていない。


    　しかしＢＢが何よりショックだったのは、エイブラムが淡々とそんな説明をしたことだった。まるで、誰かに吹き込まれたかのように。


    「今の電話は誰からだ？　何を言われた!?」


    「……誰かはわからない。でも、私がミネルバを使わなければみんな死ぬと言われた……ダニエルも」


    「馬ば鹿かなこと言うな。そんなものイタズラに決まってるだろ」


    「ゴルディアスと名乗っていた」ＢＢが息を呑のむ。「声も、あのラジオの声にそっくりだった。偽にせ物ものか本物か……私には判断がつかない」


    　ゴルディアス──街にクリーチャーの到とう来らいと破は滅めつを告げた人物。正体不明の怪人フリークス。


    「だとしてもだ！　息子を放っておくほうがよっぽど危ない」


    「街の外に逃げる方法はないらしい。駅も、道路も、人であふれて使えないと言われた。それに、もうじき暴動が起こるとも」


    「デタラメだ」


    　そう言うＢＢの声は震えている。実を言えば、ずっと街が騒がしいことに彼も気づいていた。この騒がしさは、街のいつもの姿ではなくもっと異常なざわめきだ。


    「噓うそだよ、エイブラム。本当だとしても、お前が行く理由にはならない。だいたい……そいつはいったい何がしたいんだ！　クソッ！」


    「ダニエルを迎えに行ってくれ、ＢＢ。できるだけの手段を使って街から連れ出してくれ」


    「本当に行くつもりなのか？」


    　エイブラムはスチームアーマーの下に着るボディスーツに着替え始めている。止めようとしたＢＢに、エイブラムは穏やかな目を向ける。


    「頼む、ＢＢ。あの子に危険が及ぶ可能性は、できるだけ排除したいんだ。ダニエルのことはこの街じゃお前にしか頼めない」


    　エイブラムの覚悟に気け圧おされたように後ずさり、ＢＢは頼りなく浮いた足取りで工房を出た。書類や青写真の入ったカバンも置き捨てて、親子のアパートへ急ぐ。


    　エイブラムの目は本気だった。本気で、あのクリーチャーを解体するつもりなのだ。お前はただの技術屋で、ただの父親だろうが──そう考えて、ＢＢは歯は嚙がみした。あいつに、そんなことをしなきゃならない理由なんてない。


    　走りながらＢＢは、思わず空を見上げてしまう。工房街の低い屋根の間から見える夜空には、クリーチャーの姿はない。


    　通り過ぎた工房ではラジオがつけっぱなしになっている。ラジオはとっくに正体不明の男から、緊張したアナウンサーの声へと変わっていた。


    『……今！　たった今、クリーチャーが街に降り立ったとの情報が入ってきました。着陸地点はレネゲイドタワー……レネゲイドタワーの最上階のようです』


    



    
      ◆

    


    



    　クリーチャーが降り立ったことで厳戒態勢がしかれたレネゲイドタワーの周囲は、警察車両によって完全に封ふう鎖さされていた。その中にはもちろん、特殊蒸気犯罪課のデイナ・ヘンナガン捜査官の姿もあった。


    「あれは……ちょっと警察わたしらの手には負おえないでしょ」


    　アフロヘアを傾けて見上げる先にそびえ立つのは、街一番の高層建築物──レネゲイドタワーがある。だが、彼女が今見上げているのは街を睥へい睨げいする資本の象徴ではなく、その頂点に巻きついている生物だった。


    　クリーチャー──大きさは間違いなくゴージャー・クラス。蛇へびかミミズのような長くうねった胴体から、コウモリのような翼が生えている。瞳ひとみらしきものはなく、頭部にあるのは大きな口だけ。気味の悪いことに、唇くちびるとその隙すき間まから見える歯は人間のそれによく似ていた。


    　ふうふうと荒い息が背後から聞こえて、デイナは振り返る。


    「あ、ボス。遅かったですね」


    　警部はハンカチで額ひたいと首回りの汗をぬぐい、タワーに絡からみつくクリーチャーを見上げた。


    「……なんてこった」


    　この現場にいた警官のうち、何人が同じ台詞せりふを吐いただろう。警部は多くの警官がしたように口をあんぐり開けて呆ぼう然ぜんとしてから、デイナに言う。


    「トライデントと連絡は？　まさかまだ、あの中に……」


    「ウンディーネは、建物内に残っていた人間の避難誘導をしてるそうです。サラマンダー、シルフとはまだ連絡とれてません」


    「……まさか、あれに攻撃を仕掛けようとしてるんじゃないだろうな」


    「……それは何とも」


    　二人揃そろって青ざめる。デイナはわずかな希望にすがりつくように、


    「で、でも、例の海賊放送が本当だとは限りませんし……」


    「その後の警察無線は聞いていなかったのか？」


    「周辺住民を避難させてたもんで……何かあったんですか？」


    「あのクリーチャーには絶対に手を出すなという指示だ。俺おれのほうから課長と連絡をとってみたが、どうも政府からの干かん渉しようがあったらしい。はっきりした情報はもらえなかった」


    「ボスの意見は？　電光弾フルギユレーターから変生されたっていうのは本当だと思いますか？」


    　車に背中を預けて息を整えていた警部は、帽子で首元を煽あおぎつつ神妙な顔で答える。


    「……課長の反応からして十じつ中ちゆう八はつ九く、本当だろうな。上の連中は何か心当たりがあるが、あえて隠してるみたいだ。現場の俺たちが何に命を懸かけてるかくらい、教えてもらいたいもんだが」


    「最悪」


    　デイナが憂ゆう鬱うつそのものの顔で言ったとき、地上を緑色の風が吹いた。翼の羽ばたく音とともに、影が警官たちの頭上を横切る。空に注意を向けていた警官たちが、新あら手てのクリーチャーかと驚いて低く身をかがめる。


    「うひゃー、本当に巻きついてやんの」


    　緑髪混じりの銀髪をなびかせた少女が、デイナと警部の前に着地した。背中には、機械翼を持つ小型羽オ撃ー式ニ飛ソ行プ機タ械ー。デイナの目の前で、ゆっくりと翼が折りたたまれていく。


    　さらに大きな翼が風を撃うつ音とともに風がデイナのアフロを揺らした。トライデントの羽オ撃ー式ニ飛ソ行プ機タ械ー、キングフィッシャー号がホバリングの後に着陸──コクピットからは青い髪をなびかせてウンディーネが降りてくる。


    「遅れて申し訳ありません。タワー内にいた人々の避難を優先させたので」


    「ご苦労さん、サラマンダーは？」


    「空から見張らせています。それより、一刻も早くこの騒動の黒幕を捜さないと」


    「黒幕？　あのラジオの放送主のこと？」


    「ええ。とりあえず、あのゴルディアスを名乗る人物が放送をジャックした方法については見当がつきました」


    　ウンディーネはウェストケースから、毛玉のように細いパイプが絡からまり合ったデザインのクラフトを取り出した。


    「これが、街のいくつかの地点に仕掛けられていました。海賊放送の発信源です」


    「こんな小さな機械で？」


    「複数の発信源からエーテル波を中継する多重通信です。分割された複数のエーテル波をここで復調する仕組みでしょう。放送へ割り込むだけでなく、どこが大おお本もとかをわかりにくくする役目もあるようですが」


    「調べられる？」


    「できなくはありませんが、時間がかかりすぎます。急がないと、警察もトライデントも動けなくなってしまうかもしれない」


    　どういう意味かデイナは尋ねようとしたが、道路を塞ふさぐ警察車両から流れてきた音声がそれを妨さまたげた。警察無線から流れ出したいやに冷静な声が、望まぬ事態が進行しつつあることを告げる。


    『市内にて暴動が発生。複数の店舗が略りやく奪だつを受けている模様。至急エイサツプ、コード３にて急行せよ。該がい当とう地区は、フェアデール、ウェストアンクシー、サウスグース、イーストハリアー……』


    　時を同じくして、キングフィッシャー号の無線からサラマンダーの声が流れてくる。


    『こちらサラマンダー！　まずいよウンディーネ！　街のあちこちで大騒ぎが起きてる！　いろんなところが襲おそわれてるみたい！』


    　ウンディーネとシルフが顔を見合わせた。


    「予想より早かったなー」


    「ここまで異常事態が積み重なれば、もはや何が起こっても不思議ではないわ」


    「これもゴルディアスの狙ねらいなの？」デイナがうんざりした様子で尋ねる。「警察をあちこちに駆かり立てて、疲れ果てさせるのが？」


    　ウンディーネは至って真ま面じ目めな顔で「その可能性もありますね」と答えたので、デイナはいよいようんざりしてしまう。


    「とにかく、わたしたちは虱しらみ潰つぶしに黒幕を捜します。シルフ、聞いてたわね」


    「虱潰し、ね。まーた面倒な作戦だこと」


    　シルフは翼を広げて飛び上がった。緑色の粒りゆう子しを帯びた風をまとい、力強く夜空に向かって羽ばたいていく。デイナは、やれやれと肩をすくめる。


    「シルフにあんなこと言って良かったの？　そういう地道な仕事を一番嫌うのに……」


    「だからですよ」


    　ウンディーネはしれっとした顔でデイナに言う。


    「面倒くさがりだからこそ、最短距離を見つける天才なんです、彼女は」


    



    
      ◆

    


    



    　最初に起きたのは、ビザーバーグから脱出しようとする市民たちの大だい渋じゆう滞たいだった。幹線道路はあっという間にあらゆる種類の車両で埋まり、その列が少しも前に進まないとわかると、今度は駅にも押しかけた。


    　ニューヨーク行きのチケットは一週間先のものまで完売し、ハリスバーグ行き、ピッツバーグ行き、フィラデルフィア行きなども同様で、およそ街の外に出る手段のすべてが、ゴルディアスの海賊放送が流れてから二時間足らずでパンクした。


    　空白と化していく街で、次に起きたのは、略りやく奪だつ。主あるじが逃げ出した空からっぽの住居や商店の玄関が破られて、暴ぼう徒とと化した市民が次々に商品や家具を持ち出していく。その有様を、ニコラスとザジは冷ややかに見つめていた。


    「非常事態慣れした街の住人でも、さすがに電光弾フルギユレーターはキツいみたいだな」


    「……。……、……。」


    「そりゃ爆発したときに市内にいたら、まず助からないだろ。スチームアーマーを着ててもたぶん無理だ。そのときはあきらめろ」


    「……。」


    　破壊された料理屋ダイナー、ファイキーズキッチン。その散らかった店内でニコラスはスツールに腰かけ、ザジの鎧よろいの背面装甲に自分のゴーグルから伸びる被ひ覆ふくコードを接続している。ゴーグルのダイヤルをいじって、無線機の周波数を調節──思い出したように、テーブルの上のぬるい瓶びん入りコークを飲む。製氷機も冷蔵庫も打ち壊されているせいで、店の奥からは漏もれ出した冷れい媒ばいアンモニアの刺激臭が漂ただよっていた。


    「警察は大わらわみたいだな。暴動への対応と、タワーの警戒を両方続けないといけないんだから、そりゃそうか」


    「………………。」


    「警部からずっと連絡がないんだよな。暴動への対処で忙しいんだろうが、おかげでこうして警察無線を傍ぼう受じゆしなきゃいけなくなってる……うん、妙だなこりゃ」


    「……。」


    「いや、警部のことじゃなくて警察の動きの話だ。こいつは、まるで……ふーん、なるほど。この暴動、電光弾フルギユレーターだけが原因じゃなさそうだな」


    　鎧よろいとの接続を外し、コードをゴーグルに回収。テーブルの上にコークの代金としてセント硬こう貨かを置いて、ニコラスはザジの肩を叩たたいて立ち上がる。


    「行こう。ひとまず暴動への対応だ。面倒な仕事だから、後でたっぷり警部に恩を着せてやらないと」


    「……、……？」


    「クリーチャー？　ほっとけ。どうせ、俺おれたちにできることはない。それよりも、暴ぼう徒との中から怪しい奴やつを捕まえて絞しぼり上げたほうが得るものは多そうだ。確実に裏に何かある。そいつを吐かせる」


    「……、…………。……？」


    「ああ。それは間違いない。暴徒の発生が不自然だ。この暴動は人じん為い的てきなもので、暴徒を煽あおってる奴がいる。それに、それを指示してる奴もな」


    　床ゆかに散らばったガラスが二人に踏みにじられて【アイアンマスク、拡大続けるロシア帝国へ警告】という記事の新聞紙と混じり合い音を立てる。ニコラスは破られたドアを乗り越えた。


    「……、…………？」


    「暴動を煽る目的？　パニックを起こしたいように見えるけど……住民が街を離れるように仕向けたいのか、渋じゆう滞たいを起こして街を封ふう鎖さしたいのか、あるいは警察や行政を麻ま痺ひさせるのが目的か……可能性だけはいろいろ考えられるな。その全部、って線もあるし。でも今はまだ情報が少なすぎる」


    「……？」


    「街を離れる？　それはなしだ。マダムがボケてるんじゃないなら、これにはディスコルディアが絡からんでる。奴らの尻尾しつぽを摑つかむチャンスだ」


    　破られたドアを大おお股またでまたいで、荒れ果てた路上へ。


    「奴らは何らかの技術を使ってクリーチャーをこの街に呼び寄せた、パニックを引き起こして混乱を煽った、次は何を仕掛けてきて、その最終的な目的は──」


    　一歩外に出た途端、ニコラスはいつの間にか取り出していた小型拳けん銃じゆうを発はつ砲ぽうした。見もせずに撃った弾丸は、出入り口の陰に隠れていた男のつま先を短く抉えぐる。


    　ギャッと悲鳴をあげて、男は持っていたナイフを放り出して地面を転げ回る。


    「……失礼。安全装置セーフテイをかけ忘れるのは俺おれの悪い癖くせなんだ」


    　血をまき散らして転げ回る男をまるで無視して、ニコラスは周囲を見回す。


    「こちらから尋ねるつもりだったんだけど……ひょっとして向こうから来てくれたのかな？」


    　いつの間にか、ファイキーズキッチンを取り囲むようにいくつもの人影が現れていた。数は十から十五。闇やみ夜よのためにはっきりとは窺うかがえないが、全員が手にナイフや棍こん棒ぼうなどの武器を持ち、顔には奇妙な化粧。そしてどういうわけか、頭には手品師がするような大きなシルクハットを載せている。


    「そのメイク……チャイニーズ・ギャングか？」


    　ニコラスは集団を一いち瞥べつして言った。どうやら銃や厄やつ介かいなクラフトを持っている奴やつは一人もいないようで、それならザジ一人でも蹴け散ちらせる。


    　男たちは無言のまま、一斉に襲おそいかかってきた。様々な凶器がニコラスに迫った瞬間、彼の背後から伸びた豪ごう腕わんが手近な暴ぼう徒とを殴りつけた。


    　すぐさまニコラスは背後のザジと位置を入れ替える。ザジは腕を振り回して敵をなぎ倒し、あるいは摑つかんで乱暴に投げ捨てていく。鉄棒で殴りつけられようがナイフで切りつけられようが、ザジの装甲はびくともしない。


    　それでもまた立ち向かってくる敵に、ニコラスは再び発砲した。狙ねらいは男の一人がかぶっていたシルクハット。ザジに殴りつけられても飛ばされなかったところを見ると頭に固定されているらしいが、銃弾を受けて先端が破れて飛んだ。


    「……なんだ、ありゃ」


    　破られた帽子の中身を見て、ニコラスは思わず目を剝むいた。一本の毛も残さずそり上げられた頭には、奇妙な物が取り付けられている。


    『……あちゃあ、見られちゃった。まあ、いずれバラすつもりだったんだけど』


    　絶句するニコラスのゴーグルに、無線が突とつ如じよ割り込んできた。通信を知らせるベルが鳴らなかった。これはまともな通信方法じゃない。例のラジオと同じ、強引な割り込み。このやり方はまるで──。


    「──ゴルディアス」


    『当たりビンゴ』


    



    
      ◆

    


    



    　週末には青空市場が立つ広場スクエアに、ブロンジィはいた。傘かさはささず、杖つえのように地面について手をのせている。背後にはエキゾチックなメイクをしたシルクハットの男二人をはべらせて、白塗りの顔は誇らしげな笑え顔がおをたたえていた。


    　周囲は惨さん状じようというほかなく、多くの市民が暴ぼう徒とと化して商店に押し込み、堂々と商品や家具を持ち出していた。その中には何人か、奇妙なメイクをしたシルクハットの人間がいた。


    「いいぞ！　もっと好きにやれ！」ブロンジィが広場から大声で暴徒に呼びかける。「お前らは悪くない！　あのクリーチャーが悪い！　店を開けて逃げ出す主人が悪い！　おや、あれは……向こうに煙が立ってる。アルラウネか。お前らも火をつけろ！　滅めつ多たにできない経験だ！」


    　タイプライターを脇わきに抱えていた中年の女が、わめくブロンジィのそばを通り過ぎ「うるさいよ、偉そうに。あんた何様だい」と言い捨てて通り過ぎていった。ブロンジィは不興を抱えた顔で唇くちびるを尖とがらせてつぶやく。


    「敬意の足りない暴徒だ。なってない」


    　水を差されて暴徒を囃はやし立てる気が失うせたようで、ブロンジィは懐ふところから地図を広げた。背後の男たちに合図──差し出された竹筆をひと舐なめして地図の一画に○を書き込む。フンフンと鼻歌を鳴らして、観光客のように地図に見入る。


    「さて、次はどうするか。そろそろ南に向かうか。あまりダウンタウンに近すぎても──」


    　風が吹いて地図がなびく──ブロンジィの表情に敵意が走った。切れ長の瞳ひとみをすうっと細めて竹筆を男に返し、地図は折りたたんで懐へ。


    「……頭上から見下ろすのは不ふ敬けい。降りてこい」


    　緑色に輝かがやく風が吹いた。


    　翼の羽音とともに、銀と緑の髪の少女がブロンジィの背後に舞い降りる。シルフはブロンジィに注意を向けつつも、周囲の暴徒に向けて叫ぶ。


    「さあ！　サービスタイムは終わりだよ！　これ以上トライデントの前で盗みを働く奴やつは、片っ端ぱしからとっ捕まえるから覚悟しな！」


    　略りやく奪だつに夢中になっていた暴徒も「トライデント」という言葉で多少我に返った。さらにシルフの姿を見たことで、雷かみなりに打たれたような恐きよう慌こう状態に陥おちいった。略奪品を放り出して暴徒たちは散り散りになって逃げだしてく。


    　だが、その中には何人か逃げずに留とどまっている者たちもいる。彼らは全員がシルクハットをかぶり奇妙なメイク──ウンディーネが言うには孫悟空スン・ウーコンというキャラクターのメイクをしていた。


    　天使のような、と呼ぶにはあまりにも工業的すぎる翼を広げたまま、いつでも飛び上がれるよう警戒しつつ、シルフは挑いどむような視線をブロンジィに向けた。余裕の表れかそれとも罠わなか、ブロンジィはまだシルフに背を向けている。


    「ブロンジィ、あんたいったいいつの間にギャングを再結成したの？」


    「俺おれの人徳の為なせる業わざ」


    「あるかそんなもん」


    　ブロンジィはシルフの見えないところで、ちょっとだけ傷ついた顔をした。


    「あいつら《カッシルダ》だろ。あんたとは縁えんのないどころか、敵対してた連中だ」


    「そこまで調べたか」


    　ブロンジィは手を広げて攻撃の意思がないことを示すと、ゆっくりと振り返る。だが、二人の周囲からは、メイクとシルクハットの男たちが武器を手に包囲の輪を縮めてきていた。


    「お前らは手を出すな」ぴしゃりと言ってからブロンジィは、傘かさを広げて肩にかける。「俺おれの仲間がこいつらを引き込んだ。メイクをさせるよう要望したのは俺だけど」


    「ゴルディアス」


    「そのとおり」


    　シルフは翼のハンドルを摑つかんだまま構える。それがスタンガンにもなることは、ブロンジィも知っている。


    「ここにはあたし一人で来た。新しいお友達がどこにいるか聞かせてもらえたら、うちの石頭と正義馬ば鹿かにはあんたのこと黙っといてあげる。さて、ブロンジィ。おとなしくゲロするか戦うか、どーする？」


    「それは──」


    　ブロンジィの台詞せりふの途中で、包囲の輪を縮めていたメイクの男たちがシルフに向かって襲おそいかかった。シルフはすばやく翼を羽ばたかせて男たちを牽けん制せいし、動きを止めてから手近な一人に、翼のハンドルを押しつけた。


    　ハンドルはトンファーのような形状をしており、先端が押し込まれるとバックパックの風力発電で蓄えた電流を発する仕組みになっている。ハンドルから流し込まれた電でん撃げきでガクガクと痙けい攣れんする男を突き飛ばし、次に襲いかかってくる男の足下に緑色の風を叩たたきつける──巻き起こったつむじ風が、男を宙ちゆうに投げ飛ばした。


    　目の前で望まぬ乱闘が始まり、ブロンジィは頭を抱えてうめく。


    「手を出すなという命令を無視。敬意が足りない部下ばかり。つらい」


    　シルフのミスティック能力は直接戦闘にはあまり向かず、飛翔に邪魔な武装もほとんどしていない。しかし元ギャングの勝負勘と経験のおかげで、格闘──特に多数の敵との乱闘を得意としている。《鷹の聖女ビルヘン・デル・アギラ》の名で鳴らした喧けん嘩か強さは健在で、ギャングの男たちを叩きのめし、次々に地面に這はわせていった。


    「ナイフしかないお前らは電気ショックと相性が悪い。だから待てと」


    　ブロンジィの後方からメイクの男が一人駆かけてきて、ブロンジィの横を通り過ぎてシルフを襲おうとした。その肩にブロンジィの傘の柄えが置かれる。


    「待て、と言っている」


    　その台詞に込められた凄すご味みに、格闘中のシルフも思わずゾッとして振り返った。


    　男の肩に置かれた傘かさの柄えから、赤しやく銅どう色に輝かがやく独特の紋様があふれ出る。紋様はメイクの男の肩を通して、彼の腕や首にまで這はい出し絡からみついていく。それが全身に行き渡る頃には、男は身動き一つしなくなった。


    　ブロンジィのシール──その力を改めて目まの当たりにしてシルフは、このアジア人がトライデントを散々翻ほん弄ろうしてきた強敵であることを今さらのように思い出していた。


    　あらかた敵を片付け終えたシルフは、仇きゆう敵てきに向き直る。


    「硬化能力……相変わらず陰いん険けんな力だね」


    「『固定』だ。『硬化』よりも上」


    　ブロンジィは何も書かれていない白札を取り出し、その表面に赤銅色のシールを走らせた。光の筋すじが紋様を描き、紙の白札はナイフのように屹きつ立りつした。


    「ゴルディアスからはいくつか指示を受けてる。まずはこの連中を使って暴動を起こすこと。もう一つは、お前たちが現れたらこいつを見せること」


    　刃物と化した白札を使い、シルクハットをケーキのように切り裂いていく。固定されたシルクハットが破られて、男の頭部を晒さらしてみせた。


    　シルフが息を呑のむ。そり上げられた男の頭部には、昆虫のような節せつ足そくを持つクラフトがくっついていて、足の先端は頭ず蓋がいに突き刺さって血がにじんでいた。さすがのシルフも、これには血の気を失う。


    「ブロンジィ！　これは……!?」


    　白塗りの顔が笑みの形に歪ゆがむ。陰影がブロンジィを白黒の怪物のように見せていた。


    「ゴルディアスがこいつらを仲間に引き込んだ──このクラフトを使って」


    



    
      ◆

    


    



    　ニコラスのゴーグルの無線機を通して、ゴルディアスは語り続ける。


    『そのクラフトにボトルが接続されているのは見えるかな？　中身はテスラオイルだ。それが受信機の役割を果たし、僕の指示を受け取って脳に直接指示を出す』


    　シルクハットの男たちはニコラスたちを襲おそうのをぴたりと止めて、何かを待つように立ちすくんでいる。ニコラスにつま先を吹っ飛ばされた男も、いつの間にか平然と立ち上がっていた。


    『要するに、彼らの脳みそをラジオに変えたと思ってくれればいい』


    　なんでもないことのように言うゴルディアスに、ニコラスは冷え切った声で返す。


    「胸くそ悪い説明どうも。おかげで、どうやってクリーチャーを呼び寄せたのかもわかったよ」


    『いいや、クリーチャーを操あやつる技術は少しばかり人間とは勝手が違うんだよ。それに関してはドクター・ソーンボーンの手柄なんだ。彼のことは……説明する必要はないよね？』


    　ソーンボーン──この間の、同時多発強盗事件のときに暗あん躍やくしていた男だ。ディスコルディアの残党の一人で、ニコラスの目の前で自死を遂げた。


    「奴やつの学派デイシプリンは生命バイオだった。お前は──」


    『機ギ械アだ』


    　あっさりと明かす。これで、相手がディスコルディアの残党であることは確定的──ニコラスは自分でも気づかないうちに、右手を握り込んでいる。


    　ザジはなぜか、キョロキョロと周囲を見回して落ち着かない様子だった。かといって、じっとしているよう相棒に言うだけの余裕も今のニコラスにはない。ずっと捜してきた相手が、向こうから接触してきたのだから。


    『ぼくのラジオ放送は聴いてくれたかな？　初めてのことだから緊張したんだけど』


    「悪くなかったよ。次やるときはジャズでもかけてくれ」


    　どうやらゴルディアスは対話を望んでいるようで、ニコラスもそれに乗った。口車で相手にボロを出させて、情報を引き出す腹づもりだ。


    　しかし、相手の次の台詞せりふを聞いたことで、ニコラスの計算はすべて吹っ飛んだ。


    『ところで心臓の具合はどうだい、ニコラス？　油はこまめに差しといたほうがいい。動かなくなったら事だろ？　昔みたいに、また動かなくなって死にかけるといけない』


    　総毛立った。精神が高こう揚ようしても、作り物の心臓はニコラスの興奮に応じて心しん拍ぱくを上げたりしてくれない。それがもどかしい。


    「あの場にいたんだな」自分でも歯がゆくなるほど、声は落ち着いていた。「チェスターフィールドにいた。そして、俺おれを知っている」


    『ああ、よく知ってるよ。君が覚えてないことも』


    「俺に何をした」


    『プロフェッサー・ザカリウスの最後の傑けつ作さく、《エスケープメント》──重蒸気ヘビイスチームの供給調整のためのハブだけでなく、相そう転てん移いまで行おこなえる画期的な発明だ。それに比べれば左腕の大砲なんて玩おも具ちやみたいなものさ。エスケープメントが圧縮した重蒸気を発射するだけの装置に過ぎない。君の体に埋め込まれたクラフトはどれも君には過ぎた代しろ物ものだから、そのうち返してもらうつもりでいるよ』


    「なら、お前は俺に元の体と記憶を返すべきだ」


    　怒りをにじませて言う。だが、相手はちっとも気にした様子を見せず、それどころか笑い声さえ響かせた。


    『そりゃ無理な話だから、せめてアドバイスしとくよ。部品の欠けた機械を無理やり動かすのはよしたほうがいい。そいつは片道切符だから。起動だけならともかく、それ以上開けば人工心しん肺ぱいの機能を無視した過剰供給で、心臓の空から打うちが起きる』


    　部品の欠けた、という言葉を聞いてニコラスはもう一つ確信を得る。あの夢は、やはり現実にあった記憶なのだ。誰かがニコラスの心臓から歯は車ぐるまを抜いたことを、こいつは知っている。あるいは、こいつが──。


    『エスケープメントはダムの水門のようなもの。閉じていれば心臓に重蒸気ヘビイスチームが行かず、君は死ぬ。でももし、開ききってしまったら？　必要な歯は車ぐるまの欠けた水門は閉じることができず、重蒸気を全開放で放出し続ける。心臓の空から打ちで血液の循じゆん環かんが止まるか、重蒸気の貯蔵がすぐに尽きて窒ちつ息そくか、暴走したエスケープメントが電光爆発を引き起こすか……どれも悲ひ惨さんだろ？』


    「細かい忠告どうも。ずいぶん親切だな、お前たちにしては」


    『暴走した挙げ句破は損そんして、クラフトを回収できなくなるのはゴメンだからさ。エスケープメントは構造上、開くのは簡単でも閉じるのは難しくできてる。扱あつかいにはぜひ注意してもらいたいね』


    　主導権は、完全に向こうが握っていた。知りたいことはまだまだあるが、この相手が親切に事実を教えてくれるとは限らないし、何より今のニコラスたちには余裕がない。頭上に爆弾が置かれているのだ。ニコラスは気持ちを無理やり落ち着ける。ひとまず、自分の過去のことは忘れろ。


    「……お前がクリーチャーを呼び寄せた目的は、暴動を起こさせている理由は、何だ」


    『おや、急に質問を変えてきたね。事態が切せつ迫ぱくしてるのを思い出したかな？　こっちの反応をうかがってるみたいでウザいけど、まあいいや。目的はね、再現だよ。かつての大戦のね』


    「ビザーバーグを電光弾フルギユレーターで脅おびやかすのが過去の戦争の再現？　おかしな歴史認識だ。どちらかと言えば、電光弾で威い嚇かくし合う現代の米露関係の再現だろ」


    『大局的な話だよ、ニコラス。善と悪の再現、と言ったらわかるかな？　大戦時、国家という枠を超えて戦った正義の味方ＨＡＭＭＥＲＳハンマーズと悪の秘密結社ディスコルディア。その再現だよ』


    　ザジが空中の何もない空間に一つ目を向けて、フラフラと歩き出す。しかし、仇きゆう敵てきとの会話に熱を上げているニコラスはそれに気づかなかった。


    「ＨＡＭＭＥＲＳの代わりにトライデントを相手として、か？」


    『都市とは生き物だ』


    　聞いたことのある言い回し。確か、新市庁舎の落成式で。


    『市長が言っていたことだけど、これは格言としては不正確だね。社会は生き物だ、というべきだ。生物は体内に侵入した病びよう原げん菌きんや寄生虫と戦う免めん疫えきシステムを持つが、このシステムは敵となる菌や虫がいないと暴走し、守るべき体を傷つけてしまう。アレルギーというやつがそれだけど、同じことが社会にも言える。社会が平和であるには、常に敵を抱えていなくてはならないと僕は思う』


    「それで自分が憎まれ役を買って出ようってわけか」


    『そのとおり』


    「噓うそだな」


    　ニコラスは切って捨てて、間かん髪ぱついれず指摘を重ねる。


    「お前らの興味はそんなところにない。善悪なんて単位はどうだっていいんだろ？　目的はもっと別のところにある。それは、俺おれには知られたくないことか？」


    　ゴルディアスは無線の向こうで黙り込み、やがて声が戻ってくる。


    『……全部噓うそってわけじゃあない。正義と悪の対立関係を煽あおって再現したいのは事実さ。そこから、我々が敗北した理由を確かめたい』


    「それも副ふく次じ的てきな目的だな。本命はどこにある？」


    　笑い声が響いた。長く尾を引く笑いの後に、ゴルディアスは再び語り出す。


    『わかってはいたけど、嫌な相手だな。なら、ひとつ謎なぞかけをしよう。僕はいったいどこにいるでしょう？　見つけたらすべて話してやるよ。これでも忙しい身だから、早く捜してくれないとどこかへ──』


    　無線機の向こうからけたたましい音が聞こえた。同時に、一階に料理屋ダイナーが入っている建物の二階の窓から何かが飛び出して、地面の上を転がった。それは絡からまり合ったパイプのようなヘルメットをかぶった人間で、ケープまでしている怪人フリークス。


    　思わず銃じゆうを構えたニコラスの目の前に、また別の影が落ちてきて地響きを立てる。一つ目のスチームアーマーの巨人──ザジは投げ出されたような先の怪人とは違い、両の足で着地した。


    「ザジ？　あいつは……」


    「……。…………、……。……？」


    「……なるほどな。二階に、ね」


    　嗜し虐ぎやく的てきに嘲あざけり笑ってニコラスは、よろよろと立ち上がる怪人に銃を向ける。


    「青い鳥はすぐ近くにいたわけだ。会えてうれしいぜ──ゴルディアス」


    



    
      ◆

    


    



    　ブロンジィが傘かさを振ってみせた。頭にクラフトを埋め込まれた男の全身を覆おおっていた赤しやく銅どう色の輝かがやきが失われ、拘こう束そくの解けた男が倒れ込む。ブロンジィは不敵に笑い、シルフに話しかけた。


    「ゴルディアスは戦いを望んでる。でも、今日きようお前たちが戦うのは俺じゃない」


    「どういう意味？」


    「いずれわかる」


    　ブロンジィが背を向けたのを見て、シルフは彼を追った。


    「待て！　あんたは──」


    　シルフの足下に長方形の紙が二枚、石畳を割って突き立った。紙の表面には赤銅色の光が何条も走り、独特の紋様となっている。


    「お前は俺の誘いを断ことわった。お前はもう俺の敵。俺から情報を引き出したいなら覚悟が必要。やるか？　ここで？」


    　相手が乗ってこないとわかっている挑ちよう発はつだった。シルフの能力は一対一の直接戦闘よりもチームワークに向いている。仲間がいないこの場で無理を押してくるほど馬ば鹿かではない。ブロンジィはフッと笑った。


    「……それが俺おれとお前の差。仲間がいなければお前、一線も越えれない」


    　完かん璧ぺきな捨て台詞ぜりふだと、ブロンジィは内心自じ画が自じ賛さん。そのまま歩き去ろうとして、ふと嫌な予感がした。シルフが冷静すぎる。あれは何も考えていないように見えて計算高い奴やつ、しかしここまで言われて何も言い返さないのは妙だ。


    　ブロンジィがこそっと振り返ると、シルフはヘッドギアの無線機を使って通話中。ブロンジィは思わず足を止めた。


    「おいお前、何を──」


    「……えっ、噓うそ。引っかけたの？　ちょっと、それひどくない？」シルフはブロンジィのことなど無視して通信を続ける。「最初から言ってよね、もう」


    　シルフが夜空を見上げたので、ブロンジィも釣られて見上げる。黒い背景に、オレンジ色の光が一条すじ流れて隕おちてくる。


    　それを見たブロンジィは、恥も外がい聞ぶんもなく逃げ出した。


    「の、のぅわっ!?」


    　すぐ後ろに何かが落下し、爆発──襲おそってきた熱波をブロンジィは、シールにより固めた傘かさで受け止める。押し寄せる炎の向こうに、揺らめく陽かげ炎ろうを従えた人影が立っていた。

  


  [image: ]


  
    「サラマンダァァァアア、参上！」


    「な、なんでここに……」


    　ハッとして、ブロンジィは周囲を見回し──見つけた。いつの間にか、青いストレートの髪の少女がブロンジィの死角から迫ってきている。


    「ウンディーネ!?」


    「動くな！」


    　気づかれたと見て、ウンディーネは遠い距離からスプリンクラーを噴射した。水は彼女の能力によって生み出されたシールの作用により、吹雪ふぶきとなってブロンジィに迫る。


    　ブロンジィは傘でそれを防ぎながら、射しや線せんから逃のがれるために駆かけ出す。


    「逃がすかぁっ！」


    　ジュッという音がしたかと思うと、ウンディーネの吹雪を焼き払ってサラマンダーが突っ込んできた。拳こぶしを炎で加速させて、弾だん丸がんのようなストレートが飛んでくる。


    　広げた傘を能力で固めて受け止めたが、衝しよう撃げきまでは殺しきれずに数歩後退。サラマンダーはこちらの体勢を整えるのを待たずに突っ込んでくる。さらにその向こうからやってくるのはシルフとウンディーネ──泣きたくなるような光景だ。


    　ここまでされて、ついにブロンジィは開き直った。


    「もういい、まずは突撃馬ば鹿か、お前から死ね！」


    　次々繰り出される拳を化か勁けいでいなし、なんとか練り上げた力を丹たん田でんから腕に伝え、拳へ。その拳を、ノックのようにサラマンダーの防具の上から打ち込んだ。わずかな距離を走る寸打だが、威力は見た目以上。サラマンダーがよろめき、後退した。


    「ぐっ……相変わらず変なパンチを……！」


    　ブロンジィはそれどころではない。ウンディーネとシルフが控えているのだ。


    　防御ではなく反撃のために傘をたたむ──そこへ、地上を滑るようにウンディーネが、そして空からは翼をはためかせてシルフが襲おそいかかってくる。


    　視界が緑色の煌きらめきに包まれたかと思うと、重力が増したかのように地面に引っ張られる感覚に襲われた。動きが鈍にぶる。


    　緑色の粒りゆう子しを含んだ風が上からブロンジィを押さえつけていて、その間にウンディーネが接近。ブロンジィを氷漬けにするためと手を伸ばす──だが、ブロンジィに触れる前にウンディーネの手が止まる。彼女の足下に伸ばされた傘の先端がシールを流し込み、ウンディーネの足と地面を固定していた。


    「ナメるな、ガキ」


    　咄とつ嗟さにウンディーネはスプリンクラーから水を浴びせようとするが、ブロンジィの下から突き上げるような蹴けりがスプリンクラーの向きを変えた。蹴り足をたたむブロンジィは、すでに次のアクションに入っている。


    「シッ！」と歯の間から息を吐き、シールで強化した手しゆ刀とうを繰り出す。刃物のような鋭するどさで、かろうじて背を反そらして避よけたウンディーネの青い髪を一条すじ切り落とした。


    「ウンディーネ！」


    　追い打ちの二撃目を放つ前に、空から飛び込んできたシルフが翼のハンドルを突きだした。傘かさを広げるのが間に合わず、ブロンジィはハンドルを腕で受けた。飛行機械で発電された電流が流れ込み、ブロンジィの全身が苦痛と痺しびれで捻ねじれる。


    　うなりながらブロンジィは後退、ショックでウンディーネを縛しばっていたシールもほどけて消えた。仕切り直して、チャイニーズ・ギャングの頭目はトライデントと対たい峙じする。シルフに向かって、


    「シルフ！　お前、さっきは自分ひとりって……！」


    「やー、あたし信用されてなかったみたいで。でも、そっちが勝手にベラベラ喋しやべったんだしさ、ドンマイ」


    　悪びれる風もないシルフの隣で、ウンディーネは白い吐と息いきをつく。


    「スカウトをかけるほど目をかけているシルフになら、打ち明けるんじゃないかと思っていたわ。うまくいきすぎて拍ひよう子し抜ぬけだけれど」


    「逃げ場はないぞ！　おとなしく捕まれ！　悪党！」


    　三人それぞれが勝手なことを言う。クールに立ち去るつもりだったブロンジィのこめかみに、青筋がくっきり浮いた。


    「……よかった。まだ時間はある」


    　ブロンジィは痺れの残る両手を回して勁けいの流れを確かめた──痺れは一時的なものでもう問題ない。腕と一緒に傘も棒のように回し、シールで固める。両手を添えて棒術の構えをとった。


    　これまでの彼とは違う凄せい烈れつな気合いに圧おされて、トライデントの三人にも緊張が走る。


    「予定変更。遊んでやる。来い」


    



    
      ◆

    


    



    　二階から叩たたき落とされたゴルディアスはフラフラと立ち上がり、ヘルメットをした重そうな頭を何度も振った。


    「結び目ノツトを解くのは力ちから業わざって昔から相場が決まってるけどさ……予想外だな。いや、マジで忘れてた」


    　ようやく、足下が定まったらしい。ゴルディアスはケープの埃ほこりを払ってザジとニコラスにヘルメットの正面を向けた。


    「二人組で、片方がミスティックなんだよな。そりゃ、近くで通信をやれば発信源をたどられるわけだ……君たちのことは、トライデントのおまけくらいにしか考えてなかったから油断してたよ」


    「そのおまけのせいで、せっかく時間をかけた計画を台なしにされる気分はどうだ？　確か、お前を見つけたらこっちの質問には答えてくれるんだったよな？」


    「そう言ったね」


    　観念したように肩をすくめる。ニコラスはいつでも撃てるよう、小型拳けん銃じゆうを握りしめて尋ねた。


    「聞きたいことが多すぎるが、まず緊急の質問からだ。シルクハットどもとクリーチャーを操あやつっているクラフトはどこにある」


    「これ」とゴルディアスは自身のヘルメットを指さした。「ラジオ、無線、テレグラフ通信を乗っ取ったのもね。これ自体が一個のラジオ塔とでも考えてくれればいいよ。受信機さえあれば干かん渉しようできる。人間や、クリーチャーにでもね。彼らの頭に刺さっている電極ボルトは、僕とソーンボーンの合作だ。この答えで満足かな」


    　つまり、こいつがやろうと思えばすぐにでもあのクリーチャーを追い払うことはできる。でも、新たな問題が出てくる──空飛ぶ大量破壊兵器を、いったいどこにやればいい？


    　ニコラスが迷いを覚えている間に、ゴルディアスは妙な真ま似ねをした。制止をかけるようにこちらに向けて手のひらを突き出し、ヘルメットの無線で誰かと話している。


    「あ、はい、そうです。とりあえず、タワーに向かいましょうか。ちゃんと、エーテル収束機は持ってますよね？　じゃあ、大丈夫です……」


    　この状況で通信を始めたことにニコラスは戸惑うが、ゴルディアスは最後にとんでもないことをつぶやいた。


    「ええ、それじゃあ頑張ってください、ミスター・エレホールド」


    　ニコラスがハッとする。聞き間違えではなければ、今、コイツは──。


    「今、エレホールドって言ったのか」


    「ええ、言いましたね」


    「エイブラム・エレホールド……お前、あいつに何を言った!?」


    　ニコラスの激げき昂こうに、ゴルディアスはヘルメットの中でくっくと笑う。


    「そんなに怒らないでくださいよ、イヤだなあ」


    「あいつに何かさせるつもりなのか？　答えろゴルディアス。目的はエイブラムか、それともミネルバか？」


    「さあ、どっちでしょう」


    　ニコラスが発はつ砲ぽう──小口径の銃じゆう弾だんは絡からまり合ったパイプ状のヘルメットを揺らし、ゴルディアスは頭を押さえてうめく。


    「うー、ひどいことするな」


    「黙れ。時間稼かせぎに付き合うつもりはない」


    「ああ、なんだ」


    　笑いを含んだ声。ニコラスの背筋に嫌な予感が走る。


    「時間稼ぎなのもバレてたか」


    　マンホールが真上にはじけ飛び、下水から巨大な植物が生えた。太いツタが入り組み大たい樹じゆと化したその植物は、枝の端にゴルディアスを引っかけて上へ上へと伸びていく。植物が現れたときに、ゴルディアスが飛びついたのだ。


    　下水に棲すんでいた不定形のクリーチャーたちが樹皮を這はい回り次々に地上へと飛び降りて、静かだった夜の街区はいきなり騒々しくなった。


    「さようなら、ニコラス！」


    　樹皮に摑つかまったゴルディアスが、ニコラスを見下ろして叫ぶ。


    「ミネルバは僕の計画にとって重要な駒こまだけど、君たちのことはどうだっていい！　それでもまた、会うことがあれば相手をしてやるよ！　夜はまだ始まったばかり！　せいぜいあがいて生き延びるといい！」


    　植物は一定の高さまで伸びると、自じ重じゆうに従って倒れた。その勢いを利用してゴルディアスはもう一人の人間とともに、翼を広げてパラグライダーのように滑かつ空くうしていく。彼を抱きかかえているのはアイビーグリーンの髪を持つ女ミスティック──背中から薄い葉をいくつも開いたような植物性の翼を生やしているのを、ニコラスはゴーグルを通して確認した。


    「……。…………？」
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    　ザジのつぶやきに、ニコラスは首を横に振る。


    「いや。もう遅い。あの速度じゃすぐに見失う。それより、レネゲイドタワーに向かおう」


    「……？」


    　ニコラスの後に続くザジは、不思議そうに尋ねる──なぜ、今さらタワーに向かうのか。


    「ミネルバは──エイブラムたちは、奴やつの計画の内に入れられていた。おそらく、あいつらの次の手がミネルバだ。エイブラムは今、何をしてると思う？　暴動を鎮ちん圧あつしているならまだいい。でも、もしもゴルディアスにそそのかされて、タワーのクリーチャーをなんとかしようとしていたら──」


    　オラクルによって得られる知識というものはたいていがオーバーテクノロジーそのもので、一冊のオラクルにつき研究所が一つ建つほどだ。ジグボーン大学の教授が解読したものとはいえ、そんな知識を使ったミネルバは、構造のほとんどがブラックボックスになっていてもおかしくない。


    　そんな未知のクラフトと、街一つを完全に吹っ飛ばすほどの威力を持つ電光弾フルギユレーターが出合ってしまったなら。


    　この街を襲おそう脅きよう威いは、想像すらできないものになる。


    



    
      ◆

    


    



    　傘かさでシルフの翼を打ち払ってブロンジィは、彼女の腹につま先を叩たたき込んだ──浅い。だが、牽けん制せいには十分で、その間に距離を稼かせいで呼吸を整える。べっ、と血の混じった唾つばを吐き捨てた。口の中が切れている。あと一歩というところまで追い詰めたシルフから、肘ひじ鉄てつを食らったせいだ。


    「サラマンダー・シュート！」


    　馬ば鹿かが遠距離から放ってきた炎の弾たま──傘を広げてガード。すかさず、ウンディーネがスプリンクラーを浴びせてくる。サラマンダーの攻撃を受けた瞬間を狙ねらって、氷で固めて動けなくする連携だ。


    　だが、傘が氷で固められる頃にはもう、ブロンジィは違う場所にいた。


    「ウンディーネ！　そっち！」


    　遅い。ウンディーネはもうスプリンクラーの弁を閉じている。もう一度それを開く前に、ブロンジィは彼女の目の前にいた。


    「危ない！」


    　ブロンジィ渾こん身しんの拳けん打だが、割って入ったサラマンダーにがっしと受け止められる。


    　──もらった。


    　邪魔をされたブロンジィは、会心の笑みを浮かべた。サラマンダーは無理な体勢でかばいに入ったために、次への対応ができていない。すかさずブロンジィは腕を返し、必ひつ倒とうの二の拳こぶしが蛇へびのようにしなって打ち込まれる。


    「なんのぉ！」


    　サラマンダーはブロンジィの予想を裏切る反応を見せた。一流の武術家を自認するブロンジィが確信をもって放った打だ突とつを、拳であっさり弾はじいてみせたのだ。腰の入っていない手技──タイミングだけでしのいだようなものだ。


    　驚きよう愕がくに目を剝むいたブロンジィに、すぐさまお返しのボディブローが飛んでくる。


    「クソガキッ！」


    　目の前の少女にというより彼女の才能に罵ば声せいを浴びせたブロンジィは、怒りで煮えたぎる腸はらわたとは対照的な軽やかさでサラマンダーのパンチを受け流す。流しきれない衝しよう撃げきで筋肉と骨が軋きしむが、その力に逆らわずに後転──アクロバティックな動きで、愛用の武器である氷漬けの傘かさのもとにもどった。


    　傘の柄えを握ったブロンジィはシールと勁けい力りよくを使い、傘を力任せに氷の支配から解き放つ。そのままシルフが放った追撃の突風を正面から受け止めた。傘で緑色の風を打ち払い、いつものように肩にかける。


    　その一連の動きの鮮あざやかさに、シルフが思わず舌打ち。


    「あのヤロー、ぜんぜん……！」


    「相変わらずね……イヤになるけど」


    「強い！　でも、トライデントは悪人には負けない！」と実に直線的な表明とともに両拳を振って炎を新たにまといなおす。


    　彼女たちの反応はブロンジィにとっては実に溜りゆう飲いんの下がるものだったが、トライデントを相手にした立ち回りではさすがに疲れを隠しきれず、肩をわずかに上下させていた。


    「……もう少し稽けい古こをつけてやってもいい。でも」


    　空気の振動が近づいてくるのを感じ、ブロンジィは内心ホッとしている。


    「もう時間だ」


    　広場へ通じる路地のひとつから緑の奔ほん流りゆうが迸ほとばしり、ブロンジィをさらっていった。それはさながら木とツタの混じり合った植物の鉄てつ砲ぽう水みずといったところで、先端には下半身を植物に埋もれさせたアルラウネがいる。


    　ブロンジィは、巨大な半クリーチャーと化した彼女が操あやつる木の枝に引っかけられていた。


    「ご苦労、アルラウネ。ゴルディアスは？」


    「指定の場所へ連れていったわ。あとは貴男あなただけ」


    「なら、俺おれたちも引き上げる。行け」


    　だが、アルラウネは長大な半身をもたげたまま動かない。赤いマスク越しに、三人の少女たちを見下ろしている。血走った瞳ひとみに激しい敵意が燃えていることに気づいて、ブロンジィは再び汗をかいた。


    「行け。おい、行けと言ってる……もしもし？」


    「いいじゃない……今日きようは三人そろってるわけね。大ッッッチャンスだわ」


    　胸の谷間からスクラップを取り出して両手に盛り、一気に変生──両手から無数のクリーチャーの種子があふれ出る。アルラウネ自身は瞳どう孔こうが開いて口の両端が裂けるほど持ち上がり、涎よだれを垂らさんばかりの形ぎよう相そうになっている。


    「形がなくなるまで切り刻んでっ、腐ふ葉よう土どにしてあげるわ！　トライデント！」


    　無数の枝とツタが津波のようにトライデントへ襲おそいかかり、トライデントの三人もまた迎え撃つ。ブロンジィは逃げだそうとしたが、ツタは無慈悲にも彼の足に絡からみついたままだった。絡みついたまま、植物の塊かたまりはトライデントに向かって突き進んでいく。


    「アルラウネ。俺おれ、おりたい」


    「死ねぇぇぇえええええ！」


    　希望が聞き届けられることはなく──ブロンジィは世の無情を悟った虚うつろな表情のまま、ミスティックたちの闘いの中に巻き込まれていった。


    



    
      ◆

    


    



    　デイナ・ヘンナガンは、欠伸あくびを漏もらしかけている自分に気がついて驚いた。いつ電光弾フルギユレーターが炸さく裂れつして道路の染みになってしまうともわからないのに、欠伸だなんて。


    　タワーを見上げれば、まだそこに悪夢のような怪物が巻きついている。巻きついているだけで、特に何かをするわけでもない。死と隣り合わせの緊張感だって、ここまで動きがなければ慣れてしまう。


    「……わたしたち、いつまでここにいりゃいいんでしょうね」


    「解決策が見つかるまでだ」


    「解決策って？」


    「さあな。スーパーヒーローがやってきてあの爆弾を月にでも持っていってくれるんだろう」


    「都合のいい話ですね」


    「そう考えでもしない限り、電光弾なんて……もん……は……」


    　警部と同じように、デイナを含めたその場の警官たちすべてが息を呑のんだ。タワーとは反対側、人ひと気けのない通りの向こうから、巨大な影が歩いてくる。


    　全身機械で、時折蒸気を吐き出すそれはまぎれもなくスチームアーマー。しかし、ザジではない。ザジを上回る巨体で、背中からは尻尾しつぽのようなアームを生やしている。デイナは、新市庁舎落成式での茶番を思い出した。


    「あれは確か……」


    「ミネルバだ」


    　言って、警部はやってくるスチームアーマーの前に立ちはだかった。


    「待て。あんたはボブ・バリーか？　それともエイブラム・エレホールド？　どちらでもいいが、ここから先は通行止めだ。引き返してくれ」


    　ミネルバはわずかにヘルメットを傾けて、警部を見下ろす姿勢──厳おごそかにつぶやく。


    「……通る」


    「聞こえなかったのか？　通行止めだと──」


    「通る」


    　ミネルバを着たその人物は、感情を感じさせない機械的な口く調ちようで言った。


    「君たちに任務があることは理解している。だが、私にもやらなくてはならないことがある。だから、通してもらう」


    　そのまま歩き出す。戦車のような圧迫感を放つ巨体を前にして警部は道を譲ゆずらざるをえず、代わりに進み出たデイナがミネルバの脚部に向かって強烈なローキックを繰り出した。


    　があん、と靴底に仕込んだ鉄板と装甲がぶつかって甲かん高だかい音を立てる。ミネルバは立ち止まり、デイナをじっと見下ろした。


    「……あ、うん。試しただけ」


    　デイナは両手を上げてさっと後ずさる。銃じゆうを取り出していた警官たちも、どうしようもなさそうだと気づいてお互いに顔を見交わしながら、ためらいがちに銃を下げる。


    　スチームアーマー、ミネルバは再び歩き出し──何かを思い出したかのように立ち止まって振り返る。そのままもどってきた。


    「うわ、やっぱ怒ってる」と、逃げ腰になったデイナには構わず警察車両に近づき、ボンネットに拳こぶしを叩たたき込んだ。車は簡単にひしゃげて、漏もれ出した重蒸気ヘビイスチームが虹にじ色いろにあたりを染め上げる。続いて隣の車にも同じことをして、背中のアームも使って手当たり次第に車を破壊、動けなくしていった。


    　やがて、目につく車すべてがスクラップになったのを確認したミネルバは、「すまない」とだけつぶやいて、再びタワーのほうへ歩いていく。


    「……あの野や郎ろう！」


    　そう警部が言ったのは、ミネルバが車のエンジンだけでなく、無線機を壊したのに気づいたからだ。これでは応援を呼ぶことはおろか、トライデントもバスカーズも呼ぶことができない。


    「おい！　本部に連絡してこい！　応援をよこせとな！」


    　警官の一人にそう命じ、警部は苦い顔でミネルバの背中をにらむ。


    「くそっ、これでは車を使って止めに行くこともできん……何を考えとるんだ、あいつは！」


    「なんかあいつ、ブツブツ言っててキモかったんですけど」


    「何？」


    　デイナは確信がもてないのか、少しためらってから言う。


    「『無線と車を潰つぶせばいいんだな？』とか『わかった』とか……まるで、誰かと話してるみたいに……」


    



    
      ◆

    


    



    　エイブラムはタワーの中階にたどり着いた。昇降機で行けるのはここまでで、それより上には別の手段が必要らしい。数字キーの配置と構造からしてパスコードのようなものがあるのではないかと推察できるが、できるのは推察だけだ。大企業らしい秘密体質に阻はばまれて、エイブラムは足止めを食らう。


    「昇降機は使えない。階段を使うが、いいな？」


    　無線を通じて確認をとったが、ゴルディアスの返事はなかった。ゴルディアスは通信を開いてエイブラムに指示を出しては、一方的に切断するというのを繰り返している。


    　どうやら、ゴルディアスは本当にエイブラムにクリーチャーを解体させたがっているらしい。だが、その目的がわからない。いずれにしてもエイブラムにはほかに道はなく、観念して階段を上っていく。


    　やがて階段も上り尽くして行き止まりに達した。そこには最上階内部に通じているらしい扉とびらがあり、どうやらその向こうには羽オ撃ー式ニ飛ソ行プ機タ械ーの発着場であるオーニスポートもあるようだが、そこに用はない。


    　ミネルバを着ているにも関わらず、エイブラムは高所特有の強風を肌はだで受けるように感じていた。そして、頭上にうずまく濃密な生物の気配も。見上げれば、巨大なクリーチャーの胴体がはっきりと確認できた。ボウボウと、汽き笛てきのような声が体を震わせる。


    　レネゲイドタワーは最上階が少しふくらんだ形をしている。ちょうど、その膨らみに体を乗せる形でクリーチャーは長い胴体を巻き付けていた。


    　街を救うには、自分が立ち上がるしかない──そう考えてここまできたエイブラムだが、頭上にわだかまるクリーチャーの巨体に圧倒された。体の芯しんから震えるような圧迫感に、エイブラムは一瞬、ここに来た目的を忘れた。


    　突然、通信が開く。ゴルディアスかと思ったが、聞こえてきたのはＢＢの声。


    『エイブラム、俺おれだ。まずいことになった』


    「どうしたんだ？」


    『ダニエルがいないんだ。アパートにも、工房にも聞いてみたがいないみたいだ。もう、どこを捜せばいいのか……』


    　ＢＢの途方にくれた声を聞いて、エイブラムの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。長い間離れて暮らしていたとはいえ、父親だった。息子の考えそうなことならわかる。しかしだからこそ、エイブラムの声は恐怖でかすれていた。


    「ＢＢ。ダニエルはきっとタワーの近くにいる」


    『タワーの？　なんでまた──』


    「……私だ。スチームシーカー・ミネルバが事件の中心であるここに駆かけつけると考えたんだ。ダニエルなら、そうする。あの子ならきっと」


    『そんな──』


    　無線の向こうでＢＢが絶句している。エイブラムも似たような気持ちだったが、逆に覚悟が決まったとも言えた。ＢＢに最後のメッセージを送る。


    「悪いな、ＢＢ。あいつを迎えにいってやってくれ。迷惑をかけて済まない。感謝している」


    　返事を聞かずに通信を切る。タワーから地上を見下ろす。父親としての確信があった。ダニエルは、きっとこのすぐ近くにいる。電光弾フルギユレーターが爆発すれば決して助からない距離に。


    　エイブラムはミネルバの手先に鉤かぎ爪づめを装着──武器にもなるが、こういう局面では別の使い方もある。コンクリートの壁面に引っかけてよじ登り始めた。手を振り上げるごとに壁の壁面に五つの穴が開き、猿のように体を上へと引き上げていく。


    　ミネルバの総重量を考えれば大変な作業だが、ミネルバが発揮する力はこの労働に耐え、エイブラムは墜つい落らくの恐怖にも耐えた。そんなものは、息子のことを思えばどうということはなかった。


    　やがて、すぐ目の前に灰色の表皮が現れる。表面には鱗うろこのようなものが並んでいて、その体から大だい蛇じやを連想させる。


    　エイブラムは片手を壁に引っかけたまま、背中の収束機を動かした。先端の鉤爪が、威い嚇かくするように開閉する。それをクリーチャーの体に突き刺そうとしたとき、灰色の胴体が動き出した。蒸気のように湿しめった息がミネルバの表面にまとわりついて、エイブラムは壁に張り付いたまま側面に目を向けた。


    　機関車の先頭車両と見まごうほど大きい、クリーチャーの頭部がすぐそこにある。瞳ひとみや鼻び孔こうはなく、あるのは口だけ。開いた円形の口には、人間の歯そっくりの四角い歯が、幾いく重えにも列を為なして並んでいた。


    「見ていろ、ダニエル」


    　ミネルバが壁を蹴けり、クリーチャー目がけて跳躍した。


    



    
      ◆

    


    



    「落ちた！」


    　同様の台詞せりふを、このとき何人もの人間が叫んでいた。地上の警官たち、空からタワーに向かっていたサラマンダーとシルフ。二人に遅れてキングフィッシャー号に乗ってウンディーネも飛行中で、無線機を通じて二人の声を聞いていた。彼女もまた、仲間たちが目まの当たりにした光景を目撃している。


    　灰色の蛇へびのような巨大クリーチャーが、巨人のようなスチームアーマーに絡からみつき、もつれ合いながら落下していくところを。


    



    　地上ではバスカーズが現場に到着し、警部がニコラスに対してミネルバを止めるよう要よう請せいしているところだった。ニコラスのゴーグルのレンズが入れ替わり望遠で落下していくミネルバの姿をはっきりと確認している。


    「エイブラム……！」


    　クリーチャーとエイブラムは一固まりになって地面に衝しよう突とつ──その瞬間、エーテルがはじけた。


    　真昼のような輝かがやきが夜を散らして広がる。光は数秒、周囲を明るく照らした後、再びタワーの足下へと収束していった。


    「電光爆発……？」


    　ようやく到着した警察車両の無線を使い、ウンディーネと連絡をとり合っていたデイナがそうつぶやいた。


    「いいえ、それならこの程度ですみません」キングフィッシャー号のウンディーネが否定。


    「エイブラム！」地上のニコラスとザジは、輝きの根源に向かって走り出した。


    　トライデントも全速力でタワーへと急ぐ。無線で指示──「デイナ、状況がわかるまで誰も近づけさせないで！」


    　空から接近していたサラマンダーとシルフ、キングフィッシャー号が降下し、トライデントとバスカーズが一堂に会した。その現場は虹にじ色いろがかった霧が立ちこめて、まったく視界がきかない。あの巨大クリーチャーの死し骸がいが、膨ぼう大だいな量のエーテル質となって消しよう滅めつしつつあるのだ。


    「エイブラム！　どこだ!?」


    　ニコラスの呼びかけに答える者はいない。しんと静まり返っていてトライデントの三人も霧の中に目を凝こらしている。


    　突然、霧が流れ始めた。幕を引くように霧が取り払われて、視界が開けていく。


    「いい仕事よ、シルフ。そのまま霧を払っていって」


    「……え？　あたし？」


    　ウンディーネの言葉に、シルフが奇妙な反応を返す。


    「あたし……何もしてないけど」


    「……なんですって？」


    　霧の流れは急流となり、すさまじい勢いで流れていく。流れの行く手には、巨大な霧の渦うずがあった。渦巻く速度に比例して晴れていく霧の中に、消えずに残った影がある。渦の中心はその影で、背中に生やした尾のようなものでエーテルの霧を吸い込んでいた。


    「何、あれ……!?」


    　サラマンダーが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。そこにいたのはスチームアーマー・ミネルバ──しかし、それはもはや、バスカーズやトライデントのよく知る形ではない。


    　装甲のあちこちが内側から弾はじけたように捻ねじれて変形し、ヘルメットの口にあたる部分は大きくひび割れて、牙きばを剝むいた獣けもののようになっている。鎧よろいの中にあるはずのエイブラムの肉体はなく、虚うつろになっているのが窺うかがえる。


    　ミネルバの残ざん骸がいのようにしか見えないが、それはゆらゆらと動いていた。ヘルメットはうつむきがちに自分のボロボロになった両手を見下ろしている。まるで、糸で操あやつられる人形のようだ。


    　そうしている間にも、霧は尾のような背面アームによって吸い込まれていく。そして、靄もやの一つも残さず吸いきったとき──空からっぽの鎧の中で爆発が起きた。


    　青白く輝かがやく光のエーテルが発生し、鎧のひび割れや壊れた箇所、それに排はい気き筒とうから青白い炎さながらに噴き出していく。鎧の中で光が躍る。まるで、地上に出いでたことを喜ぶかのように。青白い光は、明らかに意思を持って揺らめいている。


    　この光景を目撃した、すべての人間が気がついた。


    　これは、今までこの街に現れた怪人フリークスたちの中でも最悪のものだ、と。

  


  
    四章　アバランチ


    



    



    　濃密なエーテルの気配で空気が粘ねばついているのがわかる。ニコラスは目の前の存在に圧倒されていたが、ミスティックが受ける影響は自分以上だろうと気がついた。ザジもトライデントも──馬ば鹿かげた恐れ知らずのサラマンダーでさえ、少しも動けない。


    　このままじっとしているのも得策とは思えず、硬直している彼女たちに代わってニコラスが一歩進み出る。


    「……あんた、エイブラムだろ？　ちょっと日焼けしたみたいだけど、無事でよかったよ。てっきりクリーチャーと心中したのかと」


    　──クソ。軽口がイマイチだし、舌もうまく回ってない。


    　街を震え上がらせた電光弾フルギユレーターの脅きよう威いが一瞬で消え去って、知り合いが青白いカボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンに変身したのだ。ユーモアを発揮できるほうがどうかしてる。


    「……………………」


    　ニコラスの言葉に、鎧よろいの残ざん骸がいの中で青白いエーテル体が揺らめいた。体をかがめて、苦痛をこらえるような仕草を見せている。


    「まずは病院に行こう。ダニエルには俺おれが説明する」


    「……………………」


    　青白い炎が揺らめく。息子の名前に反応──ニコラスは手て応ごたえを感じた。


    「ダニエルだ！　大丈夫だって！　あのくらいの年の男の子なら、父親の見てくれはそんなに気にしないから。その火花とか、むしろイケてるって思うかも」


    「……………………」


    「だから、まずは病院に行って検査だ。もう若くないのに無茶したみたいだし、腰とか痛めてたら事だろ？」


    　手を差し伸べる──触っても大丈夫なのか少し心配だが。


    「さあ。エイブラム」


    　トライデントは静観している。ウンディーネも黙って見ていることで、ニコラスは自分のやり方が正しいと信じた。


    　バチン、と火花が弾ける。火花はミネルバの内側から外に漏もれ出してきていた。


    　ヘルメットに開いた二つの割れ目からのぞく、青白いエーテルの焔ほのお──眼光のようにも見えるその光に、ニコラスはミネルバの中にいる何かの意思を見出だした。その正体はわからないが、草食動物のような穏やかさとは無縁な、凶暴な輝かがやきだった。


    　──こいつはもう、エイブラムじゃない。


    　ミネルバの内側で爆発が起きる。青白い輝きが噴出し、ヘルメットに口のようにも見える穴を開けた。ボロボロだった両腕が震えて内側から崩壊──失った両腕を見下ろして、ミネルバは立ち尽くしている。


    「エイブラム……」


    　呆ぼう然ぜんとするニコラスをかばうかのように、ザジが進み出る。ミスティック特有の感覚で、彼女は感じ取っていた──ミネルバの鎧よろいの中で、さらなる変化が起きようとしていることを。


    　アーマー内部の青白いエーテルが燃え上がるように拡大──ミネルバの装甲がいくつか剝はがれ落ち、いよいよ見た目の凶悪さを増す。ヘルメットの内部で燃えさかるエーテルが、凶暴な意思にたぎっている。


    　エーテルの噴出によってミネルバの全身が震え、関節部がぶつかり合って威い嚇かく音おんのようにガチガチと鳴る。砕けずに残っていた肩から青白いエーテルが伸び、腕を形作る。青白い腕を誇こ示じするように掲かかげて、ガチガチと全身の関節を震えさせた。ヘルメットからノイズが吐き出される──まるで、高笑いのように。


    「ガガッ、ガ、ガガガガガガガガ！」


    　今度は、バスカーズよりもトライデントが先に対応した。


    「その場から動かないで！　両手を上げてひざまずきなさい！」


    　ウンディーネがスプリンクラーを構えて叫ぶ。ミネルバが、ぐるりとヘルメットをめぐらせて相手を見た。その青白く燃える目で、獲物の品定めをしているかのように。


    　ウンディーネの指先は緊張でわずかに震えている。シルフは緑色の風をまとって飛び上がり、いつでも飛びかかれるよう両手にハンドルを握ってミネルバを見下ろした。


    「いーからさっさと凍らせちまいな。あんたもわかってんでしょ、ミスティックなんだから。あいつは人間じゃないし、今までにないくらいヤバい敵だよ」


    「駄目よ。警告もなしに、そんな──」


    　その瞬間、エーテルの大波が起きた。その場にいたミスティックたちが一斉に目眩めまいを覚える。彼女たちの三さん半はん規き管かんを狂わせたエーテルの歪ゆがみは空間をも歪め、揺れる水みな面もの影のようにミネルバの姿も歪む。ミネルバの姿がかき消えた。消しよう滅めつから間を置かず、シルフのすぐ後ろにミネルバが現れる。


    「──瞬間移動テレポーテーシヨン!?」


    　その異変に気づくや否いなや、翼を切り返してシルフはミネルバから距離を取る。それをミネルバが追った。空中で前傾姿勢になったミネルバは翼もなしに軽々とシルフに追いつくと、彼女の首に手を伸ばす。弾ける火花が、シルフの銀髪とうなじを焼いた。


    　苦く悶もんの表情を浮かべたシルフを助けたのは、下から吹き上げた吹雪ふぶき──ミネルバが凍りつく。


    「シルフ！」ウンディーネがいつもの冷静さをかなぐり捨てて絶叫。「そいつを落としなさい！　急いで！」


    「う、うおりゃあ！」


    　必死に風をより集めて、下向きの気流を生み出す。緑色の下降気流ダウンバーストがミネルバを地上まで押し下げた。宙を浮いていたミネルバは、拍ひよう子し抜ぬけするほどのたやすさで落下──地面に膝ひざをついて着地。奇妙なことに、ミネルバの全身を覆おおっていた氷は溶けるでも砕けるでもなく、透けるようにかき消えていた。


    　この機会に合わせて動き出したのはサラマンダー、それにザジ。サラマンダーはウンディーネの合図を受けて、ザジは立ちすくむニコラスを尻しり目めに独断で。


    　赤い流星がミネルバ目がけて飛び、黄色い目のサイクロプスが地を駆かける。両者はほぼ同時に目標に到達し、拳こぶしを突き出した。


    　頭上からつむじ風で押し下げられているにもかかわらず、ミネルバは無造作に立ち上がる。左右の輝かがやく手が、突っ込んでくるサラマンダーとザジの拳をそれぞれ受け止めた。まるで、優しく投げられたボールを受け取るかのようなたやすさで。


    「!?　サラマン──」


    　拳を摑つかまれた状態から何か技を繰り出そうとしていたサラマンダーの体が浮いたかと思うと、そのまま投げ捨てられる。置き去りにされていた警察車両と激しくぶつかって、サラマンダーの体がドアを吹っ飛ばして車中に消えた。


    「……！」


    　ザジに対しては、背面のアームが襲おそいかかった。先端の鉤かぎ爪づめでザジの頭を鷲わし摑づかみにすると、紙くずのように真上に向かって放り上げる。軽く三階相当の高さまで到達し、墜つい落らく──ザジのスチームアーマーが轟ごう音おんを立てて路上にひびを入れた。
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    「……ガガガッガ」


    　ノイズをまき散らし、全身に一層激しくなった火花をまといながら、ミネルバはニコラスとウンディーネに向かって歩いてくる。公園でも散歩しているかのような軽い歩調で。


    「やるわよ、奇術師ジヤグラー」スプリンクラーを構えたウンディーネは、いつもの皮肉は抜きに協力を求めた。「聞いてるの？　……ちょっと！」


    　ウンディーネが強く言ってようやく、ニコラスは反応を返す。暗い目でミネルバを見つめたまま、


    「……あいつの動きを止めろ。トドメは俺おれが刺す」


    「トドメ？」


    　ニコラスは着衣を軽くはだけて、いつでも左腕を展開できる準備を整えていた。


    「蒸気圧縮砲スチームレイがある。それを使えばあいつを殺せる」


    　ウンディーネが驚いて振り返った──初めて見る、ニコラスの殺意。


    「……あんな姿をダニエルに見せるわけにはいかない」


    　ニコラスが左腕を展開しようとしたとき、異変が起きた。


    　大気に満ち満ちていたエーテルの圧迫感が減じて、ミネルバが脱力したようにかがみ込む。関節部がガチガチ震えるが、今のこれは笑いというよりも病人の悪お寒かんのようだった。


    「ガガ……ガ、ガガッ……」


    　空間に染しみ渡ったエーテルが空間ごと歪ゆがむ。歪わい曲きよくはミスティックにのみ感じ取れるさざ波を残して収束──わずかな青白い発光の後には、ミネルバの姿はもうどこにもなかった。


    「……消えた？」


    　シルフが用心深く周囲を警戒しつつ、ウンディーネの傍そばに舞い降りた。ウンディーネは青い長髪をかき上げて、虚こ空くうを見上げる。ミネルバが帯びていたエーテルの残ざん滓しを捉とらえようと試みていた。


    「さっきの感覚からして、また瞬間移動テレポーテーシヨンでしょう。どこにいったかは不明だけれど、そう遠くには行ってないはず」


    　シルフは安あん堵どの息を吐き、翼をたたむ。


    「何なのあいつ、メチャクチャじゃん。瞬間移動テレポートだし、浮いてたし、サラマンダーのパンチをあんな簡単に防いだし……」


    「電光弾フルギユレーターのエネルギーが、何らかの作用をもたらしたとしか考えられないわ。単なる仮説だけれど、ミネルバが危険であることは間違いないでしょうね」


    　ウンディーネのヘッドギアの無線が通信を開いた。相手は、数ヤード離れただけの距離にいるデイナ・ヘンナガン。


    「デイナ、ここはもう安全です。ですが、新たに問題が──」


    『だいたい見てたよ。で、その新たな問題について、会って話を聞いてもらいたい人間がいるんだけど。バスカーズも一緒に』


    「どなたです？」


    『来ればわかるよ』


    



    　車に突っ込んでいたサラマンダーが掘り出され、地面にめり込んでいたザジが復活してから、トライデントとバスカーズは揃そろってデイナと警部のもとへ向かう。その途中、遠目に二人の捜査官が話している相手の姿が見えた。赤毛で小太りの男──ＢＢことボブ・バリーと、くせ毛の少年──ダニエル・エレホールド。


    　ダニエルの姿を見つけたニコラスは、ほんの少しだけ苦痛に耐えるような顔をした。幸いなことに、ニコラスがダニエルに声をかけなくてはならなくなる前に、デイナがダニエルをどこかへ連れていってくれた。


    「ダニエルは何が起こったのかまだ知らない。父親が墜つい落らくする瞬間も見ていなかったから……」


    　ＢＢがまずそう説明してくれたことで、ニコラスは少しだけ落ち着くことができた。


    　しかし、ＢＢ自身は落ち着いているとは言いがたい状態で、まるで要領を得ないことばかり話そうとする。仕方なく、警部がＢＢをなだめて言った。


    「まずは、ミネルバについてだ。あの鎧よろいについて説明してもらいたい」


    「あ、ああ、そうだな……あの鎧は、オラクルから得た知識に基づいて設計されている。おそらく、ああいう設計思想のスチームアーマーは世界初だろう。ミネルバは、意思を持っている」


    「どういうことです？　ミネルバはひとりでに動くとでも？」


    　ウンディーネの問いにＢＢが「そうだ」と答えたせいで、その場に困惑が広がる。


    「まあ、最後まで聞くとしよう」と、警部が遠慮気味にフォロー。「それで、ボブ・バリー。その意思というのは？」


    「俺おれたちはフィラデルフィアでは、ミアズマ採集用の機械を製作・調整する技師だった。仕事で知り合った作業員から噂うわさをよく聞かされたんだ。『エルドリッジの幽霊』の話だ」


    「ユーレイ？」


    　うさんくさげに眉まゆをひそめるシルフを、ウンディーネが視線で黙らせる。


    「ミアズマ採取に従事する労働者の間では有名な話なんだ。高濃度のミアズマ汚染地域だってのに子供の笑い声がしたとか、苦しげなうめき声が聞こえたとか……ほかには、奇妙な人影がずっとついてきたとか。二十年前のミアズマ招しよう来らい実験で犠ぎ牲せいになったエルドリッジ号の乗組員の怨おん念ねんだって、大真ま面じ目めに語られてる。報告例があまりに多いんで、俺とエイブラムは興味を持った。ひょっとすると、科学的に証明できる現象なんじゃないか、と」


    「オバケを捕まえようとしたの？」と、サラマンダーが無む邪じや気きに尋ねてＢＢは「馬ば鹿かげてるよな」と自じ嘲ちよう気味に答える。


    「でも、成果はあったんだ。報告にあるような心霊現象は、実際に起こりうるとわかった。高濃度のミアズマ溜だまりでは、ミアズマが流動的な生物のように──わずかだが知性を持っているかのように振る舞うことがある、と。ミアズマが、人の姿や声を真ま似ねるんだよ」


    「それは……ミアズマなの？　クリーチャーじゃなくて？」


    「確かに、未確認のクリーチャーである可能性は否定できない。でも、どんな観測機器を用意しても実体は確認できなかったし……そこを詳しく突き詰めるなら、クリーチャーの定義について議論することになる」


    「ごめんなさい、どうぞ続けて」


    　ウンディーネに促うながされて、ＢＢは額ひたいの汗をぬぐって説明を再開。


    「『エルドリッジの幽霊』は、いくつもの要素が関係し合う複雑で間欠的な現象だった。発生しそうな環境やタイミングは予想できるけど、絶対ではない。自然災害の多くがそうであるように。だからエイブラムは、この現象をこう呼んでいた──《雪崩アバランチ》と」


    　その名の響きはどういうわけか、聞く者をゾッとさせる響きがあった。


    「これはちょっとした発見だったんだが、再現性に乏とぼしいし、論文にまとめようにもウチみたいな小さい工房じゃ難しい。そこへ、どこで聞きつけたのかビザーバーグの市長が援助を申し出てくれたんだ。理論の証明に必要なオラクルの知識を提供する代わりに、それを応用した最新のスチームアーマーを作成してみないかってな」


    「そうしてできたのが、ミネルバ」


    「《アバランチ》を宿した鎧よろい。幽霊鎧ゴーストアーマーさ。着用者の意思を補助する半自律的な鎧という目標は達成できた。ただし、一つだけ問題が発生した。あのアーマーに宿るアバランチの意思は、使用されるエネルギーに比例して強くなるんだ」


    　ＢＢはここまで話すのが重労働であるかのように一旦息を吐き、それから続けた。


    「ミネルバのエンジンに固形ミアズマを使用したとき、ミネルバは完全に制御不能になったよ。鎧は着用者の意思を無視して暴走し、工房に少なくない被害を出したんだ。それ以来、ミネルバのエネルギーにはミアズマ価の低い重蒸気ヘビイスチームを選んで使うようになったんだが──」


    「なるほど。これで、何が起きたかはわかった」


    　それまで黙っていたニコラスが言う。


    「あれは、もうエイブラムじゃない。アバランチだ。電光弾フルギユレーターとの接触でエイブラムが消しよう滅めつし、代わりにアバランチが電光弾のエネルギーと、ミネルバという器うつわを得た」


    「……どうやら、そう考えるべきのようね」


    　ウンディーネもニコラスの意見を肯こう定てい。ＢＢは悲痛な顔で二人に詰め寄る。


    「待ってくれ。本当に……本当に、エイブラムは死んだのか？」


    「ミネルバの中には何もなかった」ニコラスが冷れい徹てつに突き放す。「あったのは青白い光だけ。たぶんあれが、電光弾フルギユレーターを食って成長したアバランチの本体なんだろう。エイブラムは消えていた。跡あと形かたもなく」


    「……ダニエルはどうなるんだ。あいつにはもう、家族は……」


    「ご協力どうも、ボブ・バリー」


    　口をふさぐような言い方で、ニコラスがＢＢの言葉を遮さえぎる。


    「さて警部殿。今夜は暴動鎮圧ライオツト・コントロールのつもりだったけど、幽霊退治ゴーストハントに変わった。俺おれたちはあの鎧よろいを追いかけて倒し、警察は俺たちに報ほう酬しゆうを支払う。いいな？」


    「あ、ああ。できるならそうしてくれ」


    　警部がニコラスの言葉を認めて、ウンディーネが青い瞳ひとみから刺すような視線を発する。


    「よくこんなときに報酬の話ができるわね。たった今、不幸になった親子をみたばかりなのに」


    「金と仕事がないことも不幸だ。そういう苦労を知らない人間にはわからないだろうけどな」


    　二人の間に剣けん呑のんな空気が漂ただよう。その間に、シルフが割って入った。


    「待ちなって、仲間割れしてる場合じゃないっしょ」


    「仲間じゃないわ」「仲間なもんか」


    　二人揃そろって反撃され、シルフは額ひたいに指を当ててため息。


    「仲いいのか悪いのかどっちよ、あんたら……仲間じゃないにしてもトライデントもバスカーズも、敵は同じなんだからさ、協力できなくてもせめて休戦はするべきじゃん？」


    「休戦は構わない。だけど、協調するつもりはない。覚えとけ、お互いのためにな」


    　ウンディーネだけでなく、シルフにも釘くぎを刺してから「行くぞ、ザジ」と相棒を呼ぶ。


    　沈黙していたスチームアーマーの巨人を連れて、ニコラスはその場を後にした。


    



    「なんか……今日きようはいつにも増してツンケンしてない？　あの半分顔ハーフフエイス」


    「知らないわ」


    　不機嫌にウンディーネは答える。ＢＢはダニエルのもとに向かい、精いっぱいの作り笑え顔がおで話しかけていた。あの様子では、父親がミネルバの中で消しよう滅めつしてしまったことは話してはいないのだろう。ウンディーネはいたわるような目をそちらに向けている。


    「あいつ、自信満々に殺すとか言ってたけど、どーするつもりなんだろ」


    「蒸気圧縮砲スチームレイがある、と言っていたわ」


    「蒸気圧縮砲って……装甲車とか戦闘用の羽オ撃ー式ニ飛ソ行プ機タ械ーに積んで運用するガチな兵器っしょ？　そんな大きな得え物ものを持ってるようには見えなかったけど」


    「奇術師ジヤグラーだもの。どうせ、手品でシルクハットから取り出すんでしょう。」


    　嘲あざけるような調子で言ったところからして、ウンディーネはニコラスの言葉を信じてはいないらしい。ウンディーネはシルフとサラマンダーの二人を振り返る。


    「サラマンダー、シルフ。わたしが信頼しているのはあなたたちの力よ。お願い。急いであの怪人フリークスを……アバランチを見つけ出して」


    「わかった！」


    　バックパックから炎を噴き出し、サラマンダーがロケットさながらに空へと打ち上がる。


    「やれやれ。こっちは復帰したばかりだってのに、なんでまたあんな大物が……」


    　ボヤきながらシルフもまた、ハンドルを握って翼を羽ばたかせた。緑光を散らし、街の空へと飛び上がっていった。ダニエルをＢＢに預けたデイナが、赤い流星と緑の翼を見上げた。


    「電光弾フルギユレーターが片付いたと思ったら……またすごいのが出てきたもんだね、ウンディーネ」


    「ええ。あのような存在が野放しになっているのは危険すぎます。急いで見つけ出さないと」


    「上にはすでに報告してある」と、警部が言う。「警察でもできるだけの捜索はしよう」


    　トライデント嫌いの警部もアバランチには脅きよう威いを感じたようで、素直にそう言った。


    　上司の言げんにデイナは腕を組んで、苦笑い。


    「……って言っても、暴動への対応で手いっぱいだからどこまでできるかわからないですけどね。警官の中にも、尻尾しつぽ巻いて逃げ出す奴やつがちらほらいるみだいだし」


    「市民を守る意思のない警官は、数に入れなくても結構。電光弾の危険が一応は去ったとはいえ、未知の脅威が街をうろついています。とにかく急いでください。ひょっとすると、アバランチは電光弾よりも危険な存在かもしれない」


    　ウンディーネは、先ほどまでクリーチャーが巻き付いていたタワーを見上げた。電光弾を抱えたクリーチャーが街に飛来し、暴動が起き、過去最悪の力を持つ怪人が誕生──ここまで密度の濃い夜は、ダルチガス卿きようの出現以来だ。


    　これ以上、事態が悪化しなければいいけれど──ウンディーネは心から願う。


    　おそらく無駄だろうとは知りながら。


    



    
      ◆

    


    



    「心配いらない、ダニー。警察とトライデントに任せとけ。さあ、早く避難しよう」


    　ＢＢに促うながされて、ダニエルは何度もタワーを振り返りつつ、騒々しいその場を後にした。電光弾の脅威は去ったというのに、警官たちの緊張は解けていない。皆、何かを恐れているようだ。二人を誘導する警官も、厳しい表情をしている。


    「ＢＢ」


    　ダニエルは、不安げな顔で小走りについていくＢＢに、思い切って話しかけた。


    「さっきの変な髪型の刑事は、父さんがあのでっかいクリーチャーを倒したって言ってた。本当なの？」


    「……あ、ああ！　本当だ」


    　ＢＢは立ち止まってしゃがみ込み、ダニエルの肩に手を置いた。


    「ただ、その……お前のパパは少し怪け我がをしたんだ。だから、今はまだ会えない」


    「もうクリーチャーはいなくなったのに？」


    　ＢＢの視線が外れる。付き添いの警官が警察車両のドアを開いて、二人を呼んだ。ＢＢは助かったとばかりにダニエルの背中を押す。


    「さあ、行こうダニー。お前まで怪我をしたらたいへんだ。パパが心配するぞ」


    　このときダニエルは、大人たちの噓うそを確信した。もし本当に父親がクリーチャーを倒したなら、それでめでたしめでたしのはずで、避難なんてするまでもない。何かあったのだ。


    　ダニエルは駆かけだした──車の進行方向とは、逆の方角に向かって。


    　すでに乗り込もうとしていたＢＢは気づくのが遅れて、慌あわてて警官に叫んでいる。ＢＢの自分を呼ぶ声を背中で聞きながら、ダニエルはニコラスを捜して走っていた。


    　ニコラスなら、なんとかしてくれる。何が起きたのか、正確なことを教えてくれる。


    　ニコラスなら、父さんを助けてくれる。


    



    
      ◆

    


    



    　路上は静まり返り、人の気配はない。この街で非常線が張られることは少なくないが、クリーチャーまで姿を消しているのは異常だった。


    　静かで動くもののない通りを一台の機械馬車が走っていた。御者台にはニコラスの姿。バスカーズによって徴ちよう発はつされた馬車は客車の屋根がぶち抜かれており、座席にはザジが腰掛けている。御者台で機械馬をコントロールしているニコラスの隣に、真しん鍮ちゆう製のオウムが止まった。


    「エイヴァリーか」


    　ニコラスが問うと、小鳥は甲かん高だかい人間の声でさえずる。


    『うん。俺おれだ、ニコラス。光る鎧よろいを捜してるって聞いた。本当か？』


    「ああ。報ほう酬しゆうは早い者勝ち」


    『うんうん、ならそれは俺がもらう。まず止まれ、うん』


    「見つけたのか」


    　疾しつ駆くしていた機械馬を止めた。牽けん引いんしていた馬が急停止したせいで、慣かん性せいに押された荷車が御者台と衝しよう突とつ、馬車全体がひどく揺れる。「……。」と、ザジが素人しろうと御者のニコラスをなじる。


    『うん。カーテルマナーの工房に火事場泥棒に行こうとした馬ば鹿かが見かけたらしい、うん。ビカビカ光って、稲いな妻ずまや鬼おに火びのようなものが浮いていたとか、うん』


    「カーテルマナーだな？」


    『うん。金は──』


    「今度払うよ、俺たちが生きてたらな」


    　御者台のレバーを引き、機械馬のエンジンを再起動。


    　重蒸気ヘビイスチームで動く機械馬が、力強いギャロップで走り出した。


    



    
      ◆

    


    



    　街を一望できるダウンタウン北側のレストラン。今は無人のその場所に、三人の怪人フリークスがいた。ゴルディアス、ブロンジィ、アルラウネ。テラスから街を見下ろす三人の背後には、奇妙なメイクとシルクハットの集団が控えている。


    「……うわっ！」


    　いきなり叫んで、ゴルディアスが椅い子すから転げ落ちた。ヘルメットが出血のように蒸気を噴き出した。


    「どうしたの？」


    　アルラウネが駆かけ寄る。ゴルディアスは手を借りて立ち上がる。複雑な構造のヘルメットの隙すき間まに指を突っ込んだ。


    「よっと……ふむ、たいしたことじゃありません。アバランチの成長速度が予想以上に早くて、ノックバックによってエンジンがダメージを受けたようです。接続を切ったので、もう大丈夫」


    「接続を切った？　計画は失敗か？」


    「とんでもない。大成功ですよ」


    　ヘルメットから蒸気の噴出が止まる。ゴルディアスはかぶり心ごこ地ちを確かめるようにヘルメットの位置を調整。


    「接続を切ったのは、もうアバランチに干かん渉しようする必要がなくなったためです。彼は自分の力の使い方を覚え、自分の敵を知り、自分の習性を知った。あとはもう放っておいても問題ありません。早い段階で止められなければ、この街の破は滅めつは避けられないでしょうね」


    「待って頂ちよう戴だい、習性って何のこと？」


    「エイブラム・エレホールドはあれをアバランチと呼んでいたようですが、僕らはあのような存在を《超常霧存在ミステイカルビーイング》と呼んでいました。特定の条件下で出現する、幽霊のような存在……そういった存在が、長く在あり続けるためのハウツーってところですかね」


    　ゴルディアスはすでに撤てつ収しゆうするつもりのようで、シルクハットのギャングたちを連れてテラスから引き上げようと指示を出していた。最後に、アルラウネへの説明に付け加える。


    「まあ、わかりやすく言うなら……食事です」


    



    
      ◆

    


    



    「……何やってるんだ、あれは」


    　工房街の屋根に陣取ったニコラスは、すでに左腕を蒸気圧縮砲スチームレイに展開し終えている。狙そ撃げきのために身を伏せて、ゴーグルの望遠レンズを使いアバランチの姿を確認していた。


    　ビザーバーグにある四つの工房街──カプリス、サングドン、カーテルマナー、キドンのそれぞれには工房の組合が管理する屍し銀ぎん製の重蒸気ヘビイスチームタンクがあり、工房主たちに重蒸気を提供している。アバランチがいたのは、そのタンクの一つだった。


    　円柱形のタンクの上に立つアバランチは、腕をタンクへ叩たたきつけた。屍銀でコーティングされたタンクに穴が開き、アバランチは背中のアームを穴に突っ込む。ふと、エイブラムが言っていた単語が頭に浮かんだ──エーテル収束機。


    「重蒸気を吸収してるのか……!?」


    　何のために？　わからない。だが、高濃度のミアズマの塊かたまりと化したアバランチが重蒸気を吸収しているとなると、話は物ぶつ騒そうな方向にしか転がらない。


    「ザジ、位置につけ。狙撃する」


    　無線で指示を出し、ニコラスは屋根のスレートに伏せた。


    　完全に機械化している左腕の、上腕から飛び出した砲ほう口こうを標的に向ける。照しよう準じゆんを合わせるのは左目のゴーグルで、そこから伸びたコードは蒸気圧縮砲の砲身に接続されていた。


    　距離は一〇〇ヤードもなく狙撃というのもおこがましいほど、しかしアバランチは周囲を警戒する素そ振ぶりも見せなかった──このときまでは。


    　アバランチが首をかしげ、ぐるりとあたりを見回すような動きを見せた。あまりのタイミングの良さに、ニコラスののどがヒュッと鳴る。──落ち着け。こちらの存在に気づいていたら、すぐに攻撃を仕掛けてくるはず。


    　照準を合わせ、あとは引き金を絞しぼるだけ。


    　だが、レンズの中のアバランチは、ニコラスの思いもしなかった行動に出た。


    　両手が青白い輝かがやきを増して、火花が火焔芸術フアイヤーアートのように躍り出す。その両手を、胸の前で叩き合わせた。


    　アバランチを中心とする光の膜まくが広がり、それはニコラスのいる場所にまで押し寄せる。


    「──!?」


    　ゴーグルの無線機が耳障りなノイズを発したことで、ニコラスはアバランチが何をしたかに気づいた──レーダーだ。エーテルの波を引き起こし、それに対する反応を探ったのだ。よく見れば両肩から飛び出しているセンサーは、まだ無傷で残っている。


    　同時に、ニコラスは自分の迂う闊かつさを認識した。エーテルであるミアズマの影響を受けたミスティックは、エーテルの動きに敏感だ。ならば、エーテルそのものとなったアバランチなら？　奴やつの近くでエーテルを使った無線連絡を使えば、こちらの存在に気づかれるのでは？


    　その疑問に答えるように、アバランチがニコラスをはっきりと見た。青白く輝く手をこちらに向ける──咄とつ嗟さにニコラスはアバランチの胸部から照準を外し、自分に向けられた光の手に向けて引き金を引いた。


    　ニコラスの左腕からエーテル弾頭が発射されるのと同時に、アバランチの手からも光こう弾だんが発射される。二つの弾丸は空中で衝しよう突とつし、予想以上の爆発を起こした。衝しよう撃げき波はで屋根の甍かわらが吹き飛ぶほどの。


    　──電光爆発!?　あいつ、エーテルを弾丸にしやがった！


    　電光爆発は蒸気圧縮砲スチームレイのように、ある程度実体化したエーテル同士を加速させ、ぶつけることで発生する。生まれたばかりのアバランチがいつの間にかそんな力を習得していた事実は、ニコラスを戦せん慄りつさせた。瞬間移動テレポーテーシヨン、レーダー、エーテル弾──アバランチは力の使い方を学びつつある。このままでは最終的に、誰も手のつけられない存在になるのではないか。


    　アバランチは爆発の余波を受けて後ろに飛び下がり、そのまま緩ゆるやかに地上に降りていった。


    「まずい……！　ザジ！　撤退！　そこから逃げろ！」


    　無線で呼びかけるが、さっきのレーダーの影響からまだ無線機が回復しておらずノイズが流れ続けている。ニコラスは悪態をついてアンカーシューターを使い、屋根から飛び降りた。さっきのレーダー波でニコラスの位置がバレたのだ。さらに近い位置にいたザジを、アバランチが見み逃のがすはずがない。


    　祈るような思いでニコラスは工房街の道を走り抜けて、狙そ撃げきのバックアップのためにザジが潜ひそんでいた地点を目指して駆かけた。激しく動きすぎたせいで、胸の人工心しん肺ぱいが機能不全を起こしかけたが、歯を食いしばって耐える。


    　いくつかの角を曲がり、最後の角に差しかかったところでおそろしい音が聞こえた──かと思うと、角の向こうからザジが投げ出されてきた。肩やヘルメットの装甲が抉えぐられているのは、あのエーテル弾にやられたに違いない。


    　思わず駆け寄ろうとしたニコラスに、ザジが片手を上げて見せた。それは、角の向こうにいるであろうアバランチからは見えない絶妙な角度。ザジが自分を制止しているのだと、ニコラスは気がついた。


    　──囮おとりになろうってのか。


    　自分は今、アバランチの死角にいるはずだ。ニコラスは角を形成している工房の壁に寄り添って蒸気圧縮砲を構える。確実にトドメを刺すためか、倒れて動かないザジに対して足音はゆっくりと近づいてきていた。


    　唾つばを飲み込む音がやけに大きく聞こえた。頰ほおを流れ落ちる冷や汗さえ邪魔に思いながら、ニコラスはそのときを待つ。


    　ゴーグルの無線機が、ノイズの向こうからかすかな相棒の合図を伝えてくれる。


    『……今！』


    　左腕の蒸気圧縮砲を壁に擦こするように飛び出し、構えた。調整済みのゴーグルが照準をロックオン──狙ねらいは、アバランチの胴体中央。電光弾フルギユレーターのエネルギーでボロボロになった装甲は、蒸気圧縮砲で貫通できるはず。そしてそのエーテル弾頭を食らえば、実体のないアバランチもただでは済まないだろう。


    「……なんで、お前──」


    　引き金は引かれなかった。ゴーグルのレンズがアバランチを捉とらえていても、鉄色の瞳ひとみは敵を見ていない。見ていたのは、こちらに向かってくるアバランチの後方にいる、モジャモジャ頭の少年の、悲痛に満ちた顔。


    『ニコ！』


    　アバランチが手のひらを向けたことにも気づかずにいたニコラスを、ザジが突き飛ばした。アバランチが放った光こう弾だんが、ザジの右手首から先を根こそぎ吹き飛ばす。


    　倒れ込んだバスカーズの二人にトドメの一撃を加えようと、アバランチは両手を掲かかげた。その手の中に、青白い輝かがやきが生まれる。


    「父さん！」


    　ダニエルの叫びに、アバランチが反応した。ギシギシと全身を軋きしませながら背後を振り向く。そうして、少年の姿を認めると青白く輝く手をそちらに向けた。


    　エイブラムが生み出したアバランチが、ダニエルを撃とうとしている──その光景の残酷さに、ニコラスが悲鳴のような声を上げた。


    「やめろ、エイブラム！」
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    　ニコラスの叫びは届かなかった。


    　少年を撃とうとしていたアバランチに向かって、焔ほのおの流星と化したサラマンダーが拳こぶしを掲かかげて突っ込んできたからだ。


    「サラマンダァァアアア！　参・上！」


    　ほとんど雄お叫たけびのような口上とともに、アバランチを工房の壁ごと殴り飛ばした。サラマンダーはすかさず残心を取り──バネ仕掛けの人形か何かのような勢いで跳ねもどってきたアバランチのパンチを危あやういところでかわした。


    「き、効いてない!?」


    　動揺しつつもミスをしないのはさすがというべきで、サラマンダーはすぐに反撃に転じる。体を奇妙なタイミングで揺さぶってフェイントをかけ、小刻みなジャブと大ぶりのストレートを打ち込む。


    　このコンビネーションを、アバランチは右、左と、機械的な動きで回避。さらにサラマンダーから覚えたダッキングを駆く使しして距離を詰め、首でも飛ばしそうな勢いで拳を振るう。サラマンダーは反射神経と柔じゆう軟なんさを発揮して、乱暴な打撃を紙一重で避よけていった。


    　二人の格闘戦の向こうでは、ウンディーネが少年を保護し離脱。それを確認したニコラスはザジを押しのけ、左腕を掲げて叫ぶ。


    「どいてろ、サラマンダー！」


    　警告は必要なかった。アバランチの攻撃がついにサラマンダーの運動能力を上回り、ガード越しに打ち込まれたラリアットがサラマンダーを後退させたからだ。今度こそ引き金が引かれて、蒸気圧縮砲スチームレイが発射された。


    　弾だん頭とうとして撃ち出された弾丸は螺ら旋せん状じようの雲を残して飛ぶ。アバランチの周囲でいくつかの大きな火花が散り、アバランチが驚いたように身をすくめ──それだけだった。蒸気圧縮砲の弾丸は大きく狙ねらいを外して、はるか向こうに停とめてあった馬車に大穴を開けている。


    「なんだと……!?」


    　アバランチの周囲にうっすらと漂ただよう、虹にじ色いろの霧のような靄もや。さっきのレーダーと同じ、ミネルバの防衛システムだ。周囲に重蒸気ヘビイスチームを散布して敵の動きを察知する──これのおかげでアバランチはサラマンダーと互角以上に渡り合うことができただけでなく、蒸気圧縮砲の弾丸はその粒りゆう子しとの摩ま擦さつで射しや線せんを歪ゆがめられてしまったのだ。


    　蒸気圧縮砲が通用しない──まるでバリアのようなエーテル霧むを前に、ニコラスはこの敵が一ひと筋すじ縄なわではいかないことを悟った。


    「サラマンダー・スマッシュ！」


    　大きく踏み込んで、サラマンダーの炎の拳がアバランチをかち上げる。アバランチはたまらず後退し、さらにサラマンダーは追撃──空中で片足を伸ばして飛び込みながら、アバランチの顔面にストレート。いずれの攻撃も炎でブーストされており、装甲にぶつかるたびにすさまじい音が鳴り響く。


    「わたしの拳こぶしはシールの炎で加速されてるの！　打ち合いなら、絶対負けない！」


    「…………ガガ」


    　ノイズの後に、アバランチは青白い光の右腕を大きく振り上げた。腕の肘ひじから指先にかけて、ボコボコと波打ち、膨ふくらんでいく。アバランチの腕は醜みにくく育った茸きのこのような姿を取り始めた。


    「……え、何？」


    「逃げろ！」ニコラスは先に自分が逃げながらサラマンダーに呼びかけた。「お前の真ま似ねをしてるんだよ！　あの腕で！」


    「ガガガガガガガガガガガ！」


    　アバランチの腕の中で、濃縮されたエネルギーがはじける音が連続して聞こえた。目の前のサラマンダーに向けて、アバランチが腕を叩たたきつける。


    　その威力は打撃というより爆ばく撃げきで、石畳を砕いて耕し、サラマンダーの背後にあった工房をまるごと一つ吹き飛ばしていた。


    　サラマンダーはニコラスの警告のおかげでなんとか直撃を免まぬがれている。耳の奥が痛むほどの爆ばく音おんの後、工房街はほとんど戦場のような有り様になっている。能天気なサラマンダーも、この光景には口角をひくつかせた。


    「み、見よう見まねにしちゃあなかなかやるじゃん……」


    「でも、連発はできないらしいな。今がチャンスかもしれない」


    　そう言って、ニコラスは蒸気圧縮砲スチームレイを構えた。今の攻撃はアバランチにとっても消しよう耗もうが大きいらしい。右腕は輪りん郭かくが薄れて、ほとんど形を失っている。


    　そこでアバランチは、今度は左腕を掲かかげた。


    「……腕って二本あるんだよ」と、膨らんでいく左腕を見上げてサラマンダーが言う。


    「……そりゃ知らなかった」と、言うニコラスは青ざめている。


    　膨張する左腕からあふれた火花が空気を焼き焦がす。おそらく、腕の中では極小の電光爆発が繰り返されているのだろう。積み重ねられた破壊力が、今にも振るわれようとしていた。


    「逃げるぞ」


    「そだね」


    　サラマンダーはバックパックを使って飛び上がり、ニコラスはアンカーシューターを取り出した。そのとき、


    「サラマンダー、大丈夫!?」


    　あろうことか、このタイミングでウンディーネが戻ってくる。安否確認は無線でしろ、と言いたいところだが、今はアバランチのせいでテスラ式無線は不調だった。


    　アバランチはと見れば、ふくれあがった左腕でぶん殴る相手を新しく現れたウンディーネに決めたらしい。そちらに向けて、左腕を振りかぶっている。


    　ニコラスはとっさにアンカーシューターをウンディーネの真上にあるガス灯に向けて撃った。ロープのついた碇いかり型の錘おもりが飛び出してガス灯に絡からみつき、ロープを巻き取ることでニコラスはウンディーネのもとまで一息に移動。


    「つかまれ！」


    「ちょっと何──きゃあっ！」


    　問答無用とばかりにニコラスは蒸気圧縮砲スチームレイと化した左腕で無理やりウンディーネを抱きかかえて、ニコラスはさらに別のガス灯目がけてアンカーシューターを撃つ。そこへ、青白い塊かたまりが振り下ろされた。


    「ガガガガガガガガガガガガ！」


    　さっきまでウンディーネが立っていた地点が粉々に吹き飛び、工房が一気に二軒ほど瓦が礫れきと化した。間一髪で攻撃を切り抜けて、地面に降り立つ。着地はあまり華麗とは言えなかった。


    「奇術師ジヤグラー、あなたその腕──」


    　今頃そんなことを言う。だが、へたり込んでいたニコラスはまだアバランチの攻撃が終わっていないことに気づいた。工房を粉々にした青白い光の柱が、横倒しになったままこちらに迫ってくる──なぎ払う気だ！


    　ニコラスは背中でウンディーネを押しやり、蒸気圧縮砲を発射。エーテル弾はやはり粒子のバリアに触れて弾け、軌き道どうを歪ゆがめられてしまう。だが、迫り来るアバランチの左腕という目標は、外すには大きすぎた。弾頭がかすめた瞬間、ふくらみきった腕が爆裂した。


    「ガガガガガッ!?　ゴガァッ！」


    　苦く悶もんの叫びを上げるアバランチの背後から、黄色い独眼の巨人が飛びかかった。ザジは片手で相手の頭部を摑つかみ、力任せに押し下げる。同時に壊れた右手でアバランチの胴体も抱え込んでいるので、アバランチは怪力によって真っ二つに引き裂かれそうになっていた。抵抗しようにも両腕は今、形を失っている。


    「ガガガガ！　ガガガガァッ！」


    　ノイズをわめき散らして、アバランチの周囲の空間が歪む。瞬間移動テレポーテーシヨン──空間の歪みが元にもどった頃には、アバランチの姿はザジの手の中になかった。


    　敵を逃のがし、支えを失ったザジはその場に倒れ込む。そしてニコラスもまた、その場に崩れ落ちようとしていた。激しい動きに加えて、蒸気圧縮砲を連発したためだ。


    　激しい脱力感にあらがえずに、倒れかけたニコラスの体を、思わぬ人物が支えていた。


    「ニコラス・ハルトゼーカー」


    　初めて感触を味わう腕に抱かれて、ニコラスはおぼろげな意識とともに相手を見上げる。


    「トライデントのウンディーネとして、あなたに話があります」


    



    
      ◆

    


    



    　アバランチがぶち壊した工房の瓦が礫れきに腰かけて、ニコラスは工房の中から失敬したスチームバレルのノズルを胸に差し込み、機械心臓に重蒸気ヘビイスチームを補給していた。その際にウンディーネは、わざわざ工房に重蒸気と破は損そんした壁の修理代として小切手を置いている。いつも小切手を持ちながら怪人フリークスどもと戦っているのだろうかとニコラスは不思議に思ったものだった。


    　デイナがやってきて、ウンディーネに報告。


    「この辺の住人はみんな逃げ出した後だったみたい。怪け我が人にんもなし。ツイてたよ」


    　二言三言交わしてから、デイナがまた来た道をもどっていく。ちら、とニコラスの体を見た気がしたが、ニコラスは知らんぷりを決め込んでいた。


    「……ずっと不思議に思っていたけれど、ようやく納得がいったわ」


    　機械仕掛けの半身を晒さらすニコラスを眺めて、ウンディーネは何度もうなずいた。これはニコラスが初めて気づいたことだが、マダムやザジ以外の人間の前で重蒸気の補充を行おこなうのは、ちょっと恥ずかしい。


    「体の左側……肺と心臓を含めてクラフト化されている。そして、左腕は蒸気圧縮砲スチームレイ」


    　ウンディーネがニコラスの顔をのぞき込む。暗いせいか、かなり間近まで。


    「ディスコルディアね？」


    「いいや。父親が普通の人間で母親が自動機械人形オートマンだったんだ」


    　軽口でごまかしたのは体の秘密ではなく、洞どう窟くつの奥の泉のようなウンディーネの青い瞳ひとみを見返すことができなかったから。


    　工房の外では、サラマンダーとザジが周囲を警戒、アバランチの来らい襲しゆうに備えている。


    「あなたのことを調べても情報が出てこないはずだわ。戦争被害者だったのね。ディスコルディアの実験台とされた人々は、本人が望むならその過去を隠いん匿とくすることができる──レプチューン社の調査を完全にシャットアウトできるのは国くらいだもの」


    　ウンディーネはニコラスと同じように視線を外へ──ザジへと向ける。アバランチの攻撃からニコラスをかばったときに破壊された右手に。


    「彼もそうなのかしら？　右手を失った？　あるいはあなたとは逆に右半身を？」


    「本人に聞いてみろよ。太平洋までぶっ飛ばされるから」


    　ここはごまかすしかない。ザジの中身が指名手配犯の《黄の印イエローサイン》だと知れば、さすがにウンディーネも放っておいてはくれないだろう。


    「さっき、あなたが蒸気圧縮砲を構えて飛び出したところを見たわ。結局、撃てなかったところもね」


    「整備不良だ。油を差し忘れてて……」


    「撃てなかったんでしょう？　あの子が見ていたから」


    　咄とつ嗟さに軽口が出ずに黙り込む。そういえば、ダニエルを保護したのはウンディーネだった。


    「エイブラム・エレホールドはあの子の父親だそうね。子供の見てる前で、父親を殺すのは忍びなかった。とても理解しやすい感情だわ」


    「あれはエイブラムじゃない」


    　そこだけは、はっきりと否定する。


    「撃たなかったのはミスだ。あのとき俺おれは撃つべきだった。この街のためにも、ダニエルのためにも」


    「結構な意見ね。でも、あなたにそれができていたとしたら、わたしはこうしてあなたと話しなんてしていない」


    　ウンディーネが再びニコラスの顔をのぞき込んでくる。


    「わたしはあなたのその甘さを妥協点とするわ。手を組みましょう、ニコラス。アバランチを止めるのに手を貸して」


    　触れ合うほど近くに、ウンディーネの端整な顔がある。いつの間にか彼女はニコラスを奇術師ジヤグラーではなく名前で呼ぶようになっていて、気を許した途端に見せるようになった彼女のこの屈くつ託たくのなさを、ニコラスは危あやうく思い、同時に妬ねたましくも思う。


    「……撃つべきだったんだ」ニコラスはさらに言った。「父親の遺のこしたモノが、人を傷つけてるんだ。このままじゃダニエルは、過去に引きずられる。子供が背負うべきものじゃない」


    「あなたの蒸気圧縮砲スチームレイをアバランチが無効化するのも見ていたわ。あなたの左腕では、もうアバランチは殺せない。まったく効果がないわけでもなさそうだったけれど。それに、わたしは妥協点と言ったはずよ」
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    　ニコラスの殺意を、底なしの青い瞳ひとみが受け止めていた。


    「わたしたちはわたしたちのやり方で、あなたたちはあなたちのやり方で。それで結構」


    　挑戦的でありながら、はっきりと好意的な態度。初めて見せるウンディーネの顔に、ニコラスは妙なやりにくさを感じる。まず、確認すべきことがあった。


    「……アバランチはタンクを破って中の重蒸気ヘビイスチームを吸い上げていた。工房街のタンクだけで満足するかはかなり疑問だ。街中の重蒸気を吸い尽くして、さらに成長するつもりかもしれない」


    「つまり、アバランチが次に向かった先は重蒸気のタンクがある場所、ということかしら」


    「ああ。だけど、その前に確認させてくれ。ダニエルは無事なんだろうな」


    「デイナが保護してる。あとで会わせてあげるわよ」


    「……無線で話させてくれれば、それでいい」


    　相手が提示した「妥協点」に、ニコラスは納得できた。あとは、意思の統一だけだ。


    「ザジ、お前はいいか？」


    『うん。ニコがいいなら』


    　無線から間を置かない返事。迷いがない相棒の答えに、ニコラスは安あん堵どを覚えていた。


    「……わかった。バスカーズはトライデントと共闘する。ただし、条件が一つある」


    　譲ゆずれない一点だけを、ウンディーネに要請。


    「俺おれの前で、半分ハーフって言葉は絶対に使うな」


    



    
      ◆

    


    



    　アバランチの捜索にあたっていたシルフだったが、ウンディーネからの連絡で方針がいきなり変わった。できる限り急いでグルケ橋ブリツジの上に向かうようにという指示──すなわち、ジグボーン大学に。


    　しかも手ぶらではなく、途中で出会ったレプチューン社の黒服から受け取った荷物を持っている。馬ば鹿かでかい機き関かん銃じゆうだった。


    「……銃は嫌いだってのに」


    　ベルトで銃をぶら下げて、シルフはいつもよりもいくらかペースを落として飛んでいた。ジグボーン川の水上を通り、冷えた空気の流れを感じ取ったとき、大学の上空に人影があることに気がついた。


    　街の上を飛べるのは、トライデントのほかにはスカイパトロールの羽オ撃ー式ニ飛ソ行プ機タ械ーくらいのものだし、何より自分やサラマンダー以外の人間が空中に静止している姿は、否いや応おうなく違和感をかきたてられる。


    　あちこち煙突やパイプの突きだした大学の真上──そいつは釣つり餌えにつけた浮きを確かめているような様子で見下ろしていた。


    　すぐにヘッドギアの無線を開く。


    「見つけたよ。あんたの言ったとおり、大学上空で発見」


    『結構。すぐに退ひいて』ウンディーネが応答。『ちゃんと、十分距離をとってるでしょうね』


    「あ」とシルフが声に出して言ったのは、そういえばそんな忠告を受けてたなあと思い出したことによる「あ」で、空中にたたずむ人影がこちらを向いたことによる「あ」でもあった。


    「……やば、目ぇ合っちゃった」


    　シルフが身を翻ひるがえすのに合わせて、アバランチが追ってくる。風や炎を使うこともなく、前傾姿勢になっただけで不自然なほどの加速を見せた。


    　耳元では無線越しにウンディーネがいろいろわめいているが要するに、できるだけ急いでそちらに向かうから可能なら逃げて無理なら応戦しろということらしい。言われなくてもそうするし、できなかったらたぶん死ぬ。


    　シルフは飛びながら反転し、翼の角度を固定。ベルトをたぐって機き関かん銃じゆうを抱え込んだ。


    「翼もジェットもないのに平気なツラして飛びやがって！　毎日毎日航空力りき学がくと取っ組み合いしてるあたしらに謝れ！」


    　不器用に構えられた銃から銃じゆう弾だんが連続発射──すべて外れ。全弾あさっての方向に飛んでいき、それどころか発射の反動で体勢を崩し、シルフ自身が落ち葉のようにくるくる落下していく。


    『当てた？』などと能天気な質問が無線機から。シルフは落ちながら「一発も当たってねーよ！」と怒鳴り返す。


    『せめて一発くらい当てなさい。実弾武器が有効か知りたいわ』


    「無茶言ゆーな馬ば鹿か！　飛びながら銃を使うのがどれだけ大変だと思ってんだ！　翼に当てないようにするだけでも難しいっての！」


    『なら……』


    　ウンディーネの声がノイズに飲まれて遠くなった。


    　風の流れに異常を感じ、シルフは翼の向きを変える。いつの間にか背後に迫っていたアバランチが、至し近きん距離から光こう弾だんを発射──寸前で翼を翻したおかげで、エーテル弾だんはシルフの肩をかすめて機関銃のベルトをちぎっただけで済んだ。耳元を凶悪なエーテル弾頭が通り過ぎた風の音に、シルフは戦せん慄りつした。


    　咄とつ嗟さにシルフは落っこちそうになる機関銃を摑つかみ取り、ハンマーのように振りかぶってアバランチに叩たたきつける。


    「…………ガ」


    　ダメージを受けた様子はない。だが、アバランチは追つい跡せきをやめた。この隙すきにシルフは翼を使って滑かつ空くうし、大学と陸地をつなぐ橋の上に滑り込むように着地する。


    「ウンディーネ！　急いでくれるとありがたいんだけど！」


    　しかし、聞こえてくるのはノイズだけで応答はない。シルフはアバランチを見上げて、その周囲に虹にじ色いろの靄もやが漂ただよっていることに気がついた。


    「……あれのせいかよ！」


    　足場を得たシルフは、改めて機き関かん銃じゆうを構えて狙ねらいをつける。見事な射しや撃げきというには程遠かったが、発射された弾だん丸がんのいくつかはアバランチの外がい殻かくを叩たたき、傷つけた。しかし、実体を持たないエネルギーそのものであるアバランチ本体には、どれだけダメージがあるのか疑わしい。


    　それでも仲間が来るまでの時間稼かせぎのため、アバランチに向けて銃弾を浴びせ続ける。


    「……あり？」


    　それまで景気よく銃弾を吐き出していた機関銃が、カチン、という音とともに黙り込んだ。ギャング時代からろくに銃など触ったことのないシルフは、弾た丸ま切れという言葉すらなかなか出てこなかった。


    「これだから銃ってやつは……！」


    　とっさにベルトをまさぐり、予備の弾丸カートリッジを取り出す。不器用な手つきでそれをいじり回して、叫ぶ。


    「こ、これっ、どこに、どこに挿させばいいの!?」


    　銃弾の連打に押されていたアバランチが、ぐうんと上体を前に傾けた。まるで振り子のように勢いよく飛び出して、シルフに向かって突っ込んでいく。


    　その加速から接触が避けられないとみたシルフは、機関銃を盾たてにして突きだした。アバランチに触れた箇所から機関銃はバラバラに打ち砕かれて、その衝しよう撃げきでシルフも吹き飛ばされる。


    「ちっ……このっ！」


    　受け身を取りつつ、シルフは手の中でシールの結晶を生み出し、砕いた。緑の粒りゆう子しが風の流れを集め、刃やいばの形に変えて投げつける。エメラルドの鎌かまのような風の刃を、アバランチの背面アームが受け止め、ずるりと飲み込んだ。


    「シールも吸収できんのかよ、それ……！」


    　アバランチの両手が青白い光を帯びる。この距離で敵の射撃を避けきることは難しい。シルフは分ぶの悪さを知りつつも羽ばたくため、ハンドルに手を伸ばした。


    「サラマンダー・シュート！」


    　声と同時に炎弾が飛来して、アバランチの頭部を炎が包む。アバランチは頭を振って消火し、そちらを向いた。シルフも、危あやういところで駆かけつけてくれた仲間の姿を捜す。


    「サラマンダー！　助かっ……？」


    　シルフの予想に反してそこにいたのは鉄色の瞳ひとみの男。顔の左半分を、大きなゴーグルで覆おおっている。手には、大口径の銃──銃口からチロチロと炎が漏もれている。


    「なんちゃって」


    　真顔でそんなことを言う相手に、アバランチも戸惑っているように見えた──隙すきができた。


    「脳内麻薬エンドルフイン！　全っ開インジエクト！」


    　その声は、アバランチの上空──真上から響いた。


    「サラマンダァァアア・ドラァァーイブッ！」


    　シールをまとって突撃し、アバランチが受け止める。赤と白、二つの輝かがやきが拮きつ抗こうし合い、一歩も譲ゆずらない。限界はその二者ではなく、橋に訪れた。アバランチが立つ足下からひび割れが放射状に広がり、崩ほう壊かいしたブロックとともにアバランチがジグボーン川へと押し込まれる。


    　サラマンダーはアバランチが沈んだのを確認すると反転、自分で開けた穴から橋上へともどっていく。


    「結構よ」


    　飛び去るサラマンダーにそう言ったのはウンディーネ──彼女が立つのは橋の裏側。ブーツの裏を凍こおらせて、逆さまに立っている。その手にあるのは、機械の柄と青いシールで構成された剣。レプチューン社が開発した武装の一つであり、シルフの翼やサラマンダーの拳こぶしのように、彼女の能力を最大限に活用するためのクラフトだ。


    「低温侵食コールドスナツプ、全開フリーズアウト」


    　青い刀身はウンディーネのシールを固定、伸張したもの。触れるものを片っ端ぱしから凍らせる剣のポテンシャルを全解放──剣先が触れた瞬間、一面の川かわ面もが完全に氷結した。


    　氷のリンクの上に、ウンディーネが華麗に舞い降りる。


    「水が弱点、ということだったら結構なのだけれど……」


    　川を覆おおう氷が、下から突き上げられて揺さぶられる。ウンディーネの足下がひび割れた。


    「……でしょうね」


    　踵きびすを返して、ウンディーネが駆かけ出す。氷のひび割れが連続してウンディーネを追った。


    「サラマンダー！」


    　呼ぶよりも速く、炎をまとった飛ひ翔しよう体たいが飛んできていた。急降下で氷上のウンディーネを抱きかかえると、一目散に運び去っていく──その直後、分厚い氷を突き破ってアバランチが飛び出した。


    　アバランチは氷を割った勢いのままに飛び、二人を追う。その速度からして、一杯食わされたことに怒り狂っているようにも見えた。


    　橋の下から出ると同時にサラマンダーは軌き道どうを変えて真上に飛び、橋の欄らん干かんすれすれを飛び上がる。アバランチはその変化にたやすく対応。二人のすぐ後ろまで迫り、腕を伸ばした。


    「……。」


    　橋の上で待ち伏せしていたザジが、アバランチの足を摑つかんで捕らえる。そのまま引きずられそうになるが、橋きよう脚きやくに足を引っかけて耐えた。


    「…………！」


    　ザジの独眼が一際強く輝かがやき、アバランチを引きずり下ろして橋に叩たたきつける。


    「ガッ!?」


    　橋が揺れるほど強く叩きつけたにもかかわらず、アバランチはこたえた様子を見せなかった。それどころか、アバランチはターゲットをザジに変えたらしい。足を摑つかんだままのザジに対し、めちゃくちゃに光こう弾だんを発射した。


    



    
      ◆

    


    



    『……もしもしハロー？』


    　遠慮がちな声は、確かにダニエルのものだった。この状況に怯おびえているらしいと察して、ニコラスはできるだけ穏やかな声を作ろうと努めた。


    「俺おれだ、ダニー。そっちは大丈夫か」


    『ニコラス……』もう涙声になりながら、ダニエルが応こたえる。『うん……今、俺、警察の人といるから……』


    「なら、今のうちにご機嫌とっとけ。スチームシーカーになるんだったら、警察にコネがあるに越したことはないからな」


    『うん、うん……』


    「でも、太った警部には気をつけろ。あのオッサンは気むずかしいからな。太ってるってことは絶対に本人に言うなよ」


    『わかった。あの……ニコラス』


    「なんだ？」


    『ニコラスなら、父さんを助けてくれるよね？』


    「…………」


    『だって、ニコラスはこの街で一番のスチームシーカーだもの』


    『ねえ、ニコラス──』


    「ダニエル」


    　ニコラスは深呼吸をしてから言った。きっと、誰かを絞しめ殺すときはこんな気分なんだろう。


    「──全部、俺にまかせとけ」


    『……うん！』


    　じゃあな、と優しく言って通信を切る。


    　ニコラスは今、橋上の、ジグボーン大学の門の上に立っている。左腕の蒸気圧縮砲スチームレイを構え、コードでゴーグルと接続。レンズは狙そ撃げき用のもので、標的は、言うまでもなくエイブラム・エレホールドの厄やつ介かいな忘れ形見がたみ、アバランチ。


    「──お前は何も背負わなくていい、ダニエル」


    　ニコラスは狙撃の構えをとる。悲ひ惨さんな物語を終わらせるために。


    



    
      ◆

    


    



    　アバランチがデタラメに撃ちまくった光こう弾だんはザジの鎧よろいを痛めつけたが、ザジはひるまずアバランチを真上に放り投げた。投げられたアバランチは空中で静止──すうっ、と何事もなかったかのように空中で浮かんだまま体勢を整える。


    「ガ──」


    「うっせぇ！」


    　一いつ旦たんはるか上空まで飛び上がり、そこから急降下してきたシルフが緑色の風をまとい、落下速度を乗せた渾こん身しんの跳とび蹴げりをアバランチの体に食らわせた。アバランチは背中を踏みつけられて再び橋に墜つい落らくさせられる。


    「いらっしゃい」


    　墜落地点で待ち構えていたウンディーネは、手にした剣を地面に突き立てていた。そこから伝わる冷気が、墜落と同時にアバランチを氷漬けにしている。


    「相手の動きを読み取って真ま似ねるのが得意だとか？」


    　氷を砕き、アバランチが起き上がる。だがシールから直接伝わる冷気はしぶとく鎧の足をつなぎ止めていた。、ウンディーネに向かってノイズが吠ほえ、ウンディーネは冷たい呟きで返す。


    「結構。これからあなたには、そんな暇ひまを与えないから」


    　アバランチの左右から、猛烈な勢いで二つの影が迫ってきていた。


    「サラマンダー・クロスボンバー！」


    「……。」


    　サラマンダーのパンチとザジの体当たりの交差を受けて、アバランチの体が不自然にねじれた。関節の部品がいくつか吹き飛ぶが、アバランチはいまだその場に立ち尽くしている。「ガァッ」と一声吼ほえて、乱暴に二人をなぎ払った。足が固定されているために、バランスを崩す。


    腕を振り回したアバランチの正面に、ウンディーネが立っている。剣先を構えた。


    「失敬」


    　両手で掲かかげた剣を、アバランチの胸元目がけて突き通す。シールでできた剣先がアバランチの放つ粒りゆう子しに反応し、その切っ先を逸そらそうとするが、ウンディーネは眉み間けんに皺しわを寄せ、力ずくで剣をアバランチの胸に刺し込んだ。剣先は装甲を貫つらぬくと同時に凍りつかせて、アバランチの動きを封じていく。


    「ガガガガガガッ!?　ゴガガガギガゴガガガッ！」


    　胸を串くし刺ざしにされたアバランチが暴れ出す。尻尾しつぽのような背面アームが周囲を乱れ打つが、ウンディーネはすでにその場から離れていた。


    「やって、ニコラス！」


    　ジグボーン大学校門の上で待ち構えていたニコラスが、蒸気圧縮砲スチームレイを発射。螺ら旋せんの軌き跡せきを残し、エーテル弾だん頭とうはアバランチの胸──ウンディーネの剣に命中したことでアバランチの放つ粒りゆう子しに邪魔されることなく剣を砕きながら進み、鎧よろいの中のアバランチ本体に着弾した。


    「──ガッ」


    　ドクン、と一度大きくアバランチが跳ねた。


    　──それっきり。鎧の中で燃えさかっていたエーテル質は輝かがやきを失って熾おき火びのようになり、腕を構成していた光も散って消える。


    　それまでの暴れっぷりが噓うそのような穏やかさで、アバランチは立ったまま静かに停止した。


    　ジグボーン川にかかるグルケ橋ブリツジに、久しい静けさが訪れる。


    「……終わった？」


    「そのようね」


    　サラマンダーの問いにウンディーネが答え、シルフはひざに手を突いて長い息を吐いた。


    「あー、良かった。これ以上続いたら神経がもたなかったよ」


    　ニコラスもアンカーシューターを使って門の上から降りてきて、アバランチの骸むくろを確認に向かう。ウンディーネがニコラスのほうを振り返る。いたわるような表情で、ニコラスはそんな顔のウンディーネは今まで見たことがなかった。


    「……ニコラス、大丈夫？」


    「問題ない」


    　左腕を収納して、ニコラスは平静を装よそおって答える。内心渦巻いている感情を漏もらすまいと表情を硬くして。


    「あなたは義務を果たした。それは確かよ」


    「……わかってる」


    　どちらかと言えば、いつもの皮肉をぶつけてくれたほうが今のニコラスにはありがたかった。たった今撃ち抜いたのはエイブラムではない。ダニエルの父親ではない。それはわかっているつもりだが、それでも、あれを──。


    　ぐにゃり、と空間が歪ゆがんだ。


    　トライデントを初め、ミスティックは感覚が訴える違和感に硬直するが、ニコラスだけはその瞬間を目撃していた。歪みが元にもどると同時に、その中心にいたアバランチの姿が消滅している。左腕を構え、ニコラスが叫んだ。


    「気をつけろ！　まだ生きてる！」


    「全周囲警戒！」ウンディーネが指示を出す「相手はどこにでも現れるわ！　注意して！」


    「……。」


    　ザジが、黄色い目で頭上を見上げた。言葉にはしなくとも、全員がその注意の先にあるものに気がつく。橋のずっと上に、アバランチが浮いている。


    「あいつ、あんなところに！」


    「待って！」飛び上がろうとしたサラマンダーをウンディーネが止めた。「様子がおかしいわ」


    　鎧よろいの内側の青白い光は、完全に消え去っている。にもかかわらず、アバランチは常識を超えた力で空中に留まり、震えていた。


    「…………ガ……ガ……ガガッガッ」


    　ぼう、とアバランチが燃え上がった。鎧の内側から噴き出した炎により、全身が炎上しているように見える。炎の塊かたまりとなったアバランチが、燃える瞳ひとみをゆっくりと下に向けた。サラマンダーが口をあんぐり開けた。


    「炎!?」


    　流星と化して、アバランチが降ってくる。逃げる間もないほどの速度だったが、機転を利かせたシルフが地面に手を叩きつけて突風を起こし、アバランチの着地点にいた仲間を吹き飛ばし救った。その緑色の風を猛火で焼き散らし、アバランチは橋を砕き大穴を開けた。


    「なんて威力──！」


    　橋の真ん中に、火か力りよく馬ば鹿かのサラマンダーが絶句するほどの大穴が開いている。焼け焦げて白煙が立つ穴から、炎が吹き上げた。先ほどまでの青白い姿とは異なる、真っ赤に燃えたぎる霊となって、アバランチが復活を遂げる。　


    「どうやら、また学習したみたいだな」


    　ニコラスが苦々しげに吐き捨てた。ウンディーネはベルトから折りたたんだ釣り竿のようなクラフトを取り出し、シールを与えて新たな青剣へと変える。


    「ミアズマは万能の相そうを持つエーテル……厄介ね。相性も何もあったもんじゃないわ」


    　無尽蔵のタフネスと応用力、そして学習能力──まったく悪夢のような相手だ。


    「なら、シルフ！」


    「あいよ」


    　サラマンダーが炎を生み出すと、シルフがつむじ風を重ねてアシスト──炎の旋風がアバランチに迫る。


    「ガガガガガ──ガガッ！」


    　アバランチが、全身をぶるっと震わせた。真っ赤だった全身が青く変色──猛火は一瞬で冷気の塊と化し、口から噴き出した吹雪ふぶきが炎を防いでいる。ウンディーネが唇くちびるを嚙かんだ。


    「氷まで……！」


    　なら打撃で勝負とばかりに、サラマンダーがステップを踏んで接近──距離を詰められる前に、アバランチが氷と霜しもの腕を地面に叩きつけた。


    　腕が触れた箇所から、氷結が始まった。氷と霜しもが地面を走り、サラマンダーのブーツに嚙みついた。


    「ぐっ!?」


    　ウンディーネの真ま似ね──サラマンダーにかかればさほど時間をかけずに溶かせるが、その余裕を与えてくれる相手ではない。


    　アバランチが再び全身を震わせる。氷雪の化身は元の青白いエーテル質に戻り、右手を掲げた。指先から布を絞しぼるように捻ねじれていき、腕は尖とがった巨大な針と化す。しかも、エーテルの針は回転まで始めた。


    「んなっ!?　ド、ドリル!?」


    　エーテルで再現するにはあまりに機械的な武器で、動けないサラマンダーに襲おそいかかる。


    「…………！」


    　アメフト顔負けのタックルで、ザジがアバランチを押しとどめた。二つの鎧よろいが嚙かみ合う。


    「ガァッ！」


    　めちゃくちゃに暴れて右手を振り回すアバランチだが、ザジは構わず押し込んでいった。そのまま、【ＺＢ】のレリーフが浮かぶジグボーン大学の校門にアバランチを押しつける。力任せに転ばせることができない相手なら、動きを封じるには壁に押しつけるほかない。油断なく、ドリルと化した右腕をザジは付け根から押さえ込んでいた。


    「……！　……！　……！」


    　何度も拳こぶしを叩たたき込み、虚うつろなアバランチのヘルメットを繰り返し叩く。そのたびにヘルメットと、壊れたザジの右手首から部品が飛び散り、エーテルの火花が散った。アバランチのヘルメットの中の青白い輝かがやきが、どんどん強さを増していく。


    「──駄目だ、ザジ！」


    　ニコラスの警告と同時だった。アバランチの頭部、口にあたる部分から空気を灼やき焦こがす光線が発射されて、ザジの巨体に直撃──まるで紙くずのように吹き飛ばされる。ザジはゴロゴロと橋の上を転がり、危あやうくアバランチが開けた穴に落ちる直前で止まる。光線を受けた箇所からは白はく煙えんが立ち、そのまま動かない。


    「ザジ！　おい、ザジ！　……クソッ」


    　ヘルメットの独眼の光が消えていた。生死は不明だが、ザジは確実に意識を失っている。


    「……サラマンダー、シール貸して」


    　おもむろに、シルフが言った。いつになく、面おもてに戦意がみなぎっている。


    「ウンディーネ、ニコラス。なんでもいいから、あいつの足を止めて時間を稼かせいで」


    　彼女の仲間たちは、シルフの意い図とを理解したらしい。サラマンダーが差し出した赤い矢印型のシールを、シルフは手の中に生み出した結晶で受け取った。赤と緑のシールが溶け合い、混じり合う。なぜか、シルフは苦く悶もんの表情を浮かべている。ジッ、と音がしたところからして、サラマンダーのシールはシルフの結晶に吸収されてもなお、高温を放っているのかもしれない。


    「わたしたちの切り札よ」ウンディーネが言う。


    　青く研ぎすまされた刀身を敵に向け、


    「あなたも協力しなさい、ニコラス。シルフが準備を終えるまで時間を稼かせぐわ」


    「蒸気圧縮砲スチームレイもスチームアーマーもなしじゃ、たいしたことはできないんだが……」


    　言って、ニコラスは右手をだらりと下げた。そんな二人の間に、サラマンダーが拳こぶしを構えて割り込む。


    「大丈夫、正義を信じる心さえあれば！」


    　絶望的な状況でも彼女は相変わらず鼻息荒く、馬ば鹿かも味方にすればこんなに頼もしいものだとニコラスは初めて知った。


    「ガガッガガガガガ！」


    　アバランチが両手を掲げた。右手は炎を宿し、左手は冷気、口からはザジを焼いた熱線を吐こうとしている。単純な火力なら単体でトライデントを圧倒するだろう。


    　だが、疾はやさにおいては一番ではなかった。


    「サラマンダー・ナックル！」


    　溜ためも無く、ひとっ飛びに間合いを詰めるこのモーションはまだ見せていない技──アバランチは対応できない。頭部に一撃もらい、さらに返しの二撃目を辛うじて左手で受け止める。氷の鉤かぎ爪つめがサラマンダーの拳に食い込み、霜しもが炎を侵していく。


    　そこへ、側面に回ったウンディーネがスプリンクラーを浴びせた。


    「ガァッ！」


    　ノイズが吼ほえて、アバランチの頭部の光が強くなる。ザジを吹き飛ばした光線だと気づいて、ニコラスはすかさずアンカーシューターを放った。錘おもり付きのロープがアバランチの首元に巻きついて引っ張り、ヘルメットの向きを変える──ロープは焼き切られたが、光線は的まと外はずれな方向に放たれた。


    「もらったぁ！」


    　その隙すきに、サラマンダーはラッシュをかけた。右から左から、ときには上からの打撃まで放ち、アバランチを追い詰めていく。


    「これは」──切り札とやらを使わなくてもどうにかなるんじゃないか。


    　ニコラスがそう口にしかけたとき、それまでされるがままになっていたアバランチが、ぐんと背せ筋すじを反そらしてサラマンダーのパンチを空から振ぶりさせた。それはボクシングではスウェーと呼ばれる技術であり、サラマンダーが何度か見せたテクニックでもある。


    「こいつ──！」


    　逆ぎやく襲しゆうの連打がくる。まるで、これまでに繰り出した拳を鏡写しで返されているような正確さだった。あらゆる技術を駆く使ししても、待ち構えていたように次の打撃が襲おそってくる。


    　サラマンダーはアバランチの反撃のパンチを受けるので精いっぱいで、その背面アームにまでは気がまわらなかった。大だい蛇じやのようにしなるアームがサラマンダーの腹を薙なぎ、弾はじき飛ばす。


    「サラマンダー！」


    　追撃をかけようとしていたアバランチのアームの鉤かぎ爪づめが凍りつき止まる。いつの間にか青い刀身を持つ剣がアームに突き刺さり、アーム全体を氷でおおっていた。ウンディーネが、ダーツのように剣を飛ばしたのだ。


    「……ガガガガガ！」


    　憤いきどおるかのように、アバランチが吼ほえ猛たける。青白いエーテルが真っ赤な炎となり、全身が爆ばく炎えんと化した。その熱で背面アームに突き刺さっていたシールの剣は、氷と共に蒸発した。アバランチは邪魔をしてくれたウンディーネに向かって、黒こく煙えんをたなびかせて襲おそいかかった。


    　剣を失ったウンディーネは逃げ出すが、サラマンダーのように爆炎を推進力とすることを覚えたアバランチは、たやすく彼女に追いついてしまう。


    「──下がりなさい！」


    　ウンディーネが浴びせる氷ひよう雪せつを炎で蒸発させて、アバランチは炎の拳こぶしを振り下ろす。ウンディーネの足下で、小規模な爆発が起きた。破は片へん波こそなかったものの、その高熱と衝しよう撃げき波はは人ひとりを行動不能にするには十分なもの。地面から立ち上る黒煙の中には、もとの青白いエーテル質にもどったアバランチと、意識を失って倒れているウンディーネの姿があった。


    　サラマンダーが、脇腹を押さえたまま叫ぶ。


    「ニコラス！　ウンディーネを──」


    　言われるまでもなく、ニコラスは行動に移っている。アバランチはウンディーネにトドメを刺そうと、その青白い腕を伸ばす──青白い指先に、蒸気圧縮砲スチームレイの砲ほう口こうが触れた。


    「気づかなかったか？」爆発の黒煙に紛まぎれてニコラスが忍び寄っていた。「粒りゆう子しのバリアは健在でも、その流れを感じ取るセンサーはとっくにイカれてるみたいだな」


    　アバランチの腕がはじけ飛んだ。アバランチが、ノイズで苦く悶もんの叫びを上げる。アームをしならせてニコラスを打ち据すえようとして──突とつ如じよ、飛来した鎧よろいの籠こ手て部分に殴られて体勢を崩した。ニコラスの後方では、独眼に黄色い光を取り戻したザジが起き上がり、露出した腕を見せている。鎧の籠手だけをシールで操あやつり、飛ばしたのだ。


    「あれだけぶん殴られてたら、そりゃ壊れる。そして、バリアを突破するもっともシンプルなやり方がこれだ。弾だん丸がんを逸そらせないほど近づいて、撃てばいい」


    　ニコラスは蒸気圧縮砲を持ち上げて、アバランチの胴体に開いた大穴に向けた。どう間違っても当たる距離──お互いに。死神に大砲を突きつけたニコラスは、ヒステリックにひりついた笑みを浮かべる。


    「痛かったら言ってくれ、参考にするから」


    　引き金を引く──アバランチの体内でエーテルが破裂した。鎧全体がブルブルと小刻みに震える。さらに引き金を引く──鎧のあらゆる関節がぶつかり合って耳障りな音を立て、アバランチが退ひく。前進して距離を詰め、引き金を引く──ノイズは絶ぜつ叫きようのようになり、アバランチはニコラスの首を薙なごうと手を伸ばす──引き金を引く。アバランチが悶もだえて攻撃の手が止まる。


    　アバランチに反撃させないためには、このまま撃ち続けるしかない。自分が挑いどんだのはそういうゲーム──命がけの我慢比べチキンレースだ。


    　五発目までは覚えていたが、次第に意識が朦もう朧ろうとしてくる。人工心しん肺ぱいに回す重蒸気ヘビイスチームを、片っ端ぱしから弾だん丸がんとして使ったせいだ。呼吸は一息ごとに浅くなり、ついには立っていることさえできなくなった。猛もう烈れつな脱力感に襲おそわれて、ニコラスはその場に膝ひざをつく。だが──


    「グ、ゴ、ゴガガガ、ガ……」


    　鎧よろいを半はん壊かい状態にまで追い込まれ、本体であるエーテル質に甚じん大だいな打撃を受けてもなお、アバランチは倒れなかった。弱りつつあった鎧の中の灯火ともしびを、徐々にではあるが燃えたぎらせてニコラスに歩み寄る。ニコラスは顔さえ上げられないまま──途絶えがちな声を漏もらした。


    「……もう……十分か？」


    「ご苦労さん、ホントにね」


    　答えたのはシルフ──アバランチの背後に立ち、その手には赤と緑の入り交じった光が絡からみついている。振り返ったアバランチに、シルフは両手を突き出した。赤と緑の入り交じった光が、シルフの眼前に円形を形作る。


    「待たせたね、セニョール。楽しんでいきな」


    　光の円の内側に五ご芒ぼう星せいが浮かぶ。その中央に浮かぶ一条すじの光がゆっくりと開かれて、瞳ひとみの形になった。シルフが叫ぶ。


    「燃ゆるものヴオルヴアドス！」


    　顕けん現げんしたのは、銀色に輝かがやく炎の塊かたまり。


    　銀ぎん炎えんのまばゆい輝きは不定形の生物のようにのたくり、アバランチを飲み込んだ。見る者の魂たましいまで焦こげ付きそうな炎の激しさに、悲鳴すら聞こえない。炎はアバランチを包んだまま橋の上を大学へ向かって走り抜け、押し寄せた先にあったジグボーン大学の校門さえも吹き飛ばす。


    　数十秒の地獄の後、銀の炎は煙ひとつ残さず消え去っていた。異常な高熱が起きた証しよう拠こに、ひどい焦げ跡が路面に残されている。焦げ付き、溶解したミネルバの残ざん骸がいの一部も。


    「ウンディーネ！」


    　サラマンダーが足を引きずりながらウンディーネのもとに駆かけ寄り、抱き起こす。意識を失ってはいるが、重傷ではないようだ。


    　その背後で、ザジは露出した華きや奢しやな腕を隠してコソコソ歩いてくる。そんな彼女に、シルフが拾った籠こ手てを差し出した。


    「ナイスパンチ」


    「……。」


    　ザジは籠こ手てを受け取ったが装着はせずに、脇わきに抱えたままニコラスのもとへ。動かない相棒の胸に手を触れようとした。それを、ニコラスは優しく払いのける。息も絶え絶えに、


    「……大丈夫……十秒くらい……心臓が止まってたけど……もう、戻った……」


    「……、…………。……？」


    「いい。それよりも……シルフ、サラマンダー」


    　二人がこっちを見たので、ザジは慌あわてて籠手をはめ直す。


    「まだ終わってない。奴やつに、トドメを刺しに行かないと」


    「いやいやいや。さすがにもう死んだでしょ、あれ見なよ」


    　シルフはアバランチが残したスクラップを指さして言う。ザジの助けを借りて立ち上がったニコラスは首を横に振った。


    「まだだ。無線を開いてみろ。ノイズが残ってる……あいつは、まだ生きてる。弱り切っているけど、回復されたら厄やつ介かいだ。さらに成長して襲おそってくるぞ」


    　ヘッドギアの無線機をいじり、ニコラスの言葉が事実だと確認した二人は顔を見合わせた。まだ正義が必要とされていることを知ったサラマンダーが気合いを入れ直す。


    「よし、じゃあ──」


    「サラマンダー、ウンディーネを病院へ。あたしとバスカーズで、あいつを追いかける」


    「なんで!?」


    　愕がく然ぜんとするサラマンダーの脇わき腹ばらを、シルフが小突いた。途端にサラマンダーはゴーグルの奥の顔を歪ゆがめる。


    「さっきから腹を庇かばってるのはわかってんだよ。拳こぶしの装甲も使いすぎてガタガタになってるし、あんたは戦闘しちゃ駄目。つーか足手まとい」


    　ぐぅ……と、恨うらめしげなサラマンダーを押しやって、シルフは今度はニコラスの方を向いた。


    「で、こっちの怪け我が人は──」


    「大丈夫だ」


    　ニコラスが即答したのは、大丈夫ではないことを隠すため。無理を押してでも、ニコラスは自分の手でアバランチに引いん導どうを渡すつもりでいる。


    「行こう。今度こそ、あいつを地上から消し去ってやる」


    



    
      ◆

    


    



    　存分に香りを堪たん能のうしてから、上品にグラスを傾けて口をつける。舌の上で丁てい寧ねいに転がし、葡萄ぶどうの深みを味わってから名残なごり惜おしさとともにワインを飲み干した。マイケル・ローフォード市長は、ゆっくりと閉じていた瞳ひとみを開く。


    「んー、すばらしいマーベラス。芳ほう醇じゆんな味わいと洗練された香りが口の中で、こう……弾はじけるハーモニーと言うか、うむ、とにかくすばらしいマーベラス」


    　空からになったグラスを差し出すと、傍そばに侍はべっていた秘書がそっとワインを注いだ。室内を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡る配管の間に豪華なソファとテーブルを置き、発動機のブゥウンという音を聞きながら、市長は場違いにもほどがある時間を満喫していた。


    　ジグボーン大学でもっとも堅けん牢ろうな場所は、研究用の重蒸気ヘビイスチームをためてあるタンク室。これは重蒸気漏もれの事故によるクリーチャー汚染から学内の施設やサンプルに変生現象クリーチヤライズの被害を起こさせないための措そ置ちであり、部外者であるはずのマイケル・ローフォード市長は、そのことをよく知っていた。なぜなら、街で何か危険な騒動が起こったときに備えて自分専用の避難場所をいくつか私的に用意してあって、その一つがここだったからだ。


    　市長の権限を使い、ローフォード市長はこのときもタンク室に秘書とともに籠こもっていた。中央には巨大な球形タンクが座して、様々なコードとパイプが接続されている。その足下では、市長と同じような目立つスーツの男たちが、ラジオと格闘していた。


    　市長はそちらに目を向けて、


    「どうだ？　ラジオはついたか？」


    「駄目ですね……まだノイズばかりです」


    　ローフォード市長は深いため息をついた。


    「おいおい、明日あしたは楽しみにしてたパーティなんだぞ。もどるタイミングを逃のがしたら私は笑いものだ……ああ、まったくなんで私ばかりがこんな目に遭あう」


    「お察しいたします」と、秘書が沈痛な面おも持もちで言う。


    「だいたい、なんだってあのクリーチャーは私の街に来やがったんだ？　街ならいくらでもあるだろうに。ここよりいい街はいくらでもあるぞ。市長の私が言うんだから間違いない」


    「おっしゃるとおりかと」


    　ふん、とローフォード市長が傷ついた自尊心を慰なぐさめつつワイングラスを口に運ぼうとして、やめる。舐なめるようにワインを見つめたのは、その表面に埃ほこりがいくつも浮いているのに気づいたからだった。


    「おい、コルクの抜き方がなってないぞ。こんなにも屑くずが混じって──」


    　微かすかな騒音が彼の耳にも届いた。天井からパラパラと埃が降ってくる。


    「なんだ？　地震か？　冗談じゃない。ここは安全だと聞いていたのに」


    「お待ちください。人をやって調べさせますので」


    　腰を上げた市長を秘書がなだめる──遠くから聞こえてきていた騒音が、突然大きくなった。音は振動へと変わり、密閉されたタンク室の頑がん丈じような扉とびらがひび割れていく。


    　市長とその部下たちは、不安と恐怖の入り交じった表情で、壁が向こう側から砕かれていくのを眺めていた。


    「な、何だ!?　誰だ!?　私は市長だぞ！　ここへは何の権限が──」


    　そいつの姿を目まの当たりにした全員が悲鳴を上げた。


    　ほとんど装甲の残っていない鎧よろいと、その中で不気味に渦うずを巻く鬼おに火び。


    　鬼火は胸部から飛び出してドリル状に変形していて、どうもそれを使ってタンク室の扉とびらを突破したらしい。


    　恐怖のあまり思わず抱き合った二人の目の前で、怪物は溶解して用を為なさなくなった関節部を、ガチガチと鳴らした。


    



    
      ◆

    


    



    　シルフは両指を立てて頭の横に置き、目を閉じてじっとしていた。やがて、二本の指で廊下の一方向を指さす。


    「こっち……かな？」


    　シルフが示した方向の廊下は、しんと静まり返っている。天井には電気とガスのランプが交互に吊つり下げられていて、今は電灯だけが照明の役割を果たしていた。この大学には以前にも来たことがあるが、構造はもはや悪趣味と言えるほどに入り組んでいる。案内がなければまず迷うし、当然のように今は無人だ。


    「……本当にわかるんだろうな。やけに自信なさげだけど」


    　ニコラスが疑うたぐり深い目で言うと、シルフは憤ふん慨がいした様子で、


    「文句言うなら自分で捜しなよ。あたしは体質的に、エーテル波の追つい跡せきなんて器用な真ま似ねは苦手なんだっつーの」


    「そんな体質は聞いたことがない」


    「あたしのシールは単なるエーテルじゃなくて、結晶化するくらい濃度が高いでしょ。それに慣れちゃってるせいで、エーテルを感じ取るセンスが超ニブいの。たとえるなら……声のデカいオッサンに限って、声の小さい相手の言葉が聞き取れずに何度も聞き返す、みたいな」


    　ニコラスには初耳な話だが、そういう特殊な体質というのも確かにあるかもしれない。シルフのシールのように、エーテルが結晶化──物質に相そう転てん移いする現象は高濃度のエーテル質が圧縮されることで発生する、かなり特殊な例だ。


    「だいたい、エーテルの流れをたどってアバランチを追うなら、あたしに頼らずに相棒に聞けばいいじゃんか」


    「……何のことだ。ザジはミスティックじゃあ──」


    「はいはい、こっちですよーこっちに行きますよー」


    「……。…………。」


    　何食わぬ顔でスタスタと二人は歩いていった。ニコラスも嚙かみつくような足取りで追いかける。


    「おい、今のはどういう意味だ。ザジ、お前まさか」


    「……。」


    「ところでニコラス」と、とても学校とは思えないほど入り組んだ廊下を先導するシルフが首をひねって言った。「さっきはすげーしんどそうだったけど、今は大丈夫？　たぶん、奴やつにトドメを刺すならあんたの左腕が一番確実だと思うからさ」


    「あと二、三発なら問題ない。お前こそ、戦闘向きの能力じゃないのに先頭を歩いて大丈夫か？」


    「手て応ごたえはあったからね、相当弱ってると思うよ。そうでなくても、まだ切り札はあるし」


    　シルフは自分の髪飾りを指で示す。意味はわからないが、場慣れした相手の言うことは信用してもいいだろう。


    　シルフは次の別れ道で少し迷ってから、左の道を選択した。わずかな勾こう配ばいがあって、緩ゆるやかな下り道になっている。前を歩いているシルフがクスッと笑った。


    「なんだ？」


    「こんなメンツで一緒に仕事することになるとは思わなかったからね。これからも、こーゆーことあんのかな」


    「……さあな」


    「また機会があればやろーよ、チームアップも悪くなかったでしょ？」


    「ウンディーネが嫌がるさ」


    「あの子にとって対等に接してくれる男の子はすっごい貴重なんだから、ちょっとは優しくしてやってよ。そーしたら向こうも少しは鎧よろいを脱いでくれるはずだから。それに──」


    　シルフは首をひねり、肩越しに言った。


    「──守りたいものは一緒でしょ、あたしたち。街とか、友達とか、家族とか」


    　また、胸の奥が虚きよ無む感かんでうずく。きっかけとなる一言を吐いたシルフに悪意は見られない──そりゃそうだ。誰だって当たり前に持っているものだ。友達と、家族。


    「……それはともかくとして、チームアップはもうなしだ」


    「どしてよ」


    「ザジとサラマンダーが揃そろわないと勝てない相手なんて、そう立て続けに出てこられたらたまったもんじゃない。街がもたねえよ」


    「あはは、確かに」


    　シルフが笑って──すぐに難しい顔で立ち止まった。行く手に向かって厳しい目を向けている。ザジも無言のままニコラスの肩を押さえて前に出た。弱ったアバランチの存在を捕ほ捉そくしたのかと思ったが、それにしては二人とも様子がおかしい。


    　チカチカと、天井の明かりが瞬またたいて消えた。一瞬の暗くら闇やみの後で、非常用のぼんやりとした明かりが弱々しく廊下を照らす。


    「停電……？」


    　ニコラスが怪け訝げんに言うと、シルフが廊下の先をにらみつけたままつぶやく。


    「違う」かすれきった声だった。「そんなんじゃない」


    　ただならぬものを感じたニコラスも左腕を展開し、待つ。やがて、向こうから足音が聞こえてきた。薄暗がりの中に人影が浮かび上がる。


    「た、助けてくれ！」


    　こちらに向かって駆かけてくるのは、派手なスーツの男。スーツもブロンドの髪もすっかり乱れていて、お決まりの笑え顔がおもない。そして、その背後から大おお股またに走ってくるメガネの女性。市長秘書は見事なスプリントであっという間に男を追い抜き、ニコラスたちも追い抜いて走り去ってしまった。


    　呆あつ気けにとられる三人のもとに、遅れて市長がたどり着きすがりつく。


    「助けてくれ！　ば、化け物だ！　ヒーローなんだろ!?　奴やつをどうにかしろ！　私は市長だぞ！」


    「ヘイヘイ、落ち着けってオッサン」


    「オッサンとは何だ！　私は──」


    　シルフに食ってかかる市長の背後の風景が、ぐにゃりと歪ゆがんだ。次に何か起こるかを察して、ザジが市長とシルフを押しのけた。空間の歪みに向かって、拳こぶしを突き出す。


    「──…………!?」


    　すさまじい音が廊下に響き渡る。ザジの腕がチーズのように引き裂かれたのだ。ばらばらと部品が散らばり、ザジが膝ひざをつく。


    「なんだ、こいつ──!?」


    　空間を歪めて現れたものの姿を見て、ニコラスが絶句した。


    　それは意思を持ったエーテル質ではあったが、今までのアバランチのような姿ではない。青白いエーテル質は人型をしており、体の周囲には球形の光をいくつも浮かべている。ミネルバの鎧よろいをまとっていたときのような禍まが々まがしさは失うせ、わずかに床ゆかから浮いている姿はむしろ神こう々ごうしくも見えて、少なくとも弱り切っているようには見えなかった。


    「下がって、ニコラス！」


    　ヒステリックにうわずった声でシルフが叫んだ。ミスティックである彼女は、このずいぶんスリムになったアバランチからすさまじいプレッシャーを感じているらしい。


    　シルフは両手に風を集め、突風に変えて押し出した。砲ほう撃げきのような嵐あらしは、アバランチの周囲に浮かぶ光球に阻はばまれる。バチバチと火花が散り、突風が雲うん散さん霧む消しようしていくのが目に見えた。


    　この隙すきに市長は泡を食って逃げ出して、ニコラスは彼を巻き込まないように距離を取りながら左腕を向けた。砲ほう口こうからエーテル弾だんが螺ら旋せん雲うんを残して飛ぶ。


    　ニコラスの攻撃に反応したのはアバランチ本体ではなく、その周囲の光球。ずん、と妙な手て応ごたえとともにエーテル弾は、球に受け止められて沈み込み──一八〇度転回させて撃ち返してきた。


    「何だと!?」


    　戻ってきたエーテル弾だんがニコラスの肩をかすめた。左肩の関節が外れて、破壊された部品が散らばる。半はん壊かい状態になった左腕を抱えて、ニコラスはうめいた。


    「また強くなってやがる……！」


    　アバランチが復活を果たした理由──おそらく、ここにあった重蒸気ヘビイスチームのタンクを喰ったのだ。どういうわけか、アバランチは重蒸気を吸収するたびに力を得る──というより、力の使い方を学んでいる。今のこの形態も、そうやって学習した結果なのだろう。鎧よろいという器うつわがなくても、形を保つ方法を学んだに違いない。


    　シルフが髪飾りを外す。中から、涙型の青いシールが飛び出した。


    「なら今度こそ、これで──」


    　緑の結晶が、青いシールを吸収して混ぜ合わされる。そのとき、アバランチが動いた。両手を前に出す──いくつもの光の球が浮かんだ。


    「──ええっ!?」


    　咄とつ嗟さに翼をたたんで防御姿勢をとったシルフの判断は正しかった──有効ではなかったとしても。光の球はゆらりと動き出すと、シルフの眼前で一つに合流──ばづん、という奇妙な音とともに光が弾けた。シルフの身を守る翼が、いとも簡単に引き裂かれる。


    　翼がバラバラに砕け散り、衝しよう撃げきでシルフも吹き飛ばされる。壁に勢いよく叩たたきつけられたシルフは声にならない悲鳴をあげて崩れ落ち、それっきり動かなくなった。


    「──……エリー」


    　鎧のハッチが開き、するりとザジが外に出た。ピッタリと身につくボディスーツだけを身にまとった《黄の印イエローサイン》としての姿のザジが立っている。


    　ザジは床ゆかに散らばるガラスの破片や、砕けた窓枠に手を触れた。黄色い光がこびりつき、ひとりでに動き出す。破片たちは、次々とアバランチに向かって飛んでいく。アバランチは、それを避よけもしない。されるがままに立ち尽くし、代わりに光球が受け止めた。


    「やめろ、ザジ。こいつには無駄だ」


    　破片は何度も光球を叩くが、光球は消えることも衰おとろえることもなく漂ただよい続け、本体へ攻撃を届かせない。ザジが唇くちびるを嚙かんだ。


    「ザジ、俺おれの心臓に触れ」


    　ニコラスの言葉に、ザジがちらりと振り返った。しかしすぐにアバランチへ視線をもどす。壊れた窓から研究室に腕を突っ込み、机や工具に手当たり次第シールを塗ぬりつけた。


    「聞け。これが最後の解決策だ。俺の心臓のエスケープメントを開いてくれ、全開に」


    　ザジはもう振り返らない。襲おそいかかる机を光球が挟みこんで、紙細工のように破壊した。


    「エスケープメントはエーテルを圧縮させる。こいつの機能をフルに使えば、蒸気圧縮砲スチームレイの威力を底上げできるはずだ」


    　椅い子すが光球に弾はじかれて、叩たたき落とされる。


    「リミッターがかかった今のままじゃ、あいつを倒せない。可能性があるのは、エスケープメントを全開にした蒸気圧縮砲スチームレイだけだ」


    　ガラスの破片が、無数の砂さ礫れき同然になるまでに分解された。


    「開いたら」と、初めてザジが口を開く。「ニコが、死ぬかもしれない」


    　かもではなく、おそらく死ぬだろう。ゴルディアスの話が真実なら、歯は車ぐるまの欠けたエスケープメントを再び閉じることはできないのだから。そのまま暴走して心臓が役を果たさなくなるか、それとも自じ爆ばくにまで至るかもしれない。


    「だとしても、二人ともここで倒れるよりマシだ。もしもこの心臓が暴走して、爆発の兆ちよう候こうが見えたらお前だけでも──」


    「また、わたしは一人になるの？」


    　ザジの声が震えていた。ニコラスは自分が忘れていたことに気づく──ザジは、家族をすでに失っている。それを、再び経験させようとしているのだ。


    　光球がザジに向かって飛んでくる。ニコラスが後ろからザジを引きずり倒して、危あやうく攻撃を空からぶらせた。


    「やってくれ、ザジ」


    「いや」


    「頼む。お前にしかできない」


    「いや！」


    　アバランチは単純な感覚しか持っていないのか、ニコラスの胸に倒れ込んだまま動かなくなったザジを敵として認識できなくなったらしい。彼女の存在を無視し、手の中に光球を集め始めた。集まった光球は次第に大きさを増していく。


    「お前だけでも助かる方法があるのに、それをしないなんて耐えられない。頼む、ザジ」


    　ザジの手をとり、機械仕掛けの心臓に直結するドラム部分に押しつけて、ニコラスは言う。


    「俺おれに、お前を救わせてくれ」


    　じっとザジの青い瞳ひとみがニコラスを見つめる。やがて、言った。


    「ひとつだけ、約束」


    「なんだ」


    「一人だけで、死なないで」


    「……わかったよ。遺のこされるのがつらいって、お前は知ってるもんな」


    　ザジが涙をこらえて笑え顔がおを作る──果たせる自信のない約束をするのは、初めてではない。


    　ニコラスの胸に触れる手から放たれた黄色い光が、ニコラスの胸に浸しん透とうしていく。機械の体の奥深くで、何かがカチリと動く気配があった。


    　──ああ。やっぱり。


    　夢の記憶がまた蘇よみがえってきた。


    　ニコラスの胸に触れた指から流れ出た光が、ふわふわとドラムの表面を伝って流れ込む。機械の心臓へと流れ込む。


    　カチリと音が聞こえた。


    　チクタクチクタク、歯は車ぐるまが動き始めた。


    　世界が広がる。胸の虚きよ無むには光が満ちている。視界が広がる。


    　手の主ぬしが視界に入ってくる。虚無に光を与えてくれた相手がそこにいる。


    　レモンイエローの髪を持つ少女がそこにいる。


    「ああ……お前だったんだな、ザジ。あのとき俺おれの心臓を動かしてくれたのは」


    　胸の中で無数の爆ばく弾だんが破裂したかのような衝しよう撃げきに襲おそわれる。その衝撃を、意識して左腕へと集めていく。蒸気圧縮砲スチームレイの中で、マグマのような力の塊かたまりが形成されていくのがわかる。


    　それまで棒立ちだったアバランチが、突然反応した。一抱えもある大きさにまで拡大した光球を、縦じゆう横おう無む尽じんに振り回す。光球に触れた天井や床ゆかが次々に削けずり取られた。その光球が、ニコラスとザジに向かって振り下ろされる。


    「ニコ！」


    　ザジの体を右手で抱き寄せてかばい、咄とつ嗟さに、左腕を盾たてにした──蒸気圧縮砲が肩の付け根から吹っ飛んだ。光球はグラインダーのように蒸気圧縮砲をかき回し、部品をばらまいて二人の体に迫る。ザジがぎゅっと瞳ひとみを閉じた。


    　ばづんっと音がして、光球が弾かれる。アバランチが驚いたように後退した。破壊された肩の付け根から、虹にじ色いろを帯びた白々しい光が何本も飛び出した。光の奔ほん流りゆうが球を鞭むちのように打ち据すえて受け止める。アバランチが動揺したように見えた。


    　左腕から発生した光の触しよく手しゆが伸びて、舐なめるようにアバランチの光球に絡からみつく。バチバチと音を立てて、光球が抵抗するかのようにもがく。死が目前に迫っているというのに、ニコラスの顔には微笑が浮かんだ。


    「違うな……こんな形じゃない」


    　光が自分の思うとおりに動くことに、ニコラスは妙な喜びを感じている。今までのような義手ではない。記憶はないが、きっと生身の腕を動かすのはこんな感じなのだろう。


    「そう、この形だ」


    　ニコラスが思い描えがいたとおりの、完全な形の「左腕」がそこにあった。


    　ザジを抱き寄せたまま、ニコラスはアバランチに向かって突っ込んだ。


    　アバランチは怯おびえたように、ぶるっと人型を震わせた。全身から光球が飛び出し、二人に向かって襲いかかる。


    　ニコラスの笑え顔がおが激しいものになる──死ぬ前に、この左腕を存分に使い倒してやる。


    　ゴーグルのレンズが飛んでくる光球の起動を捉とらえ、左腕が光球を払いのけ、叩たたき落とし、あるいは握り潰つぶしていく。


    「目」と「腕」による鉄壁の防御を前に、アバランチが再び光球を集めて大きくし始めた。先ほどよりも巨大な光球が作られていく。ザジが不安げに、胸の中からニコラスを見上げる。


    「ニコ」


    「大丈夫だ」言って、左腕を前に掲かかげる。「俺おれが、お前を殺させやしない」


    　光球が発射される──同時に、ニコラスは駆かけ出している。


    「邪魔！」


    　鞭むちのようにしならせた左腕が、裏うら拳けんで光球をボールのように弾はじき飛ばす。そのまま突っ込んでくるニコラスに、アバランチはのけぞり、かばうように両手を掲げた。


    　がら空あきになったアバランチの胴体に手を突っ込む。今までにない感触とともに、左腕がアバランチの中に沈む。


    　どこかにあるはずだ、とニコラスは考えた。たとえ鎧よろいが必要ないほど強力に成長したとしても、アバランチは肉体を持たない。この非実体の存在の依より代しろ──核かくのようなものが、どこかに。


    　手を突っ込まれたアバランチは呆ほうけたように硬直していたが、やがて思い出したように反撃に転じた。両手を伸ばし、さらに手を増やし、鉤かぎ爪づめも増やし、無数の触しよく手しゆのようになった手が、ニコラスとザジに向かって伸びてくる。だが、もう遅すぎた。
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    「俺たちの勝ちだ、霊体男エーテルマン」


    　ニコラスが左腕を引き抜いた途端、白い人型の動きが止まる。不定形のエーテルだったアバランチの全身がくすんだ灰色に物質化していく。変化は、ニコラスが開けた穴から始まっていた。石化と呼ぶほかないこの現象の後──石せつ膏こう像のようになったアバランチの体はひび割れ、ボロボロと砕け散っていった。


    　キラキラと輝かがやく粒子が雪のように舞い散る。エーテルの雪の中で、ニコラスは静かに崩れ落ちた。「左腕」も消しよう滅めつし、握っていたアバランチの核が落ちてキンと音を立てる。


    　ザジが慌てて、ニコラスの胸に手を押し当てる。エスケープメントに向けて光を流し込む。


    「──閉じられない」ザジが涙声でつぶやいた。「閉じないよ、ニコ」


    　ニコラスは、機械の心臓がもはや役目を果たしていないのを感じていた。空から打うちだ。速すぎる鼓こ動どうが、十分に血液を送り出せずにいるのだ。


    　ニコラスは寝転がったまま、死に対して特別な感かん慨がいの湧わいてこない自分に驚いていた。きっと、記憶のせいだろう。生を覚えている時間が短すぎた。


    　ふと、ニコラスは落とし物に気がついた。アバランチから抜き取った、核。それは鈍にぶい銀色のロケットペンダント──おそらく屍し銀ぎん製で、工房の廃材から作ったもの。ダニエルからエイブラムへの贈り物だ。


    「ザジ」


    「何」


    「そいつを開けてみてくれ」


    　ザジが手に取り、ロケットを開く。


    「……何もない」


    「何も？」


    「あるけど、焼け焦こげてる。きっと、写真」


    　ザジは、なぜだか悲しげにそれを見下ろして言う。


    「思い出だけが、焼け焦げてる」


    「……そうか」


    　奇妙な符ふ合ごうだ。ニコラス・ハルトゼーカーの人生の最後に、ふさわしいアイロニー。


    「まるで、俺おれみたいだな」


    　次第に冷え切っていく体でニコラスは、顔の右半分に皮肉な笑みを浮かべた。

  


  
    エピローグ　ギア・イン・マイハート


    



    



    　エイブラム・エレホールドの葬そう儀ぎは行おこなわれなかった。市長自慢のミネルバがあのクリーチャーとともに消えた事実は、【命を捨てて街を救った真のヒーロー】としてマスコミを賑にぎわせたが、最後まで英雄の正体が明かされることはなかった。そういう契約だったという。


    　父を喪うしなったダニエル・エレホールドは、父の同僚であるＢＢに引き取られることになった。ＢＢはダニエルを連れて、一いつ旦たんフィラデルフィアに戻るつもりらしい。その判断はダニエルにはありがたかった。もう、この街にいるのは耐えられなくなっていたから。


    



    　ノースクローロ駅の立体的に入り組んだホームで、ダニエルはヒラリーやモーガンと別れの挨あい拶さつを交わしていた。


    「んじゃ、体に気をつけてな」


    　モーガンが月並みな挨拶をしても、ヒラリーがダニエルの体調を気き遣づかっても、ダニエルの表情は一向に晴れなかった。


    「そうだダニエル、あなたこれを忘れてたわよ」


    　ヒラリーが差し出したのは、新聞記事のスクラップファイル。バスカーズの活躍をまとめた記録で、ダニエルの宝物だった。


    「いらない」とダニエルはうつむいたまま短く言った。「捨てといてよ、それ。もう見たくもないから」


    　ヒラリーは表情を曇くもらせた。気の毒そうな顔で、


    「ダニエル、お父様のことは──」


    「その話はもういいよ。行こうＢＢ」


    　ＢＢはため息をひとつついて、見送り人たちに挨拶を送る。その間に、ヒラリーはダニエルの手に小さな飾りを握らせた。


    「これ、警察から預かってたの。たぶんあなたが持ってるべきだと思う」


    「いらないって、捨ててくれよ」


    「駄目よ」ヒラリーがダニエルに顔を近づけて、はっきりと言う。「見ずに捨てるだなんて、これだけは駄目。絶対に」


    　ダニエルは自分の手の中のものを見た──くすんだ銀色のロケットペンダント。


    「これ……俺おれが、父さんに……」


    　少年の瞳ひとみから涙があふれ出す。滴しずくが、空からっぽのロケットを静かに濡ぬらした。何も入っていない、空っぽのロケットを。


    



    
      ◆

    


    



    　レプチューン社の社長令嬢であるアンジェリーナ・レンフィールド、またの名をウンディーネは、普段なら絶対に訪れないであろう場所にやって来ていた。ダウンタウンから離れた街の片隅にある、小さな料理屋ダイナー──暴動での破壊から復旧したばかりの店だ。黒服たちの付き添いを断ことわったのを少し後悔したが、尊敬する相手に小娘と思われるのは癪しやくだった。


    　物もの怖おじしたところを相手に見せないよう、堂々と店内に入る。いつもどおり隙の無い颯さつ爽そうとした歩き方で、奥の席へ──そこにいたのは、凜りんとした雰ふん囲い気きの老ろう婆ば。


    「イリス・ヘイズ」アンジェリーナから声をかける。「お会いできて光栄です。お招き頂けたことも。あの英雄のマサクル・ヘイズに──」


    「そのあだ名は嫌いなんだ」


    　ぴしゃりと言われて、アンジェリーナは口ごもる。老女はあごで向かいの席をしゃくり、「どうぞ」とだけ言った。


    　向かい合って座り、アンジェリーナはまず尋ねた。


    「どうしてこの店を？」


    「知り合いに勧すすめられたからさ」


    　必要以上のことは言わないその簡潔さに、彼女のストイックな人ひと柄がらが表れているようだ。窓際の席を避けたのは、ひょっとすると狙そ撃げきを恐れたのではないかとアンジェリーナは思った。


    「マダム・ヘイズ──ＨＡＭＭＥＲＳハンマーズのメンバーとして、ディスコルディアと戦ってきたあなたがどうしてこの街へ？　それに、わたしを呼び出したのは──」


    「バスカーズだ。知ってるね？」


    　また、端的に用件を言う。それはアンジェリーナにとって予想どおりの答えだった。


    「やはり、彼らの背後にはあなたがいたのですね、マダム・ヘイズ」


    　それまで目を伏ふせがちだったマダムが、初めてアンジェリーナの瞳ひとみを見た。その視線の力強さにアンジェリーナは気け圧おされ、同時に納得する。今、目の前にいるのは、ＨＡＭＭＥＲＳの元メンバー。リチャード・ハンマーとともに二度の大戦を切り抜けた古こ豪ごうなのだ。


    「《エリュシオン》──今、わたしが所属している組織の名だよ。活動目的はディスコルディアの被害者の救済。そして、ディスコルディア残党の追つい跡せきだ」


    「バスカーズは、そのエージェント？」


    「あたしが彼らを利用したと思っている顔だね。逆だよ。二人が組織を利用したのさ。自分たちを襲おそった因いん縁ねんに、自分たちなりのやり方で決着をつけようとしたんだ。憎い敵を殴るのは、自分の手じゃなくちゃ意味がないと考えたんだろう。賢いやり方とは思えないがね」


    「あなたは、それを援助した？」


    　マダムは片方の眉まゆをわずかに動かし、値ね踏ぶみするような視線を向けてくる。わずかに──意外なほど上品な微笑を浮かべた。


    「詳しくはあんたにも言えないよ、トライデントのウンディーネ。あの子たちの──特に、ザジの復ふく讐しゆうは、かなり際きわどいものだったからね。ただ、そういう跳ねっ返りはあたしも嫌いじゃない。だから、大目に見てやるくらいのことはしたさ」


    　笑え顔がおのマダムは最初の印象よりもはるかに若々しく見えて、この老ろう婆ばはいったい何歳だったのだろうかとアンジェリーナは気になった。しかしその笑顔はすぐに消えて、マダムは厳しい表情で切り出す。


    「聞きたいのは今、あの子たちがどこにいるか……知っていることがあれば教えてもらいたいと思ってね」


    　思わぬ質問に、アンジェリーナは戸惑う。それはむしろ、機会があればこちらから尋ねようと考えていたことだ。


    「どこに、と言われても──あなたにもわからないのですか」


    　マダムは大たい儀ぎそうに首を横に振る。


    「連絡がとれない。家に行っても誰も不在だ。鍵かぎをこじ開けて確かめたから、居留守じゃない。もう何日も帰ってないようだね」


    「……我々も、彼らの行方ゆくえは把は握あくしていません。シルフがジグボーン大学の校内で見たのが最後で……お力になれず申し訳ありませんが、彼らは『行方不明』です」


    　マダムは疑うたぐるようにじっとアンジェリーナを見つめてから、目を伏ふせた。黙もつ考こうの邪魔をしていいものか迷ったが、結局話しかけた。


    「教えてください。いったい、あの事件は何だったのですか？　あの、ゴルディアスという怪人フリークスの正体と目的は、どれだけ調査を重ねてもわからないままです。アバランチのことはほとんどニュースにもならなかったし、あれだけ騒いでいたマスコミも、だんだん静かになってきている──まるで、誰かに圧力をかけられたみたいに」


    　マダムは伏せがちな瞼まぶたを片方だけ持ち上げて、じろりとアンジェリーナを見る。


    「あたしらじゃあないよ」


    「それはわかっています。わたしは、この街に起きたことを知りたいだけ」


    「……起きた、じゃない。起こっていること、さ」


    　不ふ穏おんなことを言う。マダムはテーブルの上で、皺しわが寄り枝のようになった指を組んだ。


    「電光弾フルギユレーターのエネルギーを得たことで暴走したスチームアーマーは、重蒸気ヘビイスチームのタンクを標的にしていた。そうだね？」


    「ええ。確かに」


    「おかげで、街にあった重蒸気のほとんどの貯蔵が食い荒らされた。工房街に至っては、すべてのタンクが被害に遭あってる。重蒸気の不足は、工業都市にとっては死活問題だ。ところが、どうだい」


    　マダムが目を窓の外に向ける。そこには、いつもの街の風景が広がっていた。


    「平和なもんだ。街は、いつもどおりに動いている」


    「確かに、レプチューン社にとってもその問題はありました。ですがそれは、速すみやかにほかの街から重蒸気ヘビイスチームの補給が行おこなわれたために解決した問題です」


    「誰が、どこから持ってきたんだね？」


    「レプチューン社では──」


    「あんたの会社の話はどうだっていいさ。街の連中は、どうやって重蒸気の不足を補おぎなった？　誰が足りない重蒸気を持ってきてくれたんだい？」


    「それは……おそらく市長が──」


    　そう言った途端、アンジェリーナの中で疑問への答えがつながった。途絶えた報道、ゴルディアスの狙ねらい、足りないはずの重蒸気。


    「まさか……でも、そんな」


    「街は重蒸気を必要とする。不足したままなら産業は停てい滞たい、大量の失業者を出すことになって、市長が責任を問われるだろう。きっかけの一つが、市長が投資していたスチームアーマーの暴走だったとすればなおさらね。もしも電光弾フルギユレーターのクリーチャーの件がなければ、市長はとっくに告こく訴そされていてもおかしくないんだから」


    　その通りだ。取り沙ざ汰たされるのは電光弾が変生されてしまった件ばかりで、アバランチについてはほとんど報道されていない。


    「市長はかなり苦しい立場に追い込まれていた。なのに、彼はどこからともなく重蒸気を調達することに成功し、首の皮一枚つながった。取引の相手はイギリスの企業ってことだけど、調査の結果、登記だけで事業実態のない会社だ。どういう絵なのか、もうわかっただろう？」


    　幽霊会社ペーパーカンパニー──大量の重蒸気を密ひそかに持ち込むには、悪くないやり方だ。さらに街の産業にとっては、命いのち綱づなを市長に握られたも同然となる。


    「まさか、ゴルディアスの正体はマイケル・ローフォード？」


    「誰が一番得をしたか、で考えればそうなるかもしれないね」


    「失礼します、マダム・ヘイズ」アンジェリーナは切せつ迫ぱくした様子で席を立った。「ディスコルディアのシンパが街の市長だなんて──どうにかしないと」


    「どうするつもりだい」


    「まず本人を問い詰めます。それからは彼の対応次第ですが、彼が犯罪者であることを世間に知らしめ、裁さばきを受けさせる」


    　マダムはゆったりとため息をついた。孫娘を諭さとすように言う。


    「わかってないね、お嬢さん。こいつはもう犯罪捜査なんかじゃない、戦争なんだ。敵は陣じん地ちを構築したってわけさ。あんたたちの街の、ど真ん中にね」


    　上品な老婦人の佇たたずまいが破れて、軍人の顔がのぞく──硝しよう煙えんのにおいを嗅かぎつけたように。


    「これから始まるのは塹ざん壕ごう越しのにらみ合いだ。先に戦線を崩したほうが負ける。ちょっと小突いたくらいじゃ戦局は変わらない、うんざりするような長期戦だよ」
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    　つい先日、ミネルバとの模も擬ぎ戦せんが行おこなわれたばかりの新市庁舎前にサラマンダーとシルフはやってきていた。アバランチとの戦いで傷ついた体を押してここに来たのは、あの事件の終結を見届けるため。ウンディーネが言うところの「黒幕」であるマイケル・ローフォード市長を詰きつ問もんするためだった。そのために、警官であるデイナも一緒についてきている。


    　だが、トライデントと市長の会見を阻はばむ障害があった。


    「申し訳ありませんが、ローフォード市長はお会いになれません」


    　秘書のキム・ドリューが、庁舎の玄関に立ちはだかっている。彼女の両隣には、金色トゥース柄がらの派手なスーツと帽子の男たちがずらりと並んでいた。シルフはざっと見回して、


    「会えない以前に、中に入れてさえもらえないわけ？」


    「申し訳ありません」


    　頑かたくなな応答に、サラマンダーが詰め寄った。


    「わたしたちは、市長に聞かなきゃいけないことがある。そこをどいて」


    　秘書が思わず後ずさる。サラマンダーの気き迫はくは隣で見ていたデイナが慌あわてるほどで、思わず「ちょっと」と声をかけてしまう。ここへやってきたのはほとんどトライデントの独断でデイナは付き合っているだけ。令状はないし、突っぱねられれば引き下がるしかないのだ。


    　一方のシルフは、むしろデイナのほうを止めた。この秘書のように頭の堅そうな相手との交渉には、サラマンダーの単純さが有効と見たからだ。彼女が見せる不正義への怒りは、素そ朴ぼくだが有う無むを言わせぬものがあって、時によっては理屈を超える。


    「わたしたちは、市長に聞きたいだけ。市長として、市民に恥じないことをしていると誓ちかえるのか──それだけ聞けば、帰るから」


    　いつもは騒がしいサラマンダーが静かに語ると独特の迫力が出て、いよいよ秘書はたじろいだ。追い詰めるようにサラマンダーが進み出る。


    「だから、そこをどいて」


    「それは無理だ」


    　派手なスーツの男たちの、一人が言った。そいつはすいと列から進み出て、帽子を傾けてサラマンダーを見下ろす。


    「市長はお忙しい身。子供の相手はしない。脅おどしても無駄。失うせろ、トライデント」


    　サラマンダーはじっと相手を見上げ、デイナとシルフも妙な顔でその男を見た。やがて、シルフが「あっ」と声を漏もらす。


    「お前……ブロンジィ!?」


    　メイクこそしていないものの、確かにアジア系の顔立ちと赤しやく銅どう色の髪を持っている。市庁舎の玄関ホールで見かけたとおりのその男は、すうっと目を細めてシルフを見やる。


    「さあて、何のことかさっぱり。俺おれは市長に雇われただけのスタッフ。変な勘かんぐりはやめてほしい。初対面の相手には敬意を払え」


    「そうそう」と、今度は反対側から別の人間が進み出る。女の声。


    「本当、失礼しちゃうわぁ、貴女あなた。いきなり押しかけてきた挙句、あらぬ疑いをかけるだなんて。わたし、同僚として悲しい」


    「アルラウネ……！」


    　そちらの女の正体はデイナにもわかった。赤いマスクこそしていないものの、そのアイビーグリーンの髪色とねっとりとした話し方。二人の怪人フリークスはトライデントに襲おそいかかるでもなく、その反応を楽しんでいるかのようだった。


    　サラマンダーは二人に突っかかるような真ま似ねはせず、正義の怒りの炎をさらに激しく燃やして、秘書に褐かつ色しよくの瞳ひとみを向けた。


    「市長は、こんな奴やつらと組んだの？」


    「わ、わたしは命令されたことに従ってるだけで──」


    「怖がらせるのはよくない」と、ブロンジィがやってきて涙目になっている秘書の肩に手を回した。「それでも正義の味方か？　恥を知れ、偽ぎ善ぜん者しや」


    　瞬間、その場の温度が上昇した。サラマンダーが本気で怒っている。キレたが最後、できたばかりの市庁舎を全焼させることだってしかねない。


    「落ち着けってば」シルフがサラマンダーの頭に手を置く。「ウンディーネが言ってたじゃん。まだ無理をする場面じゃないってさ。今日きようは偵てい察さつだけってことで」


    「……わかってる」


    　オレンジバーミリオンの髪をくしゃっと撫なでてから、秘書に向かってニッコリ微笑ほほえみかける。


    「どーもごめんね、お役所で騒いじゃって。もー帰るから安心してよ。次は、ちゃんとアポとって来るから。それと──」


    　シルフはブロンジィに鋭するどい目を向けた。ヒーローではなく、ギャングの声こわ音ねで言う。


    「ウチのエースを偽善者呼ばわりしたこと、忘れんな。死ぬほど後悔させてやる」


    　挑ちよう発はつを受けてブロンジィは、答える代わりにニィッと笑ってみせた。


    



    
      ◆

    


    



    　大学の研究室から退室したオベール・ルブランは寄り道をすることなく駅に向かい、高こう架か汽き車しやに乗って下宿先に向かう。官庁街から駅までは夜でも人通りが多いうえに警官もよく巡回しているが、下宿先周辺はそうではない。夜になると人ひと気けはまるでなく、ガス灯の明かりが寂しい景け色しきを照らしている。


    　色あせたトランクを片手に通い慣れた道を歩くオベールは、行く手から帽子を目ま深ぶかにかぶった女がやってくることに気づいて目を上げた。この時間に女の一人歩きは珍しい場所だ。


    　二人はすれ違い──オベールは振り返る。顔面めがけて、何かが飛んできていた。


    「ええっ!?」


    　間一髪で、オベールはのけぞってかわす。飛んできたのは碇いかり型の錘おもりで、ロープが結びつけられている。ロープが引っ張られて、錘は女の手元にもどっていった。


    「…………」


    　女が帽子を捨てる。レモンイエローの髪が夜風を受けてなびいた。


    「確か……黄の印イエローサイン」


    　つぶやいたオベールを、女が指さす。ハンマーやレンチといった工具が、黄色い光を帯びて次々に飛んできた。


    　迷わず身を翻ひるがえして、オベールが逃げ出す。もう少しで工具が彼を打ちのめしかけたところで、オベールが角を曲がった。標的を見失った工具は光を失い、路上に墜つい落らくした。


    　女は壁に手をついて黄色い光を貼はり付けると、そこから鳥のように飛び上がった。建物を乗り越えて、オベールの行く手に舞い降りる。


    「……参ったな。ここで、君が出てくるのは予定外なんだけど」


    　オベールは困ったように頭を搔かく。しょうがない、と呟つぶやいて懐ふところから銃じゆうを取り出した。


    　女は動じることなく、手にしたクラフト──碇型の錘を撃ち出すアンカーシューターを上に放り投げた。


    「えっ」


    　オベールがアンカーシューターの行く手を目で追う。放り投げられたクラフトは隣のアパートの非常階段の、三階あたりにまで飛ぶ。そこで、非常階段から突き出た手がアンカーシューターを受け止めた。


    　手は下に向けてアンカーシューターを向けて、碇型の錘を撃ち出す。オベールに逃げ出す間も与えずに、ロープがオベールの体に巻きつき拘こう束そくした。


    「……へえ、これは」


    　オベールが感嘆の声を漏もらす。非常階段に潜ひそんでいた人物は手すりを飛び越えて、地上に降りた。オベールは縛しばられたまま、興味深げに相手を見た。


    「死んだと聞いていましたが──ニコラス・ハルトゼーカー」


    「地上には悪い奴やつが多すぎるからな、化けて出てきたのさ」


    　いつものように顔の左側をゴーグルで覆おおい隠し、ニコラスは以前と変わらぬ様子でそこに立っている。オベールの目は、ニコラスの左手に注そそがれていた。


    「左手はどうしたんです？　何か事件？　この辺で？　でもザジがいませんね、ザジはどうしたんです？　あれ、そういえば左腕がないように見えますけど……」


    「そういう口くち車ぐるまはお断ことわりだ。ネタは上がってるんだよ、ゴルディアス」


    　ニコラスはいきなり切り出す。言こと葉ば尻じりを追いかけ回すようなことはしない。


    「お前の目的がようやくわかったよ。アバランチを使って重蒸気ヘビイスチームのタンクを荒らさせることで、街に重蒸気不足を起こさせる。その問題を解決した市長の権限はこれまでになく強くなる──そのためにミネルバと、電光弾フルギユレーターを呼び寄せたんだ」


    「僕が、市長の陰いん謀ぼうのために働いていた、と？」


    「いいや、違う」ニコラスは鉄色の瞳ひとみを尖とがらせてオベールを見る。「あの市長はそんなタマじゃない。すべてお前が描かいた絵だ。オベール」


    　オベールは苦笑してみせるが、構わずニコラスは続ける。


    「市長はただの傀かい儡らいだ。その背後で糸を引いている奴やつがいる。そいつは密ひそかに市長を窮きゆう地ちに追い込みながら、笑え顔がおで近づいて助けてやることで貸しをつくった。ローフォード市長はもう、お前の言いなりなんだろ？」


    「へえ、でも僕は何のためにそんなことをしたんでしょ？」


    「そんなの決まってる」ニコラスは答えた。


    『我らの行為のすべては実験のために』


    　ニコラスの言葉と、オベールの言葉が唱和する。そこにいるのはもはやオベールではなかった。例のラジオヘルメットこそかぶってはいないものの、その姿は怪人フリークス、ゴルディアス。


    「いい答えだ。記憶がないって話だけど、もう薄々わかってるんじゃない？　君が、どちら側の人間だったか」


    「さあね。教えてくれるなら聞いてやるよ。嫌だといっても聞き出すが」


    　ニコラスの胸から、カチリと音がした。青白い光が肩からあふれ出し、それまでなかった左腕が形作られていく。ゴルディアスは「ほう」と低い声でうめく。


    「これはどういうことだろう。どうしてエスケープメントを使いこなせてるんだい？　歯は車ぐるまが一つ足りないのに」


    　ニコラスは黙ってアンカーシューターをザジに投げて渡し、胸をはだけた。機械心臓に直結しているドラムの奥で、黄色く光る何かが回転している。ゴルディアスが笑い出した。


    「あっはははははは！　そうか！　黄の印イエローサインのシール！　エスケープメントに圧縮されて、結晶化！　それが歯車の代わりに!?　いったいどんなレアケースだよ！　それも、ちょうどよく歯車と同じサイズでなんて！　あははははは！」


    　笑いながら、ゴルディアスは持っていたトランクを指で開き、落とす。ロックが外れて開き、中から虹にじを帯びた霧きりがあふれ出した。


    「ミアズマ……！」


    　霧によってゴルディアスを縛しばっていたロープがクリーチャーに変生されて、拘こう束そくが解とける。ゴルディアスの姿が霧に紛まぎれて見えなくなった。ザジが工具にシールをつけて飛ばすが、ミアズマに巻かれた途端、クリーチャーとなって意思を持ち、勝手にどこかへ行ってしまう。


    　ミアズマの霧が晴れた後、ゴルディアスの姿はどこにもなかった。


    　代わりに、ニコラスのゴーグルに仕込まれたテスラ式無線機が通信を開く。


    『君たちへの評価を改めるよ。それに、ゲームに臨む僕の姿勢も変えよう。オベール・ルブランとしての僕は姿を消す。自分の過去が知りたいなら、僕を捜し出してみせろ。このビザーバーグというゲーム盤から降りることなく、ね。君には最後まで盤上に残り続けてほしいな』


    「ひとつ聞かせろ」


    　最後に、ニコラスは問いかける。


    「あのときの歯は車ぐるま、まだ持ってるのか」


    　ひきつったような笑い声。


    『──そこまで思い出してたのか。僕を見つけたら返してやるよ。それじゃあまた、いずれ』


    　通信が閉じた。それっきり、声は聞こえなくなる。


    　ニコラスの胸の奥がカチリと鳴って、左腕が分解され消えていく。


    「ニコ、追いかけないの？」


    　ザジに問われて、ニコラスは首を横に振った。


    「いいさ。市長に協力したあいつの幽霊会社ペーパーカンパニーから逆にたどって、あいつの向かいそうな場所は押さえてある。じわじわと包囲を狭めてやる」


    「市長の、ほうは？」


    「トライデントに任せる」


    　明確な手がかりは得た。ディスコルディアの残党──ゴルディアス。あとは、奴やつを追いかけるだけ。


    「……ダニエル、もう、街を出たかな」


    「たぶんな」


    　ニコラスは仲の良いあの親子のことを思い出した。もう胸はうずかない。そこにあった虚きよ無むは輝かがやきで埋められている。この輝きの正体を、ニコラスは相棒に聞いてみたくなった。


    「……なあ、ザジ。前に答えを聞きそびれた質問なんだけど──」


    「家族は、何か？」


    　驚いた。あの日、答えを得られなかった質問──覚えていてくれたなんて。


    「愛だよ、ニコ。わたしは、パパが大好き。パパも、わたしを愛してくれた。だから、愛」


    　右手で服の上から胸に触れた。歯車の響きを感じる。チクタクチクタク──優しく温かい音が伝わってくる。これが聞こえてくる限り、自分たちはどこへでも行ける。


    「……行くか」


    　ザジがうなずき、二人は肩を揃そろえて歩き出した。


    「お前の親父さんって、どんな人だった？」


    「やさしくてハンサム」


    「絶賛だな」


    「ニコラスも、わたしの家族ならそうあるべき」


    「でも俺おれってもうすでに優しいハンサムだろ？」


    「まだまだ」


    「まだまだか」


    　二人の怪人フリークスが、夜の蒸気天国スチームヘヴンを行く。


    



    　大切なものは、互いの胸の中にある。

  


  
    あとがき


    



    



    　気分屋の私はときどき憂ゆう鬱うつに襲おそわれます。ネガティブな思考の塊かたまりがぽこぽこ脳内に湧わいてくるのです。こうなるとたまりません。この世の悪いことはすべて自分のせいだと思い込んでしまいます。自分が締め切りを守らないせいで担当編集が苦しんでいるという錯覚に陥おちいったりするのです。まったくとんでもない妄想です。


    　憂鬱に襲われると私は元気の出るものを探します。テレビをつけます。ラジオもつけます。景気のいいロックもかけましょう。腕立て伏せやランニングだってやります。


    　でもなかなか元気は出ません。憂鬱は隣に居座り続けます。元気を出すのはなんと難しいのでしょう。そして、落ち込んでいる人を元気づけるのはなんと困難なのでしょう。


    　そんなとき、ぼんやりと昔読んだ小説や漫画を読み返してみます。物語に没入して気がつけば、いつの間にか元の調子に戻っている自分がいます。元気百倍！　というほどではなくても、また動き出せる程度には回復しているのです。


    　このスチームヘヴン・フリークスという物語も、そうであればいいなと思います。元気を喪うしなった誰かの隣にいる、憂鬱がいなくなるまでの時間稼かせぎができる物語になってくれていれば。


    　作者として、それに勝る喜びはありません。


    



    



    謝しや辞じ


    



    　担当編集の岩いわ浅あさ様。スチームヘヴン・フリークスは岩浅様のご助力なしにはあり得ませんでした。本当にありがとうございます。足を向けて眠れません。


    



    　イラストレーターの凱カイ様。素晴らしいイラストの数々をありがとうございます。イラストだけでなく、アイデアの面でも大いに助けていただきました。頭が上がりません。
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    　それではまたどこか──皆さまのお目にかかるそのときまで。
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